
1 

 
 
 
 
 
 
 

2018 明海大学 
「大学と地域連携の未来」シンポジウム 

 

実施報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2018 年３月 
 

主催：明海大学 教職課程センター・地域学校教育センター 
後援：東京都教育委員会・浦安市教育委員会・足立区教育委員会・時事通信社出版局 





3 

１ 実施概要 
 
（１）2018 明海大学「大学と地域連携の未来」シンポジウム 

（２）実施目的 
2017 年度において、明海大学の学生や教職員等が実施した小中高

等学校に対する支援の実施状況について紹介するとともに、その成

果と課題などについて広く地元関係者、関係機関等とともに共通理

解を図り、併せて本学の今後の地域支援の在り方を探ることを目的

としている。 

（３）シンポジウム概要 
開催日時 

平成 30 年２月 12 日（月・振替休日）13：00～16：30 
会場 

明海大学浦安キャンパス 2101 講義室、2102 講義室およびノース学生ホール 
 
○ タイムスケジュール 
時間 内容 
12：30 受付開始 
13：00 【開会】司会：樋口 倫子（明海大学外国語学部准教授） 

【開会挨拶】 
 安井 利一 （明海大学学長） 
【足立区長挨拶】 
 近藤 やよい  

13：10 【基調講演】今求められる大学の地域支援の在り方とその方向性について 
  桜井 康仁 （文部科学省大臣官房政策課 課長補佐） 

 直山 木綿子 （文部科学省初等中等教育局 教科調査官） 
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時間 内容〈第一分科会〉 

14：00 【活動報告１】東京都立飛鳥高等学校における日本語指導支援について 

 

◆明海大学 
応用言語学研究科博士後期課程２年 範 弘宇（はん こうう） 
外国語学部日本語学科３年 荷見 美有（はすみ みゆう） 

◆東京都立飛鳥高等学校 
全日制課程１年 朱 美雪（しゅ みゆき） 
全日制課程２年 陳 佳雯（ちん かうん） 
定時制課程１年 バトボルド・アルーハン 
定時制課程２年 堀本 潤平（ほりもと じゅんぺい） 

 

【活動報告２】東京都立竹台高等学校における日本語指導支援について 
◆明海大学 
外国語学部日本語学科３年 岩谷 瑠莉（いわや るり） 
外国語学部日本語学科３年 岡部 智華（おかべ ともか） 

◆東京都立竹台高等学校 
１年 ジョイ・ラスコニア 
１年 クアラ・ソニー 
１年 張 鴻鴻（ちょう こうこう） 

【活動報告３】東京都立南葛飾高等学校における日本語指導支援について 

 

◆明海大学 
外国語学部日本語学科３年 鈴木 瞭太（すずき りょうた） 
外国語学部日本語学科３年 富田 遼太郎（とみた りょうたろう） 
外国語学部日本語学科２年 荷見 美有（はすみ みゆう） 

◆東京都立南葛飾高等学校 
パルベス・シャハリアー・シェイキ 
ルンルアーンパイサーン・タナプーム 
長島ゆい（ながしま ゆい） 

【活動報告４】国際理解教育支援について（東京都立田柄高等学校・東京都立南葛飾高等学校） 
◆明海大学 
外国語学部教授 大池 公紀（おおいけ きみのり） 

◆東京都立南葛飾高等学校 
１年 ディマノップ・パッサポン 
１年 于 欣（よ しん） 

【活動報告５】都立高等学校における教員研修会について 
◆明海大学 
外国語学部日本語学科講師 田鍋 桂子（たなべ けいこ） 
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時間 内容〈第一分科会〉 
14:50 ポスターセッション、休憩 

  

15:20 【パネルディスカッション】 
 今後の日本語教育の在り方を見据えて、大学の学校教育の支援の可能性を探る 

 

パネリスト 

西川 朋美 
渡邊 範道 
中川 仁 
木山 三佳 
高柳 奈月 

（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科准教授） 
（東京都立南葛飾高等学校校長） 
（明海大学外国語学部日本語学科教授） 
（明海大学外国語学部日本語学科教授） 
（明海大学院応用言語学研究科博士前期課程２年） 

 コーディネーター 

 
大池 公紀 
田鍋 桂子 

（明海大学外国語学部教授） 
（明海大学外国語学部日本語学科講師） 

16:30 【閉会の挨拶】大池 公紀（明海大学外国語学部教授） 

時間 内容〈第二分科会〉 

14：00 【足立区教育委員会教育長挨拶】 定野 司 
 【活動報告１】明海大学あけみ英語村‐小学校異文化交流プロジェクト‐について 

 

◆明海大学 
教職課程センター准教授 百瀬 美帆（ももせ みほ） 
ホスピタリティ・ツーリズム学部２年 ライ・サントス 

◆足立区立西新井小学校 
５年１組担任 古屋 陽平（ふるや ようへい） 
５年２組担任 轟木 陽子（とどろき ようこ） 
５年３組担任 小渕 亮太（こぶち りょうた） 

【活動報告２】明海大学留学生と小中学生との交流会について 
◆明海大学 
教職課程センター准教授 金子 義隆（かねこ よしたか） 
ホスピタリティ・ツーリズム学部２年 ライ・サントス 

◆足立区立竹の塚中学校 
英語科教諭 熊野 勇大（くまの ゆうだい） 
１年 小栗 大聖（おぐり たいせい） 
１年 山崎 諒（やまざき あき） 
１年 遠藤 優衣（えんどう ゆい） 
１年 桑原 歌鈴（くわばら かりん） 
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時間 内容〈第二分科会〉 

 

【活動報告３】東京都教育委員会施策「校内寺子屋」支援について 
◆明海大学 
外国語学部英米語学科４年 大野 浩輝（おおの こうき） 
外国語学部英米語学科４年 小関 聖翔（こせき まさと） 

東京都立葛西南高等学校 
教諭 柳楽 春子(なぎら はるこ) 
１年 長谷川 心華（はせがわ このか） 
１年 中村 茉希（なかむら まき） 

【活動報告４】浦安市小学校教員英語指導研修会および足立区民対象生涯学習講座について 
◆明海大学 
教職課程センター准教授 百瀬 美帆（ももせ みほ） 

【活動報告５】足立区連携 中学校授業改善支援および生徒意識調査について 
◆明海大学 
教職課程センター准教授 金子 義隆（かねこ よしたか） 

14:50 ポスターセッション、休憩 

  

15:20 【パネルディスカッション】 
 今後の英語教育の在り方を見据えて、大学の学校教育の支援の可能性を探る 

 

パネリスト 
直山 木綿子 （文部科学省初等中等教育局教科調査官） 
森 太一 （足立区教育委員会学力定着対策室学力定着推進課長） 

茜谷 佳世子 （足立区立竹の塚中学校校長） 

坂本 純一 （東京都立葛西南高等学校校長） 
百瀬 美帆 （明海大学教職課程センター准教授） 
金子 義隆 （明海大学教職課程センター准教授） 
小関 聖翔 （明海大学外国語学部英米語学科４年） 
ライ・サントス （明海大学ホスピタリティ・ツーリズム学部 ホスピタリティ・ツーリズム学科２年） 

 コーディネーター 
 高野 敬三 （明海大学副学長・外国語学部教授） 
16:30 【閉会の挨拶】高野 敬三（明海大学副学長・外国語学部教授） 
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２ 参加者状況 
○ 最終参加人数 

明海大学※１ 教員 21 
職員 19 
学生 81 

中学校・高校等関係者※２ 教員 26 
生徒 19 

教育機関 東京都教育委員会 9 
足立区教育委員会 10 
浦安市教育委員会 2 

一般 21 
報道関係者 3 
参加者合計 211 

※１：登壇者含む ※２：登壇者、竹の塚中学校、西新井小学校含む 

３ 議事録 

◆開会の挨拶：安井 利一（明海大学学長） 

本年度、本学では地域連携ということで様々な活動をさせていただいた。 
特に教育支援ということでは、大学が持っている様々な機能を、子供たち

と一緒にその機能を育てていくというような視点でいろいろと学校現場の

先生方にもご尽力をいただいた。 

今年度は本学の教職課程センター・地域学校教育センター、留学生や教職

課程を履修している学生諸君約 300 人とセンターの教員 13 人が、足立区を

はじめ東京都立高等学校、もちろん浦安市の学校といろいろな地域で、大

学の持っている機能、特に言葉ということに関して、外国語学部を中心に

１年間に渡って様々なお手伝いをさせていただいた。子供が成長する中にはいろいろな出会いがあって、多

くの事を経験しながら育っていくことが、大学の機能としても非常に良いのではないかと考えている。 

私達が持っている機能というものを充分に出し切れたかどうかについてはまだまだだが、一つのトライア

ルとしては子供さん達に喜んでもらえていて、様々なことをこれから模索をしていきたいと考えている。 
本日はそのような背景のもと、日本語の指導支援と英語教育の支援の２つの分科会に分けて、それぞれ話

をさせていただくことになった。 

今年度の“学校教育の充実のための大学における支援の在り方”というテーマのもと、みんなで手作りで

今日のシンポジウムを開催したところだ。今日も是非皆さんと一緒に子供たちの為に何ができるかというこ

とを考えさせていただければ幸甚である。 
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◆足立区区長 挨拶：近藤 やよい 

明海大学と昨年の１月に教育連携、覚書を結んでいただきほぼ一年が経

過した。 
現在足立区には区内、５の大学があるが、お世辞ではなく区内のどの大

学よりも、距離はあるが連携が一番進んでいると実感している。 

連携の内容として、柱は三つある。 

一つ目は何と言っても教職員の皆様方に対しての支援である。 
ご承知の通り小学校で英語が教科化されるにあたり、習うことはあって

も、まさか自分が教える立場になるとは想像もつかなかった、そういう

方たちがこれから最前線で子供たちを相手に小学校でも英語教育と格闘

していかなければならない中で、本当に今、死に物狂いで教職員の皆様

方は頑張っておられる。 
そういった教職員の方々をどうやって支援していくのか、教育委員会と行政の私共が一緒になって立ち向

かっていかなければならないわけだが、何と言ってもノウハウが欠けている、という中で明海大学の皆様方

の学校をあげたご尽力には本当に心強く思っている。それぞれ授業に入っていただく中で、教職員にアドバ

イスを具体的にいただいて授業が改善してきているという、現場からの大変嬉しい声も届いている。 

二つ目の柱は子供に対する支援である。 
普段外国人と接する機会がほとんどない足立区の子供たちにとって、英語に対するモチベーションをどの

ように確保していくのか、保っていくのか、非常に難しいものがある。英語を勉強する意欲を持たせること

や、英語の勉強を頑張っても、将来何の役に立つのかわからないといったところで、子供たちに英語を学ん

でもらうための気持ちを盛り立てていくことがなかなか難しい。 

そこでこちらの留学生が何度となく足立区に入っていただいて、子供たちと触れ合っていただく中で、子

供が英語を通じて自分を表現していくこと、そして英語を通じて自分の可能性を高めていくということを

徐々にではあるが自覚しつつ学びを深めていっているところだ。これも明海大学との連携なくしてはあり得

なかったことだと考えている。 

三つ目の柱は一般区民に対する英語の支援である。 
ご承知の通り東京オリンピックを間近に控え、区民の皆さまが英語を使ってボランティアをしたい、英語

を使ってオリンピックの役に立ちたいという思いは、今非常に高まってきている。東京都と足立区で連携し

て英語のボランティアの育成講座も行っているが、育成したあとのブラッシュアップを明海大学にお手伝い

を頂いているところだ。 

教職員、子供たち、そして一般の区民に対するこの三本柱の支援ということで、この一年お手伝いをいた

だいた。何か足立区の方がおんぶにだっこするばかりで、なかなかお返しすることができないことを非常に

心苦しく思っているが、今私が委員をさせていただいている文部科学省の中央教育審議会の中でこのところ
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急速に言われてきていうのがエビデンスをベースにした政策の提言ということだ。 

是非、明海大学が、足立区で様々に事業展開される中で、大きなエビデンスデータを蓄積されて、明海発

の様々な新しい英語に関する政策提言というものを積極的に発信していただくフィールドとして、足立区を

存分にご活用いただければと思っている。 

実は足立区には平成 18 年まで大学が一つもなかった。この 10 年間で区内に５つの大学が開学し、３年後

にはもう一つ開学する。大学、つまり学究的な雰囲気の中で子供たちを教育していきたい、育てていきたい

というのが足立区の一つの目標である。経済的に厳しいご家庭では大学で学ぶということが決して当たり前

ではない。 

大学で何を学ぶかということを子供たちに聞いても、子供たちの周りに大学生がいない、大学にどういう

教科があるのかということもわからない。そういう子供たちが、大学生が周りにいて当たり前といった雰囲

気の中で育っていくことによって、将来は自分も大学で勉強してみたい、大学院に行きたい、そしてまた海

外でも学んでみたい、そんな気持ちを自然に持てるような、そんな雰囲気の自治体を目指している。 

まだ始まって一年の連携ではあるが、これから更に深くそして広く、明海大学との連携を進めていけるよ

うに、区としてもできるだけのバックアップをさせていただくつもりである。今日のシンポジウムが一つの

きっかけとなり更にまたこの連携が進むように、そんな素晴らしいシンポジウムになることを期待している。 
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◆基調講演：今求められる大学の地域支援の在り方とその方向性について 

桜井 康仁（文部科学省大臣官房政策課 課長補佐） 

― はじめに 

私からは大学の地域連携についてお話をし、そのあとで日本語指導につ

いてお話をさせていただこうと考えている。英語教育については、のちほ

ど直山先生のほうからお話があるので、私のほうは日本語指導のについて

講演したいと思う。 

まず大学と地域の学校の連携についてだが、文部科学省としても大学の

地域連携、もしくは学校の先生方の養成、採用、研修の一体改革というこ

とによく言及している。 
学校の先生方の“養成”・“採用”・“研修”の一体改革を、学校の先生方

を養成する段階、つまり大学、採用する段階、これは教育委員会、研修と

いうのは先生方になられてからの現職の研修ということで、この“養成”・

“採用”・“研修”の三段階を一体的に見直すことが重要だと言われている。 
今回、明海大学で今日のトピックになっている部分についても、“養成”

から“採用”につなげていくということで特に重要な取組だという風に思っている。 
ご存知かと思うが、こうした取組は文部科学省が言うまでもなく、既に全国の多くの大学で取り組まれて

いて、学生の皆様に学校現場から学ぶ機会の充実という点、そして地域への貢献という点で、様々な取組が

ある。 
例えば山口大学では 10 年以上前から、学生と若手の先生方がちゃぶ台を囲んで、授業づくりだとか子供

理解についてざっくばらんに意見交換する機会があるし、福井大学では 20 年以上前から大学１年生の５月

になると、地域の小中学校の子供たちと隔週土曜日に集まって５月から 12 月まで一緒にプロジェクトをや

っていたりする。そういった意味でこういった取組は、非常に広がりをみせてきていて、私も以前北海道の

教育委員会に３年いたが、その立場で地元の国立大学の教員養成学部について校長先生方と一緒に評価をす

るというような仕事に携わったので、その経験を踏まえながら、少し地域連携についてお話したいと思う。 
 

― 学校現場の現在と“養成”の段階のケア 

現在学校の先生方の大量退職期を迎えている。 
ご存知かもしれないが、多くのベテランの先生方がご退職の時期を迎えている。そのため、若い先生方が

増えているという状況が、多くの地域で起こりつつある。 
例えば横浜市では、経験が５年以内の先生が 35%、経験 10 年以内の先生が 54%ということで、少し前の

数字だが、半分以上の先生は非常に経験が少ないということが起こっている。 

一方、学校現場を見ると特に若い先生方は特別支援教育や、保護者の皆様への適切な対応などに非常に苦
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労している。これまでは、そういった若い先生方の支援を、校内の諸先輩方に助けられて、その先輩方にい

ろいろ手助けしてもらいながらじっくり成長することができたが、今申し上げたようにベテランの先生方が

退職を迎えられ、そしてベテランの先生方もご自身のことがあったりして、若い先生方が充分に支援を受け

られないという状況がある。こうしたことから、やはり先程申し上げた“養成”の段階、大学に在学して養

成課程を受けている段階において、学校現場がどうなっているのかということを学生が知っておくことが、

その学生の将来にとって非常にいいことだということで、多くの大学で地域と連携して地域の学校に入ると

いうような取組が進められているものと理解している。 

今年度末までに全国の大学の教員養成課程については一定の判断をして、新しい教員養成課程の認定を受

けていくという時期に入っていくと理解している。そういった中では『学校インターンシップ』という言葉

があり、各大学で先生方を養成する課程になってくるとこの『学校インターンシップ』、教職志望の学生さ

んが学校現場で直接学ぶような取組が、今後更に広がるのではないかと感じている。 

これは何も大学や学生さんだけにとってではなく、地域の学校現場の側からしても、教職志望の学生が適

切なかたちでサポートに入ることで、大学の先生から『外部の目』として学校の取組を見てもらうというこ

とは、校長先生方からの日々の指導とはまた違った意味で、校内の先生方への大きな刺激となるもので、学

校が更に改善していくきっかけにもなると理解している。 
こうした意味で教員養成の大学において、学生が地域の学校に入っていくということは地域の学校と大学

の相互にとって有益なものと思うし、そうした学生が先生になって今度は、後輩として教職の学生を学校に

迎えていく、そういったことにもつながることを考えると、長い目で見て子供たちの教育の充実に非常に寄

与するものと理解している。 

― 地域連携を継続するための課題 

今良い話だけを申し上げたが、この地域連携のいろいろな事

例を見ると、相手方の理解と協力なく上手くいくものではな

い。単に学生を学校に派遣するというだけでは、ただでさえ

多忙と言われる学校現場の負担を増やすだけになるだろうし、

学生が学校での体験をしっかり振り返って、学生の気づきと

成長を促すような大学のカリキュラムがなければ、大学とし

てしっかり学生を育てたとは言い難く、多くの大学がこの点

で苦労している。 

これにはやはり大学で教える側も、学生が派遣されない学校の事もよく知っていなければならないことだ

と思っている。従ってこうした地域連携の基盤として、大学と行政、そして教育委員会、この三者が信頼関

係をしっかり構築しておくことが必要になる。これもすぐにできることではなく、日々の丁寧な連絡、常に

共通認識を図りながら進めることにより実現するものである。大学側でしっかり体制を整えた上で、関係の

皆様の地道な努力が必要になるのではないかと思う。実際多くの教員養成大学では、行政とのつながりをし

っかり作るために、非常に苦労されている。 
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この様に効果的な地域連携を継続してくことはなかなか容易なことではない。 
明海大学の地域連携の取組は二年前から始まったと聞いているが、こうした取組を始められて、本日その

成果と課題について意見交換できるということは、非常に有意義なことだと私も楽しみに思っている。 
特に大学の連携で、学校現場にとって有益に思われるものはやはりこれから伸びていく分野で、そういっ

た意味で本日の分科会のテーマである日本語教育、そして小学校英語については正に適切な課題なのではな

いか、そこにまた明海大学の強みも活かされているのではないかと思っている。 

大学の地域連携については以上で、私が直接担当している日本語指導について、国の動きを紹介していき

たいと思う。 

― 日本語指導が必要な子供たちの実態 

まず日本語指導が必要な子供たちだが、最新の文部科学省の調査（平成 28 年度）では日本語指導が必要

な児童生徒数が約 44,000 人となり過去最大となった。この 10 年間の変化では、10 年間で 1.7 倍となって

いる。グラフからは分からないが、学校段階で見ると高校だけであれば実は 2.5 倍に増えていて、高校段階

での日本語指導支援を要するお子さんが非常に増えている。 

国籍別で見ると、日本国籍の子が 2.5 倍、外国籍の子が 1.5 倍で、日本国籍の子のほうが増えている。こ

れは外国人もしくは外国につながりのある皆様の定住化という傾向を示していると理解している。つまり例

えば、一時的に日本に来られて、本国に戻られることが前提の方々の子供たちは外国籍のままだと思うが、

その後日本国籍を取得するなどして日本に定住することを決めた皆様のお子さんたち、つまり広い意味で言

う『外国につながりのある子供たち』が増えていると認識している。こういった子供たちの、もう少し詳し

い状況だが、日本語指導が必要な児童生徒を母語別に見ると、ポルトガル語、中国語、フィリピン語、スペ

イン語で 3/4 以上だが、それ以外の言葉を話す子たちもかなりいて多様化が進んでいる。数としてはそれほ

ど多くないが、新宿区区長に聞くと、区内にいる国の数で言うと 100 を優に超えているということだ。神

奈川でも同様なので、非常に多くの国から来日しているというのが近年の傾向だ。 

日本国籍の子供たちの中での使用頻度が高い言語で注目して欲しい

のがフィリピン語、中国語に次いで日本語になっている点である。 

日本国籍なのに日本語に不十分さがあるということはどういうこと

なのかをよく質問されるのだが、これはつまり日本生まれでありながら

家庭内での言葉が必ずしもそうでなかったりして、日本語が十分でない

ままに、小学校以降に入学した子供たちということである。これは言語

的にはどの言語も不十分かもしれないという状態で、“ダブルリミテッ

ド”という言葉で表現される。こうした言語そのものについて困難さを

持っている子供たちの問題は非常に深刻で、長期的には単に社会で生き

ていくためだけではなく、生活の多くの面で困難さを持ってしまうかも

しれないということであると認識している。 
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― 日本政府の取組 

こういった状況の中で日本政府全体としてこういった子供たち、もしくは大人の方たちへの取組をどう考

えているのかということだが、昨年の６月に政府が決定した閣議決定文書、すべての大臣が合意した文章、

新聞等ではいわゆる“成長戦略”と呼ばれるものだがここでも、『必要とする全ての外国人子弟（小・中学

生）に日本語と教科の統合指導（JSL(Japanese as a Second Language)カリキュラム）を可能な限り早期

に提供するとともに、生活者としての外国人のための日本語教育の充実を加速させる。』と書いてある。同

じ日に閣議決定した“骨太の方針”と呼ばれるものでもやはり日本語が取り上げられており、政府全体で外

国の皆様、そしてその子供たちをどうやって日本で育てていくか、生活面で支援していくかということの重

要性が非常に高まってきている。 

ここまではいわゆる行政、内閣の話だが、国会においても国会議員の皆様が作られる“議員連盟”という

ものがあるが、日本語についても“日本語教育推進議員連盟”という、日本語教育の議員連盟ができており

日本語教育にまつわる基本法を作ろう、日本語教育の法律を新たに作ろうという動きもある。だから国レベ

ルで言うと日本語教育の重要性がかなり高まってきていると理解してもらえるのではないかと思う。 

次に来年度、文部科学省では政府全体の動きを受けて、特にどういうところをやっていこうとしているの

かということを説明する。 

文部科学省の事業の説明になるが、市町村で取組を進められる際の経費の一部を補助する事業で、就学前

の段階と高校生の段階の支援を特に強く進めていきたいと考えている。これまで小・中学生が支援の中心で

あり、これからも大事な部分だが、特に先程も申し上げた“ダブルリミテッド”の話や、より早い段階から

こうした子供たちに関わらなければいけないということで、就学前の取組を進めていきたい思っている。併

せて本日の分科会でもお話が出ると聞いているが高校生に対する支援、この部分も企業等と連携したキャリ

ア教育の充実というのがあるが、やはり義務教育段階の前とその後のところで支援を拡充していくというス

テージに入ってきているという認識の下で、来年度更に事業を進めていきたいと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11



14 

◆基調講演：今求められる大学の地域支援の在り方とその方向性について 

直山 木綿子（文部科学省 初等中等教育局 教科調査官） 

― “社会に開かれた教育課程”とは 

私の方からは、英語教育に特化して話をする。昨年の３月に改訂された

新学習指導要領全体に関わる話、小・中・高の英語教育に関わる話をし

たいと思う。これからの外国語教育について、中でも英語教育について

の２点を話す。 

まず全体の中では“社会に開かれた教育課程”という言葉が、この度の

新学習指導要領の一つのキーワードになっている。先程桜井課長補佐か

らも、これから大量の退職を迎え、学校は若い先生が増えてくるという

話があった。 

今まではベテランの先輩教員が担っていた部分が手薄になってくると

いうような話もあった。そんな中、子供を取り巻く環境というのは非常

に多様化している。大人の生活も多様になる、それに伴い子供もいろいろな多様な面を生活の中に持ち込ま

ざるを得ない状況になっている。そういう中でこれから進めていく学校教育は学校だけで閉じられた、先生

だけが子供に対応というのはなかなか厳しいのではないかという中で、広く、学校を取り巻く地域、そこに

学校がもっと開かれたものになって、地域とともに子供たちを一緒に育てていこうということを、新学習指

導要領では訴えている。それを総称して“社会に開かれた教育課程”と呼んでいる。 

ということは、地域の人にもこの学習指導要領の中身をよく知ってもらわなければいけない。今までは学

校の先生だけがやっていればよかったかもしれないが、これからはいろいろな地域の方、大学の方、みんな

で子供を育てていこうということから、直接子供に指導されない地域の人にも知っていただくためには、こ

の学習指導要領にきちんと、いろいろな子供につけたい力とは何なのかということを明確に記していく必要

がある。しかもそれはいろいろな皆さんに理解できるような言葉で書いていかなければならない、というよ

うに変わっていっているということである。 

その中で、新学習指導要領では子供につけたい力を三つの要素で整理している。 

― 子供に身につけさせたい力 

知識及び技能、その知っていること、知識及び技能をどう使うのかという、“思考力”“判断力”“表現力

等”、そしてその二つを、力をつけていく中で子供たちに、態度面も育てていこうという、三つで子供につ

けたい力を整理しているところだ。そのためには“アクティブラーニング”、“主体的・対話的・深い学び”

と今は呼んでいるところだが、これが必要になってくる。それからカリキュラムマネジメント、１年生から

６年生まで、小学校だけではなく高校まで全体で、長いスパンで子供たちを育てていくようなカリキュラム

マネジメントも大事だと言われている。 
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知識および技能も単なる知識、技能ではだめで、その頭

に修飾語がついている。それは“生きて働く”である。 

ただ知識だけ持っていてもだめ、それが使えなければだ

めだということである。思考力・判断力というのは、現代、

ネットも交通機関も発展し、いろいろな情報、人、金が飛

び交っている中で、今後何が起こるか分からない、未知の

世界の中で対応できるような“思考力”“判断力”“表現力

等”が必要であるという枕詞がついている。 

それから日本の子供たちというのは結構、知識・技能が

高いと調査で出ているが、日本の子供が低いところは意欲

面である。その中でも子供が、「自分がちょっとがんばっ

たら世の中が変えられる」とか、「自分がちょっと社会に働きかけたら世の中が変わっていくと思っていま

すか？」と子供に聞くと、日本の子供はそのことについての関心が非常に低い。また、自分たちが学校で学

んだ事がこれから社会に出て生きていくときに役に立っているんだということを子供が実感できるように

していかなければならない、そういうことから子供が意欲的に学習していく、という３つを新学習要領では

“子供に付けたい資質能力”と整理している。 

― 変わる英語教育と教育現場 

そんな中で英語教育も大きく変わる。 

例えば今から約３年前だが、『大学の入試が変わる』という新聞記事が載った。どう変わるかというと、

これまでは中学校・高校では４技能をバランスよく身に付けようという理念で動いてきた。もちろん大学で

も４技能の力をバランスよく身に付けるように指導してきた。 

ところが、大学の入試が４技能を測る入試になっていなかったということから、大学の入試もきちんと４

技能を測るようにする、と大学の入試は大きく変わるということである。加えてこれも約３年前の話だが、

中学校３年生にも英語の学力調査が入ることになった。今、小学校で算数と国語、中学校で数学と国語、毎

年度ではないが理科も入っている。そこに英語も入ってくるということである。それが来年度、５月には施

行が始まるということで、どんな問題が出てくるかなどを試して、2019 年度から本格的に実施するように

なるといった内容であった。 

小学校教育では、これも昨年の今頃出た記事だが、ちょうどこの時期は新学習指導要領の案が出たときで、

『英語、小５から文法』という新聞記事が載った。これを読んだ小学校の先生方はきっと大変なことだと思

われたことだろう。少し説明しておくと、小学校の英語教育で文法をやるとは一言も書いていないのだが、

こういう記事が載るとみんな信じてしまう。 

新学習指導要領は 2020 年度から全面実施だが、2018 年４月からの２年間の移行措置についての内容の新

聞記事が昨年５月に載った。 
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小学校では３年生から外国語活動が始まる、年間 35 コマ、週換算でおよそ１コマ。５年生と６年生では

外国語の教科が始まる。年間 70 コマ、週換算で週２コマ。その準備にあたり、総合的な学習の時間から充

てても構わないという内容が移行措置として出たという内容であった。 

2017 年 12 月には、学童保育を展開する大手企業から、帰宅までの保育時間のプログラムで英語学習が出

てきたと報じられた。これは保護者のニーズだとされている。 
私立中学校の入試科目に英語が加わったという記事も今年に入って載った。４年前に比べ、４倍の学校が

入試科目に英語を加えているそうだ。 
ただ一般の子供たちというよりは帰国子女やより多くの子供を入学させたい、特に英語の力を持っている

子供を早期から獲得したいという私立中学校の傾向の表れのように私は理解している。 

英語教育が変わるに伴い、社会の中でいろいろな動きが出てきているということだ。だからこそ、直接子

供を指導する教員だけでなく、教員養成や教員研修に関わるいわゆる大学の有識者の方々、行政も、そして

地域の方々もこの、英語教育改革の主旨を十分に理解しておく必要があると思っている。 
1.学年が上がるにつれて英語の学習意欲が低下。４技能、特に発信能力(話す、書く)に課題 
2.小学校高学年で「読む」「書く」も含めた言語活動への知的要求に十分に応えられていない 
3.校種間の接続が十分とは言えない 
4.自分の意見や考えを話したり書いたりすることができていると考える生徒の割合が低く、また、そのよ

うな指導をしていると考える教員の割合も低い 
5.「読んだ内容に基づいて書く」など統合型の言語活動の経験がある生徒の割合が少ない 

今の英語教育の大きな課題はこの５点というように整理している。 
私は文部科学省の中で、小学校の外国語教育を担当しているので、主に 1.、2.、3.、このあたりが小学校

の外国語教育に関係がある課題である。4.、5.は中学校・高校の課題。 
3.はもちろん小学校だけではない、1.も小学校だけではない、中学校・高校も関わってのことだが、校種

間連携があまりうまくいっていないという課題は大きいと思う。 

そんな中で校種間連携を図り、小・中・高で子供たちに外国語の力をつけて行こうというように大きく変

わる。そのためにはまず、子供の出口である高等学校がどうなるのかという目標がないといけない。そこか

らバックワードデザインで降りていくわけである。高校で身につけたい力に討論、議論、交渉となっている。

日本語でも交渉がなかなか難しいのに、英語で交渉する力を身につけるというのは厳しい。 

― 言語教育の連携 

ということは、英語だけに着目していてはいけないと私は思う。他の教科でも討論などをしておかないと

いけないと思う。これに対して中学校の教科ではこういった力を、小学校高学年の教科ではこういった力を、

小学校中学年では……と身につけたい力が上から降りてきている。これの時数が中学校は今の指導要領と同

じ年間 140 時間、小学校高学年、中学年は先程申し上げたとおりの時数である。 

皆さんは英語教育が大きく変わるという中で、どう思いますか。 
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新聞報道などを見ると、小学校の英語教育にばかりフォーカスされる。小学校の教育現場も大変だが、実

は中学校・高校の教育現場も大変だということである。高校で、交渉できるくらいの力を身につけなければ

いけない。 

高校の教育現場が大きく変わる。 

英語だけでなく他教科等も科目編成が行われる。英語も発信する力を身につけていこうということで、新

しい教科が出てくる。これがどういった流れで出てきたかを整理したいと思う。 
まず早い段階で、教育再生実行会議の中で、英語教育を拡充していかなければならないという課題が出て

きた。それを受け、文部科学省は『グローバル化に対応した英語教育改革実施計画』を打ち出した。この中

で小学校高学年の英語教育の教科化、小学校中学年の外国語活動実施などが提案された。その後、英語教育

の在り方に関する有識者会議を経て、中央教育審議会、あるいはそれの特別部会で新学習指導要領について

の審議が始まった。外国語のワーキンググループ、小学校部会、中学校部会などといった中で、小学校の外

国語教育の審議が行われる。 

ただ今回非常に重要なのは、言語能力の向上に関する特別チームというのが、この度の新学習指導要領の

改訂に向けて作られたということである。 

これは今までになかった。私はこれが非常に大事なポイントだと思っている。つまり、外国語教育と国語

教育の連携が必要だということである。 

外国語教育は外国語教育、国語教育は国語教育という考えがあり、小学校の外国語教育導入についてはい

つもここで議論があった。外国語教育と国語教育は、同じ言語教育として手を携えるべきだと私も思ってい

るし、この度の新学習指導要領の改訂に向けては、同じ言語教育として捉えていくという視点が盛り込まれ

た。だから新学習指導要領の小学校には国語との連携も含まれている。 

国語を超えて、他教科等の連携についても記してある。また、小学校国語の学習指導要領にも、外国語と

の連携も記されている。これが新学習指導要領が改訂された経緯である。 

ざっと全体の話だけをしたが、言語能力の向上に関する特別チーム、この点が大きなポイントではないか

と感じている。 
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◆第一分科会：日本語指導支援 

活動報告１： 東京都立飛鳥高等学校における日本語指導支援について 

明海大学 東京都立飛鳥高等学校 
範 弘宇（はん こうう） 
応用言語学研究科博士後期課程２年 

朱 美雪（しゅ みゆき） 
全日制課程１年 

荷見 美有（はすみ みゆう） 
外国語学部日本語学科３年 

陳 佳雯（ちん かうん） 
全日制課程２年 

 バトボルド・アルーハン 
定時制課程１年 

 堀本 潤平（ほりもと じゅんぺい） 
定時制課程２年 

― 授業の工夫 

東京都立飛鳥高等学校には全日制課程と定時制課程

があり、両方の課程で日本語支援を行った。 

次に授業の工夫について紹介する。全日制課程ではレ

ポートや小論文を書くなどの産出能力の指導に力を入

れ、初級レベルから中級レベルへの橋渡しとして、問題

の内容を基本から応用まで、授業でより多く産出できる

ように心掛けた。 

全日制課程の夏期講習では語彙力を身につけるよう

な授業を工夫した。今回はコメダ珈琲店のメニューを用い、その中にある語彙をピックアップし語彙リスト

を作成した。生活に使われる身近な語彙を学ぶとともに学習者のモチベーション維持にもつながる。 

定時制課程ではモチベーションがより上昇することを目的に実施した。読解の構造が理解しやすいように

絵や図を入れた資料を作成した。さらに読解のテーマが血液型だったため、高校の学習に近づけるように導

入で血液型の遺伝について確認もした。 

― 学生の気づき 

続いて日本語指導支援を担当した学生の気づきを紹介する。 

生徒にとって二時間の日本語学習は高校の授業時間よりもずっと長いため、気分転換で行った目覚ましク

イズが意外と効果的であり日本語学習に興味を持たせ、漢字の学習にもなるということに気づいた。生徒に

身近な内容で興味を持てるような教材を使用することにより、授業で積極的になり、内容の理解やモチベー

16



19 

ションの上昇と同時に、学習意欲も維持できると感じた。 

― 日本語指導支援に参加した生徒の感想 

私の日本語能力はまだまだ完璧ではないですが、この講座を通して一学期よりも成長していると思います。

来年もやる気満々で頑張りたいと思います。 

先生が親切に教えてくれました。特に中国語が話せる先生がいらっしゃったので、自分の思いや考えを日

本語で伝えなくても翻訳してくれました。今まで知らない文型がたくさんあるのでとても役に立ちます。 

文法や言葉の使い方などいろいろなことが勉強になりました。教えてくれた先生が優しくて一緒に日本文

を読んだり、発音を直してくれたりするなど心から感謝しています。ありがとうございました。 

― 東京都立飛鳥高等学校 生徒の感想 

【朱 美雪（しゅ みゆき）】 
皆さんこんにちは。私は飛鳥高校全日制１年生

の朱美雪です。今の日本語はまだまだです。で

もこの２学期の日本語教室を通じて本当にいっ

ぱい勉強になりました。とても優しい先生に会

いました。先生のおかげで高校の生活と二つの

国の文化の違いもいろいろ知りました。文型、

単語や文章など新しくたくさん勉強しました。

一緒に楽しい時間を過ごしました。心から感謝

しています。 

【陳 佳雯（ちん かうん）】 
皆さんこんにちは。飛鳥高校全日制２年生の陳佳雯です。授業の雰囲気はとても楽しくて、日本語も少し

ずつ話せるようになって、授業に参加して良かったと思いました。いろいろな説明をしてくれて、ありがと

うございました。 

【バトボルド・アルーハン】 
こんにちは。私は飛鳥高校定時制１年生のバトボルド・アルーハンです。私は２年前にモンゴルから日本

に来ました。家から外に出たときは日本語を使わないといけないので、伝えたいことがうまく伝えられなく

て毎日大変です。私の周りには日本に来たばかりで日本語があまり上手に話せない友達がたくさんいます。

明海大学の学生の方々が、飛鳥高等学校で日本語講座を行ってくれました。 
日本の事も知れて楽しく学べる授業はとても勉強になりました。ありがとうございました。 

【堀本 潤平（ほりもと じゅんぺい）】 
私は、飛鳥高校定時制課程２年生の堀本潤平です。高大連携の一環として大学３年生、４年生と一緒に講

義を受けました。その中で二点感じたことがあります。 
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一点目は、高校生と大学生では学習成果に対しての考え方が違うということです。高校では授業中に話す、

スマートフォンを使用するなど、意欲が低いと注意を受けますが、大学では授業についていけなくなり、損

をするのは自己責任となるため、周囲の迷惑にならない場合は注意されないことがあります。 
二点目は、大学の講義内容は難しいということです。私は、講義についていくために自宅で復習して理解

を深めました。大学生はほかにも講義を受けているので、講義の時間内に理解をしてレポートなどを作成し

ています。そのレベルの高さに驚かされました。最後に今回の受講で様々なことを体験できてとても良い機

会になったことを感謝いたします。 
※堀本潤平さんは特別聴講学生として、明海大学で授業を受けている。 

― 今後の課題 

最後に今後の課題について紹介する。 
一つ目は、生徒の身近なことに結び付けた授業にすることだ。高校の教科につなげられるように、専門用

語の導入を行っていき、さらに高校だけでなく日本に生活していく中で必要な知識や会話などの能力も高め

ていく必要があると感じた。 
二つ目は、授業内の教師の対応力を高めることだ。生徒の産出能力は一人ひとり違うため、演習を行う際

の差をどのように配慮していくかや生徒数の変化による授業の進行の対応力を教師が高めていく必要があ

ると感じた。 

以上を今後の課題にし、来年度の日本語指導支援で改善していこうと考えている。 

活動報告２： 東京都立竹台高等学校における日本語指導支援について 

明海大学 東京都立竹台高等学校 
岩谷 瑠莉（いわや るり） 
外国語学部日本語学科３年 

ジョイ・ラスコニア 
１年 

岡部 智華（おかべ ともか） 
外国語学部日本語学科３年 

クアラ・ソニー 
１年 

 張 鴻鴻（ちょう こうこう） 
１年 

― 概要 

対象者は東京都立竹台高等学校の生徒で、日本語のレベルで上級・中級・初中級の３つに分けて行った。指

導の形態は学部生、院生がそれぞれのグループを担当し、グループ学習の形態で行った。日本語指導支援は、

前期と後期の２回行った。 

― 日本語指導支援(前期) 

前期はオノマトペやことわざなど、会話に使われる日本語ならではの言葉や表現について学んだ。中級で
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は、ことわざについて書いてある文章の内容

理解を深め、出てきた表現を使えるようにな

るための問題を作成した。初級では、生徒が

ことわざについて学び始める第一歩として、

生徒の身近な人や物を例に取り上げ、イメー

ジしやすいようにイラストを用いて作成し

た。 

― 日本語指導支援(後期) 

続いて後期の日本語指導支援についてだが、

後期は会話をする相手の立場に応じたコミ

ュニケーションの仕方について行った。敬語などを意識してコミュニケーションする回のロールカードとタ

スクシートでは、様々な人の役になりそれぞれの立場に合わせて話せるように、趣味などを設定したロール

カードを作成した。いつ、どこで、何をするかを約束するという現実に近い会話のゴールを達成するための

タスクシートを作成した。 

― 日本語指導支援を通しての気づき 

今回の竹台高等学校における日本語指導支援を通して気づいたこととしては、私たちが普段無意識に使用

している日本語を教えることの難しさを感じた。また一方的に教えるのではなく、生徒との会話を重視する

事の大切さに気づいた。 

テキストや言葉だけで伝わらない事も視覚的に表すことで、より理解を深められると感じ、今後ことわざ

の授業をする際にはもう少し実用的な話題に話を広げることができたら良いと思う。 

― 東京都立竹台高等学校 生徒の感想 

【ジョイ・ラスコニア】 
大学生の皆さんと勉強できてよかったです。最初は恥ずかしくて緊張していたので、行きたくなかったけ

れど、教えてくれた大学生の皆様が優しくて面白かったので、恥ずかしかったこと緊張したことを忘れてし

まいました。教え方が分かりやすくて一人ひとり丁寧に教えてくれたので、良く分かりました。学んだこと

をこれから使っていきたいです。本当に楽しかったです。来てくれてありがとうございました。またいつか

教えに来てください。 

【クアラ・ソニー】 
大学生の先生方との勉強は、本当に楽しかったです。先生方は私達の授業のためにとてもいろいろなこと

を考えて、たくさん準備をしていただきました。先生方の説明は丁寧で分かりやすかったので、私達は楽し

く勉強することができました。授業で勉強した日本語は、私達が生活するときに役に立つことばかりでした。

授業が始まると、「次の授業はなんだっけ？」など会話を始めるきっかけの表現をして、実際に使ってみて

新しい友達ができました。また敬語の授業を受けて、アルバイト先でもコミュニケーションがうまくいくよ
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うになって嬉しいです。大学生の先生方との勉

強は、いつもの学校の授業とは違った楽しさが

ありました。とても充実した時間でした。 

【張 鴻鴻(ちょう こうこう)】 
私達のためにわざわざ竹台高校までお越しく

ださりありがとうございました。大学生の先生

方の授業は、とても分かりやすくて面白かった

ので、楽しく勉強できました。おかげでコミュ

ニケーションの仕方が分かりました。教わった

ことを日常会話などに活かして、友達をたくさ

ん作りたいと思います。今度また会えたら、新しい友達ができたかどうか報告します。是非また来てくださ

い。楽しみにしています。 

― 今回の日本語指導支援の振り返り 

日本語指導支援では、日本語について気づきが得られる場となっていた。普段何気なく使用している日本

語を改めて学ぶことで、学びをアウトプットする内発的動機付けが向上していった。今後は会話を通して学

ぶことで、コミュニケーション能力をより高められるようになるのではないかと考えている。 

活動報告３： 東京都立南葛飾高等学校における日本語指導支援について 

明海大学 東京都立南葛飾高等学校 
鈴木 瞭太（すずき りょうた） 
外国語学部日本語学科３年 

パルベス・シャハリアー・シェイキ 
 

富田 遼太郎（とみた りょうたろう） 
外国語学部日本語学科３年 

ルンルアーンパイサーン・タナプーム 
 

荷見 美有（はすみ みゆう） 
外国語学部日本語学科２年 

長島ゆい（ながしま ゆい） 

― 概要 

通常時の指導は対象者 生徒 24 名、時間は１回２時間程度で行った。指導はレベル分けを行い、各クラス

指導者が１名いる単独授業で行った。夏季講習の対象者は生徒 10 名、クラスは初級と中級の２クラスであ

る。１日３時間の授業を７日間行った。指導は、２名の学生によるチームティーチングの形で行った。 

― 授業の工夫 

授業の工夫についてだが、読解について、授業の最初に読解のテーマについて生徒の持っているスキーマ

を活性化するところから始めた。内容を理解しやすくする目的だけでなく、生徒のモチベーションの向上、
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授業に対しての集中力の向上を図るためである。 

例えば、私が行ったテーマは『遅刻』だったので、

遅刻についてのイメージや自分の国での遅刻につ

いての捉え方、日本と自身の国との違う点を聞く

などして読解の内容と自分との関連性を高め、ス

ムーズに本文に入れるように工夫した。語彙の授

業では、語彙の意味を単に教えるだけでは学習に

ならないと考え、意味を推測できるように用例を

新聞記事から探し、文脈の中でその語彙の実用例

を導入することを意識して授業を行った。 

続いて読解授業でタスクシートを作成する点での工夫を紹介する。今まで都立高等学校に支援に行かせて

いただいて気づいたのは、生徒の多くが読解に苦手意識があるという点だ。そこで精読ではなく、一段落ご

とに主語と述語を確認し、段落ごとの中心部を探させ、本文の内容を単位で把握させることで、すべての語

彙や文法を理解しなくてはならないという負担を軽減させるような工夫をした。同時に段落間の構造が理解

しやすい工夫をした。本文の内容整理表や全体の構造図のタスクシートを作成し、読解力の底上げを図った。 

語彙の授業は、教材の中から教科学習に出てくるような政治・経済・歴史などの科を対象とした。語彙の

意味を推測できるように、新聞や教科書などから用例を探した。授業の流れは、用例を載せた語彙リストを

提示、リストの語彙の音読、意味の説明、コロケーション、練習問題を行った。 

工夫の一つ目は、生徒がその語彙を使えるように、『祝辞』は『祝辞を述べる』、『利益』は『利益が出る』、

『政権』は『政権を樹立する』というように、一緒に使う動詞とセット、つまりコロケーションを提示した

点である。二つ目は、教科書から文章を探し練習問題を作成した点である。教科書の文章を使うことで、教

科学習と日本語学習の関連性が分かり、問題を解けたときの達成感がより強くなると考えたからである。 

― 日本語指導支援を担当した学生の気づき 

夏季講習という短期間で、生徒のモチベーションの維持が難しい中、授業の導入での工夫や本文に関する

日本文化を話すことで、生徒の授業に対するモチベーションを保つことができると感じた。それにより授業

の雰囲気も結果的に良くなると思った。 

慣れない日本語を話すということは、とても勇気のいることだと思う。だから教師が場を盛り上げ、話し

やすい雰囲気を作ることが大切だと感じた。 

― 東京都立南葛飾高等学校 生徒の感想 

【パルベス・シャハリアー・シェイキ】 
私達は毎週火曜日と金曜日に日本語の勉強をしています。先生が優しいので勉強のやる気が出ます。文法

やいろいろなことを勉強して日本語が上手くなり、日本人が話していることを分かるようになってきました。
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日本語の勉強は普段の授業にも役立っています。前は授業についていけなかったのですが、日本語が上手く

なってきて授業の内容が分かるようになってきました。これからも日本語を頑張って勉強します。ありがと

うございました。 

【ルンルアーンパイサーン・タナプーム】 
最初学校に入った時は、日本語が全然話せませんでした。日本の学校とタイの学校では生活が全然違って、

どこでご飯を食べるのかも全然分かりませんでした。先生達や友達に教えてもらいました。毎週火曜日と金

曜日の７時間目の授業で、日本語のいろいろなことを勉強しました。話すことや言葉、文法を教えてもらい

ました。今は学校生活で困ることはありません。英語や社会、数学も頑張っています。日本語をもっとうま

くなりたいので、これからも頑張ります。 

【長島ゆい（ながしま ゆい）】 
明海大学のお兄さん、お姉さんに少人数で日本語の勉強を教えてもらいました。普段の授業では大人数で

行うため、自由に質問ができません。でも日本語学習の時間は少人数で行うため、明海大学のお兄さん、お

姉さんは分かりやすく丁寧に説明してくれます。そして難しい日本語も分かるようになり、授業中に困るこ

とが少なくなりました。また先生の中には留学生がいらっしゃって、その方々と一緒に過ごして私は、外国

人でも日本で先生になることが可能なんだなと思いました。そこまで辿り着くのは大変だっただろうと思い

ます。私もその人達に負けないように頑張って勉強して、大学に入りたいと思いました。 

― 本日来ていない生徒の感想 

【１年 ジョ・シウ】 
毎週火曜日と金曜日の７時間目に日本語学習があり、明海大学の先生方が来て教えてくれます。日本語の

テキストで文法の知識などを勉強しました。日本語は難しいけれど頑張ればできると思いました。 

【１年 コウ・シメイ】 
日本語の勉強はとても難しいです。でも日本で生活するために日本語を勉強する必要があります。入学し

た時日本語があまりうまくできなかったですが、毎週７時間目に勉強したことで日本語が上手くなりました。

先生や友達と一緒に勉強するのは楽しいです。 
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活動報告４： 国際理解教育支援について（東京都立田柄高等学校・東京都立南葛飾高等学校） 

明海大学 東京都立南葛飾高等学校 
大池 公紀（おおいけ きみのり） 
外国語学部教授 

ディマノップ・パッサポン 
１年 

 
于 欣（よ しん） 
１年 

― 東京都立田柄高等学校との交流会について 

明海大学は 2016 年から都立高校を中心としていろ

いろな連携を始めた。その一番最初は国際交流、留学

生に学校に行ってもらい交流することからスタート

した。今年度は足立区、都立高校、地元の浦安市との

連携も含めていろいろな形でだんだん実がなってき

たというのが現状だと思う。 

私からはオーソドックスな大学と高等学校との交流

というところで、交流会の報告をさせていただく。今

年度は、東京都立田柄高等学校、東京都立南葛飾高等

学校の２校と交流会を実施した。 

一校目は田柄高等学校だが、本学から田柄高等学校に伺うのに片道２時間かかる。遠いところではあるが、

いろいろなものがここからスタートしていった。今年度は、７月に伺った。本学の留学生 14 名と田柄高等

学校の１年生約 200 名との交流だった。本学の留学生が練馬区光が丘の田柄高等学校へ訪問し、最初は５

クラスに分かれて交流を行った。そのあと田柄高等学校の国際交流委員会を中心に、高校生と本学の学生合

わせて 60名程度の交流会が行われた。交流会としては、クラスに分かれそれぞれの留学生の母国の話をし、

その質疑応答を行った。田柄高等学校のクラスの中にも日本語を母語としない生徒が何人もいるような中で

の交流だった。最後にクラスの集合写真を撮りクラス交流を終了し、そのあとに国際交流委員会を中心とし

た生徒と本学の学生が交流を行った。個々のグループの中でいろいろな話が繰り広げられた。最後は全員で

写真撮影するという流れがゴールデンパターンになっている。 

― 東京都立南葛飾高等学校との交流会について 

二校目の東京都立南葛飾高等学校は、東京の東の地域に位置している。今年度は 12 月に伺った。本学の

学生と留学生の 10 名のグループが、南葛飾高等学校の在京外国人、外国籍の生徒を中心とした生徒たちと

交流を図った。南葛飾高等学校の茶道部の皆さんにお点前をしていただき、本学学生も南葛飾高等学校の生

徒も緊張していたが、だんだん緊張がとれていき、グループで交流会を持った。このあたりが田柄高等学校

との交流会と異なる点である。外国籍の生徒と交流を持つということで、実はいろいろな不安を持つ外国籍

の生徒たちなので、日本での生活にも不安を持っている。そういうような生徒たちと大学生が話をする、ひ
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とつの近未来的な、自分の将来像を描く中で、近未来の自分自身の姿というようなものを思い描いてもらう

機会を本学学生が与えることができるのではないかと思う。 

― 東京都立南葛飾高等学校 生徒の感想 

【ディマノップ・パッサポン】 
交流会では明海大学の学生とたくさん話しました。

学校の日本人の友達と話すのとは、話し方が少し違う

と思いました。楽しかったです。交流会の最後には、

僕が終わりの言葉を言いました。 
人前で話すのは授業の発表に続いて２回目でした。

授業のときは同じクラスの知っている人ばかりでし

たが、交流会の時は初めてあった人もたくさんいてと

ても緊張しました。でも本番ではうまく話せたので良

かったです。とても自信になりました。この経験をこ

れからに活かしていきたいと思います。 

【于 欣（よ しん）】 
交流会のグループの中で、あるベトナム人の留学生の方から、日本で過ごす自分の考えと経験を聞きまし

た。彼女はベトナムで日本語を勉強してから日本に来て、更に日本語の勉強を頑張ったそうです。彼女は交

流会の時、日本人の友達と話していました。コミュニケーションを取るとき日本語がペラペラな姿を見まし

た。多くの日本人にはそういう外国人として外国人同士で頑張った経験がないと思いますが、私は外国人と

して今日本で頑張っています。だから私は彼女を尊敬します。日本人の友達を作ると日本語が上手になれる

はずだと思います。 
大学で日本語が上手くなれば、いろいろなチャンスをもらえるのだと思います。私も彼女のように日本語

の勉強を頑張って、いい大学に入りたいです。明海大学と南葛飾高校の交流会という素晴らしい機会をいた

だいたことで、このような考えを持つことができました。本当にありがとうございました。 

― 総括 

本学の事業は交流会からスタートして、いろいろなかたちで花開きはじめている。本学の留学生が都立高

等学校に伺うということは、留学生にとってみても日本の学校教育の現場を見るという機会はなかなかない。

そういう意味でも、本学の学生にとっても一つの将来像のようなものが、日本の文化も含めて覗き見ること

ができる。また、南葛飾高等学校の生徒の皆さんにお話をいただいたが、将来的な不安がないわけではない

と思う。日本語を母語としない生徒にとってみると、大学生と接することで自分自身の近未来を思い描ける、

そんなことが少しでもできれば、このような交流会の意味はあるのではないか。また継続的に来年度も実施

していきたいと思う。 
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活動報告５： 都立高等学校における教員研修会について 

明海大学  
田鍋 桂子（たなべ けいこ） 外国語学部日本語学科講師 

― 授業に活かす日本語教育 

本学では都立高等学校４校との連携協定に基づき、在京外国人生徒の指導に関する校内研修を昨年度から

各高等学校で継続的に実施している。今年度は４校において２種類の研修内容を合計５回実施した。 

一種類目の研修は、『授業に活かす日本語教育』ということで、本学外国語学部日本語学科教授の木山三

佳が行った。実施日は 6 月 21 日に都立竹台高等学校、6 月 30 日に都立飛鳥高等学校、７月 3 日に都立南

葛飾高等学校、10 月 11 日に都立田柄高等学校で行い、合計４回の研修だった。 

内容としては、第二言語習得についての基本的な講義と、授業で使うことができる発達段階を踏まえた指

導法の紹介である。もう少し詳しく話すと、外国人生徒等に対する授業を担当する場合に、日常的会話能力

(BICS)と、認知的学習言語能力(CALP)の２つの違いに留意することが重要になる。日常的会話能力(BICS)
に比べると認知的学習言語能力(CALP)は習得に時間がかかる。生徒たちは認知能力と言語能力の２重の課

題を抱えて授業に参加している。そのことを知ったうえで生徒を支えていくような授業が必要だという内容

で話をした。 

授業の展開方法としては、一般的な教科教育の授業展開を基本としながらも、認知的発達に応じた体験や

探究、発信というような学習活動として組み直すＪＳＬカリキュラムが参考になる。また日本語教育で行わ

れる語彙や発音、談話、文法などの指導法を取り入れて正確性や適切性の向上を意識することが教科学習を

つつがなく進めていくためにも大切であるという内容であった。 

― やさしい日本語実践編１ 基礎語彙の観点からのやさしい日本語を考える 

二種類目の研修では、『やさしい日本語実践編１ 基礎語彙の観点からのやさしい日本語を考える』という

ことで、本学同学部同学科講師の田鍋桂子が実施した。実

施日は 11 月 22 日に都立南葛飾高等学校だった。こちらの

内容としては、基礎語彙の概念の講義と、弘前大学で提唱

されている『やさしい日本語』の紹介を行った。まず一般

の日本人が持っている語彙量と日本語習得に必要と考え

られる団体的な語彙量について、量的な調査による知見を

紹介した。 

次に日本語習得に必要と考えられる基本的な語彙とはど

のようなものかという話になるが、これらの語彙は、理論

的には言葉を利用する場面の広さと使用頻度の高さとい

う物差しで、ある程度客観的に抽出することはできる。し
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かし実際の指導においては、学習者の言語習得状況、文化背景、生活環境等の違いがあり、いつでも万人に

適応するたった一つの基礎語彙というのは抽出不可能である。最近災害に対応するためのやさしい日本語が

提唱されていて、そのルールなどがホームページなどで紹介もされている。そのルールを学ぶことで、日本

語を母語としない生徒への指導にも役立てることができる。今回はニュース記事について、本学学生がやさ

しく書き直したが、なかなかやさしくならないという例を取り上げながら、日本人母語話者が見落としがち

な語彙の問題点を指摘した。ご参加いただいた先生からいただいた非常に有益な温かいお言葉は抄録に掲載

させていただいた。 

― 課題 

現場の実際の指導場面でのフィードバックが行えるようにしたいと考えている。今いろいろな発表があっ

たが、本学でも日本語支援を実施しているので、それとの関連性を深めていきたい。何よりも現場の先生方

が日本語指導するうえで支えとなるような体系的な知識を、一方で得ながら、その一方で現場に役立つ実践

的な内容を提示できるようなカリキュラムを整備していくことを考えている。 

最後にこのような研修が少しでも、日本語を学ぶ生徒の皆さんのより良い学びに貢献できればと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26



29 

◆パネルディスカッション 
今後の日本語教育の在り方を見据えて、大学の学校教育の支援の可能性を探る 
パネリスト 
西川 朋美 （お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科准教授） 
渡邊 範道 （東京都立南葛飾高等学校校長） 
中川 仁 （明海大学外国語学部日本語学科教授） 
木山 三佳 （明海大学外国語学部日本語学科教授） 
高柳 奈月 （明海大学院応用言語学研究科博士前期課程２年） 
コーディネーター 
大池 公紀 （明海大学外国語学部教授） 
田鍋 桂子 （明海大学外国語学部日本語学科講師） 

【田鍋】国際化社会の中で、日本語指導の

必要な児童生徒の数は年々上昇している。

先程の基調講演でも話があった通りに、平

成 28 年度、指導が必要とされる外国籍の児

童生徒数は、34,335 人、同様のケースの日

本国籍の児童生徒は 9,612 人である。この

動向は今後加速していくと思われる。 
一方、日本の学校教育においては、平成

29 年 3 月 31 日に改訂された小中学校学習

指導要領の改訂のポイントの一つに、子供

たちの発達の支援として日本語の能力等に

応じた指導が掲げられた。この動きはこの

ような児童生徒数が増加していくにつれて、今後高校まで波及していくことが予想される。本学では都立高

校４校との高大連携協定に基づき、地域学校教育センターと日本語学科とが連携しながら日本語指導支援、

交流会、校内研修などを継続的に行ってきた。 
これらの活動も２年目を迎え、成果が徐々に出てきたと同時に様々な課題も見えてきた。今回のパネルデ

ィスカッションでは、会場の皆様とともに学校教育の中での日本語教育の課題を考える。高大連携の取組の

中で本学の活動をより良いものとし、相互互恵的なものとするためにはどのようなことが必要なのか論じる。

さらに今後の大学ができる学校教育での日本語教育支援について考えたいと思う。 

まず先程紹介いただいた５人のパネリストよりお話をいただいたあと、休憩時間に会場からいただいた質

問を織り交ぜながら本学の活動と大学の日本語支援についてディスカッションを行う。それでは西川先生、

宜しくお願いします。 

【西川】お茶の水女子大学から参りました西川朋美と申します。本日はどうぞ宜しくお願い致します。私

の今日の話は『日本語を第二言語とする子供の言語習得』というタイトルで、サブタイトルとして「学校で
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の日本語指導が向き合う課題」という風につけさせてい

ただいた。 

言語習得の話をさせていただくのだが、あくまで学校

の中での話だということで話をさせていただきたいと

思う。 

今日の話の内容にも少し関係があるかと思ったので、

簡単に自己紹介を述べさせていただく。 
まず私の専門だが、今大学では日本語教育コースに所

属をして、第二言語習得を専門としている。その中でも

年齢要因や臨界期仮説と呼ばれるもので、子供と大人の

言語習得の違い、そしてそこに年齢がどのように関わってくるかというようなことを中心に研究をしている。

これが私の、研究者としてのバックグラウンドだ。 
その次に、学生ボランティアとして大学院・研究者となってからは、研究調査のために東京と横浜を中心

に公立の小学校をフィールドとして活動を行ってきた。あくまで小学校が中心だが、調査としては一部中学

校や高等学校で調査をさせていただいたこともある。 
私の研究の中心になってきたのは、日本生まれ・日本育ちの子供が中心だった。そして、研究者としての

興味の中心はもちろん言語習得だが、実際に学校にかなり入り込んだこともあるので、教育現場には言葉の

問題だけではない、いろいろな課題もあるということを実感したこともある。また現在、大学では大学院生

を中心に指導しているが、その中で学部生対象の年少者日本語教育の授業も担当している。こちらは教職を

とるための単位の一つに数えられている科目である。 

本日は学校教育現場においての日本語教育の話をさせていただくが、先程申し上げた通り私自身の経験と

いうのは小学校が中心だ。ただ小学校で研究や実践を行っていると、保育園や幼稚園、あるいは中学校・高

等学校とつながっていく問題もたくさんあると思ったし、学校種関係なく共通する話題もあると思っている。 

今までも教職員の方にお話をさせていただいたり、あるいは学生を対象に授業で話をしたりすることが

多々あったので、その中で最低限伝えておく必要があると考えた言語習得についての話をさせていただく。 

本日のトピックであるバイリンガルの子供の言語習得だが、特に L2(第二言語)、本日であれば日本語の方

だが、第二言語における臨界期仮説では一つはっきりと分かっていることがある。それは、自然習得環境、

既に日本に住んでいる環境では、長期的に考えると大人より子供の方が有利であるということである。これ

は事実だが、ただ子供なら放っておいても大丈夫なのかというとそうではないと思う。 

ここがよく混同されていて、子供の方が言語習得が上手いというのは事実だが、モノリンガルの子供が第

一言語を習得していくのと同じようになるかと言えばそれは絶対に違う。いつ頃が年齢の境目なのかという

ことだが、ある年齢を境に全員が突然劇的に変わるわけではない。これは言語習得に関わらず、第二次性徴

で子供によって少しずつタイミングが違うのと同じように、言語習得においてもタイミングは人それぞれ異

なる。また言語の組み合わせによっても変わってくると思う。 
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そう考えると、バイリンガルの子供の言語習得というのは、モノリンガルの子供の日本語習得以上に個人

差が大きい。モノリンガルの子供が日本語習得する時も、２歳ぐらいから話始める子もいれば、４、５歳に

なってもなかなか上手に話せないという子がいても、最終的には話せるようになっていくというような個人

差があるが、その差がバイリンガルの子供の場合にモノリンガルに比べて大きい。そして個人差を満たす要

因として、例えば年齢、これは何歳から第二言語に触れ始めたかということでも大きく変わってくると思う

し、何年くらい日本にいるのか、日本語の習得環境、例えばどれくらい指導を受けているのか、場合によっ

ては両親のうちどちらかが母語話者なので日本語慣れしているといったケースもあるなど、それによっても

かなり変わってくる。そしてバイリンガルの子供の場合、第一言語能力、第一言語をどれくらい持っている

のか、習得しているのかあるいは維持しているのかということによっても変わってくるし、それ以外にも本

人の様々な資質などの個人差要因で変わってくると思う。 

バイリンガルの子供の言語習得についての理論で、バイリンガルの子供の言語能力について数々の理論や

モデルを提唱したカナダのカミンズによると、伝達言語能力(BICS：対人コミュニケーション場面で必要と

される言語能力)と認知学力言語能力(CALP：教科学習場面で必要とされる言語能力)が、バイリンガルの子

供たちの言語習得、そして教科学習場面にとって問題になってくるのは、BICS はだいたい１、２年で習得

できると思う。年齢が高くなると発音に少しなまりが残っていたりはするが、カジュアルに話す分には問題

なくコミュニケーションがとれるという力だが、CALP は５年から７年かかると言われている。注意して

もらいたいのは、５年から７年経てば身につくものではないと思う。10 年経っても難しいという子供もい

るかもしれない。 

だから日常会話における子供の表面的な流暢さ、例えば先程の高校生たちのプレゼンテーションについて

も、このような緊張する場面で本当に流暢に上手に日本語でプレゼンテーションしていたが、表面的な流暢

さは CALP の習得を必ずしも意味しないということ、そして先程も申し上げたが、７年経てば必ず身につ

くというものでもないと思う。だから「この子は７年経っているから絶対に大丈夫だ」とは考えないでいた

だきたい。 

この BICS と CALP についてはカミンズの二分法が非常に分かりやすく浸透しているが、実はカミンズ自

体がもう少し詳しく説明をしている。言語能力については、４つの象限があると言っている。縦軸は、友達

とのたわいない会話など認知的に小さいコミュニケーションで、大きいコミュニケーションは教科学習など、

横軸については高コンテクスト・コミュニケーションというのは、例えば日常会話などで対面で話している

と、言葉以外に表情や場合によれば物を持っているなどのいろいろな情報があり、何のことを話しているか

が分かるが、低コンテクスト・コミュニケーションというのはそういった情報が全くない。本を読んで内容

を理解するというのはその典型ではないかと思う。 

BICS は第一象限、認知的負担が比較的小さい中で、しかもコンテクストにたくさん情報があるのに対し、

CALP は全く逆に位置するというようにカミンズは説明している。 

逆に CALP を補うにはどのような指導をすればよいのかのヒントにもなるのではないかと思っている。 

今までどちらかというと第二言語の話をしてきたが、バイリンガルの子供の二つの言語の関係がどのよう
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になっているのかについて、カミンズが提唱した『共有基底言語能力モデル』というものがあり、これは氷

山に例えられることが多い。氷山はご存じの通り海面に出ている部分は比較的に小さく、その数倍のものが

水面下に隠れているというわけだが、それを言語能力に例えると、モノリンガルでは水の下にもっと大きな

能力が、見えないけれど備わっているということだ。しかし、バイリンガルの場合は、海面上を見ると２つ

の山があるように見えるが、水面下は共有している(L1 と L2 は基底の部分ではつながっている)というよう

な状況である、というようなモデルで示されることが多い。だからバイリンガルの子供にとって、日本語指

導なので日本語にばかり目が行きがちだが、場合によっては第一言語がどれくらい育っているかということ

を考えることも大切ではないかと思う。 

そして教科学習に必要な言語能力がどのようなものかということを考える時に、先程のモデルでも示され

たように、L1 で身につけた教科学習の力は非常に重要だと思う。これは特に、母国である程度学校教育を

受けてから来日したような生徒の場合重要になるので、活用できるのならすればよいと思う。但し日本で生

まれ育っている場合、日本語の方が優勢言語である可能性が高い、というかほぼそうだと思う。実際調査な

どをしても、ベトナム語の場合だが、日本語はかなりできるけれども、できる子は何とか最低限のコミュニ

ケーションを取れるが、できない子は一言も発せなかったというような状況だったということもある。そし

て、仮にベトナムでの日常会話を習得、保持していたとしても、複雑な概念を L1 で持っているとは限らな

い。これは日本生まれ・日本育ちであればもちろんだが、学歴の途中で日本に来た子供、例えば小学校６年

生を終えて来日し、今高校生であるといった場合、中学校の内容は母国で受けておらず母語では入っていな

いので、会話はできるが専門用語などは母国語で言われても分からないということもあると思う。 

例えば、私達が日本語と英語で“グラビティ”という言葉を聞いて、日本語で“重力”という言葉を知っ

ているから“グラビティ”は“重力”だとか、“フォトシンセシス”が“光合成”だということが分かるが、

重力も光合成も目に見えるものではないので、その仕組みを全く知らない子供がいきなり母語で言われても

分からないし、会話力を維持していても L1 での読み書き能力を身につけているとは限らないと思う。これ

は日本で生まれ育っている子供はかなり厳しいと思う。また言葉の問題ではなく、社会文化的な背景を共有

していないこともあるので、特に社会科の日本史などは大変だと思うが、そうなってくるともちろん第一言

語、母語の力が重要だし、使えるのであれば指導の際に使えば良いと思うが、L1 母語に訳せば済む話でも

ないというように私は思っている。 

教科学習に必要な第二言語能力がどういうものかということを説明するために、新しい概念を L2 で学ぶ

ことの難しさということで、テスト評価理論で使われるような内的整合性信頼性と呼ばれるものを例として

使用している。時間の関係で詳細は省略するが、興味のある方はご自身で調べてみて欲しい。 

こんなに難しいことではなく、英文で書かれた簡単な掛け算の問題を英文から状況を確認して数式を立て

るとなると、日本の小学校２年生程度の算数でもなかなか数式を立てられないと思う。 

言葉が難しいと分からないという話をしたが、簡単な日本語なら分かるのか？ということになると、これ

は私が最近取り組んでいた研究なのだが、日本生まれ・育ちの L2 日本語の子供は日常会話において、日本

語モノリンガルの子供と変わらないほど流暢に日本語を操っているように見えるが、一部の子供たちは意外

と簡単な日本語を知らないということで、私の著書のタイトルとして『日本生まれ・育ちの外国人の子ども

30



33 

の日本語力に潜む盲点—簡単な和語動詞での隠れたつまづき—』とつけた通り、簡単な和語動詞ができていな

いということで、着脱動詞の『きる』『はく』『ぬぐ』『とる』『はずす』や多義動詞の『おちる』『かける』

『きる』『さす』『ひく』など、難しいものではないが、恐らく日本語教育であれば着脱動詞が難しいという

ことはお分かりになるかもしれない。 

私も含めて驚いたのは、日本生まれ・日本育ちであってもこのあたりが分からなかったということだ。こ

れらも日本語モノリンガルの子供だったら小学校入学までに家庭で十分に身につけているのだが、L2 日本

語の子供にとっては簡単ではない。これは家庭では日本語以外の言語を遣っているということを考えれば当

然のことだが、インプットが少ないからだと思う。だからといって、家庭で無理やり日本語を使えというわ

けではないのだが、こういった状況は理解してもらえればと思う。 

今のような着脱動詞が分からないことで教科学習につまずく例だが、小学校２年生の国語の教科書の中の

“赤い服を着た○○ちゃんが~”といった迷子のお知らせに着脱動詞が必要になってくるということで、着

脱動詞が使い分けられないとこの国語の課題はできない。小学校、中学校、高校も含めていくと例えば、多

義動詞の『ひく』だが、同じ『ひく』でも用法としてはいろいろとある。引っ張るというものもあれば、足

し算引き算の引くもあればピアノを弾くのも『ひく』である。 

ここまでの話をまとめると、バイリンガルの言語習得は個人差がとても大きいと思う。そして子供の日本

語の表面的な流暢さに安心してはいけないということだ。教科学習の際の支援の言語だが、L1 母語での支

援が有効である場合は使用すれば良いが、必ずしもそうであるとは限らないということ、そして意外と簡単

な日本語にも引っかかっていることがあるということだ。 

それぞれについてどうすれば良いかということだが、まず一つ目の個人差が大きいことについてだが、こ

れについては支援をする側からであれば子供の言語背景、言語習得の背景や学習背景が情報として必要であ

る。日本語習得、学習背景も分からないままの日本語指導は非効率的だと述べているが、病歴が全く分から

ないまま医師が診察しているようなものではないかと思う。 

そして現在の学習状況などになると、日本語学習で何をやっているか、教科学習で何をやっているかとい

うこと、学校内で何を教えられているかや、もちろん簡単ではないと思うが学級の方でどういうことをやっ

ているかという情報の共有が大切である。但し個人情報の保護については十分に気をつけていただきたいと

思う。 

次に表面的な流暢さに安心してはいけない。例えば日常会話場面と教科学習場面での表現の違いというの

は、普通の会話では「どうして遅れたの？」と言われれば分かるが、「遅れた理由を述べなさい」といわれ

ると内容は同じだが分からない。「A と B を足しましょう」というのも、それが分かっても特に中学・高校

になってくると「A と B の和を求めなさい」というような書き方がしてあると思う。そして教科学習にお

いてはなんとなく分かるというのは不十分、というのは先程紹介した掛け算の文章題などでも分かると思う。 

そして話せても書けないということもある。特に日本語指導を専門とする立場からとしては、常に日本語

が分かっていないかもしれないという可能性を考えて指導していく必要があるのではないかと思う。場合に

よっては、モノリンガルにとっては意外と簡単なことを知らないこともある。教科学習支援の際の言語は、
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L1 を使って説明しても理解できると限らないということ、よく中国・台湾は漢字があるからいいよねと言

われるが、実は中国・台湾の漢字と日本の漢字とはかなり異なる。 

場合によっては日本の社会文化背景など L1 には翻訳しきれないこともあるし、自分が思う簡単な日本語

で説明しても理解できるとは限らない。再度になるが教科支援者ができることとしては、バイリンガルの言

語習得は個人差が大きい。そのためには情報共有が必要であるということ、表面的な流暢さに安心してはい

けないということ、これらは日本語教育の専門知識が活きるところだと思う。教科学習の際の支援の言語だ

が、L1 が話せれば良いが、場合によっては指導者が話せなくても母語を使った教材などもあると思うので、

そういったものを利用することもあると思う。 

最後に専門性を活かした指導が必要だと私自身は思う。専門性というのは、一つは日本語教師としての専

門性、そしてもう一つは学校の先生方が各教科の専門知識、これについては日本語教師の私達はかなわない

ので、きちんと棲み分けて協力していくべきだ。もう一つは日本語は大切だが、子供の母語や継承語の方も

大切にしていただきたいということ、そして本人が望んだ来日とは限らない、これは大学の留学生とは決定

的に違うところだと思うので、そのあたりも考えていただければ思う。 

【大池】西川先生どうもありがとうございました。続けて都立南葛飾高等学校の渡邊校長に日常的なとこ

ろのお話をいただきたい。 

【渡邊】いつもいつも明海大学の学生さん、先生方には大変お世話になっている。協定を結んでから一年、

支援をいただいてからは二年となっている。ちょうど二年前の４月、私が校長になって着任した時に、高野

副学長からの「支援するから！よろしく！」ということで「いや、こちらこそよろしく」と始まったところ

から、早いものだなと思っている。 

昨年こちらで話させていただいてからも、はや一年経つのだが、今回なぜ私が？と思っていた。実は都立

４校ということで、先程よりお話・紹介があったと思うが、東京グローバル 10 に指定されている北区の都

立飛鳥高等学校、外国文化コースを設置されている練馬区の都立田柄高等学校、この２校と、その前に目黒

区の都立国際高等学校、その後に昨年から本校と荒川区の都立竹台高等学校、今年度から地域的なバランス

で都立府中西高等学校、そして専門学科ということで来年度から都立六郷工科高等学校ということで、今の

ところ４校に加えて７校が、東京都の在京外国人枠生徒

募集対象校となっている。こうした学校の中で、地域的

なことも含めて４校が明海大学から支援をいただいて

いるという現状である。 
私がなぜということだったのだが、先程生徒から発表

のあった日本語指導支援、教員研修、交流会と全て実施

しているのは南葛飾高等学校だけだということで今回

登壇させていただいている。 

まず本校の在京生徒の状況だが、２年生が９名と在京

枠以外で入学した生徒４名の計 13 名を在京生徒枠扱い
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となっている。日本語を母語としない生徒もいる。現在の１年生の在京生徒は 14 名となっている。内訳は

１年生も２年生も 10 名が中国籍で圧倒的だが、それ以外２年生はネパール、コロンビア、コンゴなどの生

徒、１年生はタイが２名、フィリピン、バングラデシュが１名である。 
今入試が終わったばかりだが、来年度は在京生徒が 15 名入学する。実は中国の割合が若干下がり７名、

他はネパール２名、フィリピン３名、コンゴ１名、エチオピア１名、パキスタン１名とさらに多国籍化して

いる。いろいろな理由はあるが、コンゴ籍の生徒は兄弟で本校を選んで入学してくる生徒もいるというよう

なつながりも含めて、広がりを持っている。 

私は、今西川先生のお話を伺いながら肯けるところがあり、生徒の学力、言語能力も様々だというような

ことで、昨年度の反省を踏まえ今年、日本語教育指導支援をいただいているところである。抄録や発表にあ

ったので詳細の紹介は省くが、今年の特徴は４つに細かくレベル分けをしたという点である。 

本校の対象生徒が 24 名、17 名の明海大学の学生の方に来ていただいているだけでも非常にきめ細かいの

だが、その中でもさらにテストを最初に実施していただき、運用能力別に４つのレベルに分けるというきめ

細かい上にさらに細かい指導をしていただいている。いろいろな課題が見えてくる。クラスの移動が自由だ

ったり、理解度・習熟度によりクラス分けも柔軟に変更していただいたりと、きめ細かく対応していただい

て大変助かっている。課題は、一番上の能力検定 N2 を目指すクラスと一番下の日常生活にも困っている状

況のような生徒は、大変意欲が高いことだ。 

ただ問題は、２番目と３番目のクラスの生徒は非常に楽しんで、真剣な雰囲気も含めて取り組んではいる

が、なかなか目標が定めづらいということだ。先程からも話題にあるように生徒ごとに様々な習熟状況があ

る。もちろん日本語以外の、特に社会科など学習が必要な教科については、付いていくのもなかなか大変で

あるという状況だ。とりあえず全員共通の目標を持とうということで、『学ぼうにほんご！』というテキス

トを用いて実施していただいているのだが、日本語能力検定が 11 月下旬にあり申込み締め切りが 9 月末と

いうことで、その時点ではまだまだ合格の自信がないということ、それから費用が 5,500 円かかるというこ

とでなかなか怖気づいてしまい、それを目指す生徒が出てこないというモチベーションを作るというところ

が課題になっている。 
年間６回、受験料無料の『J テスト』というものがあると明海大学の先生に教えていただいたので、これ

を示しながら、上から２番目、３番目のクラスの生徒にもモチベーションをつけながら、“これをとるため

に頑張ろう”という目標を作っていくのが本校での課題ということになる。 

先程聞いていただいて分かる通り、日常会話というのは本当に上手にはなっている。ただ西川先生の話の

中にもあったが、それで安心してはいけないということが私の課題だと思った。 

二つ目の校内研修だが、国語を教えるのと日本語を教えるのは違うのだということから始まった。我々教

員集団が研修を深めることによって、BICS と CALP など様々な仕組みをご教授いただいた。一番は、生

徒がどこで、どうしてつまずいているのかということを分かりやすく教えていただいた。直接こういった場

面で、ということで新聞記事を明海大学の学生さんが訳した“分かりやすい日本語”が分からないというこ

とも含めご教授いただいて役に立った。それぞれの先生方がそれぞれの場面で生徒に対応した時に気付づく

ことが多かったと思っている。 
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最後に交流会は、先行している都立田柄高等学校の事例を用いながら、本校は在京生徒に絞った対応とい

うことで、今年は茶道を実施した。去年は中国の料理を作り、それぞれの工夫をしている。生徒は非常に楽

しく勉強になったということで、先程１年生の女子生徒からあったが、大学に行くということが非常に重要

だということで、自分の進路選択に身近な明海大学の先輩が非常に刺激になったということだ。 

大池先生も近未来の自分ということをおっしゃられていたが本当にその通りだと思っている。こちらにつ

いても、今後は、今の２年生が進路選択時なので、是非、明海大学に訪問させていただき、大学生活を身近

に感じられるような、かつ大学生を実際に見てイメージを膨らませるような企画を考えていきたいと思って

いる。大学は７月が前期試験なので、請けていただく学生の方の体制の問題と並行して、本校も７月末には

夏休みで中国に帰国する生徒もかなり多いという状況である。南葛飾の生徒が大挙して明海大学を訪れて、

キャンパスライフを見せたいと思っている。去年 PTA もバスツアーで伺って今度は生徒も一緒になどとい

う広がりを示しており、さらにお世話になろうと思っている。日本語指導支援を中心にしながらいろいろと

お世話になっていきたい。 

【田鍋】それでは本学の日本語専攻の教員であり、教職課程センターおよび地域学校教育センター員でも

ある教授の木山三佳から、日本語指導の支援での本学での取組の現状と課題についてお話をいただく。 

【木山】私からは日本語教員養成と日本語支援ということでお話させていただく。 

まず大学において、日本語教員養成が抱える問題点を３

つにまとめられるのだが、実践の機会が少ないという点が

中心の問題になる。これは教育実習で定められている最低

限実施するとされているものが非常に少ないため、自由度

が高いのでいろいろなことができるのだが、そうすると実

習に行こうとする受け入れ側が「大丈夫か？」となり、な

かなか継続的には受け入れていただけないという問題があ

った。その結果、自信を失い「やっぱりやめよう」という

ことになり、日本語教員はずっと不足している状況である。

これを何とか解決できないか、つまり実践の機会を増やし

たいということから、今回指導支援に参加させていただく

ことを念頭に、日本語教育実習という授業を構成している。 

その効果としては、まずは学生のやる気。非常にやる気が出てきており、現実的にも日本語教員を進路の

選択肢にできるようになってきた。もちろん指導上も細かいチェックをしているので、その点数が上がって

いるという点でも効果が出ている。一方高校の方ではどうなっているかというと、これまでご説明いただい

たようにいろいろな課題はあるのだが、それを打破すべく教科を学ぶときに使う日本語、教科と日本語を一

緒に上げていきたい。そして生徒の考える力をつけたい。それから学生と身近に話してもらうことで日本語

を使うことに対する気持ちのバリアのようなものを少し取ってもらいたいというところにポイントを置い

ていた。 
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【田鍋】次に本学から、同じ教授の中川仁より、教職課

程と日本語支援の観点からお話させていただく。 

【中川】まず教職課程と日本語支援ということで、本学

の国語科教員養成課程という視点から触れていきたい。明

海大学の日本語学科のカリキュラム構成から、日本語の先

生を養成することが一つと、国語科教員の養成というとこ

ろに力を入れている。 
しかし本学だと国語の教員免許を持った日本語教師の養

成ということに最近では力を入れている。そして日本語学科における教職課程の在り方だが、科目構成につ

いても国語学としていて、これは言語学的な視点の知識を高めるというような意味合いを持ったカリキュラ

ムの構成になっている点と、国文学、漢文学、書道は、他の教職課程においてもとらなければいけないもの

であるため、こちらもきちんと履修するというかたちになっている。 

そして日本語学科における日本語教育のカリキュラムだが、かなり科目が多い。国語の先生になる人たち

においても、こういった日本語教育の科目をとらなければいけない。だいたい８科目、16 単位以上をとっ

て卒業することになっている。高大連携の方だが、国語の教員養成を履修している学生が、高大連携の日本

語教育の支援に参加して、特にタスクといわれるものをきちんと準備しなければいけないし、相手の習熟度

というものをきちんと考えなければいけないかたちを提示している。そして指導の中で実際にどういった活

動をしていったら良いのかを本気で考えている場面も出ている。突拍子もない質問に反応できなかった自分

をかなり反省しているなどが学生たちの感想である。 

最後に今回の議題とは少し違うが、足立区における親子学習の発見というものがあり、グローカルな立場

での日本語教育、地域限定の日本語教育といわれる企画・プログラムが必要になってくるのではないかと思

う。その中で、母語の干渉といわれるものがかなりあると感じた。というのは公の場所ではある程度日本語

を使用するのだが、どうも家に帰ると母語になってしまう傾向がある部分と、多言語・多文化の共生的視点

というのは、基本的に日本語教育の世界では肯定的にとらえているのだが、だがやはり日本語を押しつけて

いるような部分もあったりするところがあるので、考えていかなければならない。 

【田鍋】それでは次に支援参加学生という立場から、本学大学院応用言語学研究科博士前期課程２年の高

柳 奈月氏にお願い致します。 

【高柳】今回は、日本語指導支援に参加した私自身、そして大学生の気づきについてお話したいと思う。

今回の支援の気づきとして、指導案や指導法の変化が見られたという点が挙げられる。主な変化として、指

導案の作成時に２点の工夫がされるようになった。 

一つ目の工夫として、大学生たちが支援時に使用するプリントにイラストを多く取り入れるようになった

ことが挙げられる。第二言語である日本語での作業の抵抗感を減らし、課題の取組へのハードルを低くする

といった目的を学生が持つようになった。 
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二つ目の工夫として、大学生たちが支援時に例文や語

彙を豊富に取り入れるようになったことが挙げられる。

大学生たちは、多くのインプットを与え、様々な言葉

や文章に触れさせることが生徒たちの学校での授業時

の助けとなると考えるようになり、指導に対する意識

の変化が見られるようになった。実際に大学生が日本

語支援に参加することによって、ただ日本語を教える

という考えから生徒のより良い学びのために通常の日

本語指導以外の準備、指導力を身につける必要がある

という考えへと変化していくことが分かった。今後も

引き続き日本語指導支援を行い、大学生の日本語指導の実践を積んでいく必要があると実感した。 

【大池】では最後に私より、簡単なコメントをしたい。私の前職は都立高校の管理職だった。都立高校で

の日本語だけでなく外国籍生徒の現状を簡単に説明させていただく。明海大学は千葉県にあるのに東京の話

で恐縮だが、都立高等学校の外国籍生徒の入試、正式に外国人生徒を何人くらい受け入れているか分かるだ

ろうか。都立国際高等学校で実施している国際バカロレアコースの外国人枠は５名。そして在京外国人の入

試、都立飛鳥高等学校から都立六郷工科高等学校まで入れて、120 名である。都立高校の入試で外国人と銘

打って実際に受け入れているのは 125 名である。 

言葉を変えると正式な入試の中で、外国人枠は 125 名しかない。だが実は、外国人対象の 125 名の入試以

外に一般入試で多くの外国籍生徒たちが入学してくる。私がかつて勤務していた都立田柄高等学校は、毎年

在京外国人入試の生徒は 20 名だが、それ以上に外国人学生もいたし、保護者のうち片方の方が外国籍とい

う生徒も含めると都立田柄高等学校だけで外国人に関わる生徒が 25%を超えるような現状がある。東京都

立の学校としても、現実は 125 名しか外国人を受け入れない入試なのだが、実態はどこの学校も外国籍の

生徒が入学してくる、そういうような生徒との対応を考えなければいけない現状がすでに進みつつある。こ

れを、背景として頭に入れておいて欲しい。 

【大池】ではパネリストの皆さんの話が終わったわけだが、西川先生にこれまでの印象をいただきたい。 

【西川】最初にお話をいただいた時はいろいろと課題があると伺っていたが、実際に今日ここに来てお話

を聞いてみると、既にいろいろな取組がなされていて活動報告で高校生の方たちがわざわざやって来て自分

たちの気持ちを述べて下さったことにしても、既にかなりのことをやっていらっしゃるんだなという、いい

意味での驚きがまず正直な印象である。 

ただいろいろと話を聞いていくと、今まで小学校などでずっと見てきた経験から言うと、その中でもいろ

いろな課題がおそらくあるのだろうということも理解しているし、ただ今ここでこの場でいろいろな方が集

まって話をしていらっしゃるというところがまず素晴らしいと思った。 

【大池】ありがとうございました。会場の方のお話も聞きたい。まずは文部科学省の桜井様、今日基調講

演を踏まえて、コメントをいただければと思う。 
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【桜井】特に印象深かったのは渡邊校長先生のお話で、本当

に高校に外国籍の子供、外国につながる子供たちが入ってきて

いて、多様化してきているんだなということ、子供たちの将来

を考えると日本語ができるということは大事だけれど、そこに

向かわせる目標を定めるのが難しいのだというのが今後の学

校教育として、このような子供たちを幼稚園から高校を卒業し

て大学につなげるというのが、現実としていよいよ課題になっ

てきたなという印象を深めた。 

【大池】どうもありがとうございました。いろいろな課題が、

現状が見えてくるというところである。質問を募ったところ、本学が行っている日本語指導で、本学の学生

たちは、どういう言語を用いて都立高等学校で指導しているのかという質問があった。木山先生にお答え願

いたい。 

【木山】英語を使って授業をしているということはほとんどない。英語しか使えない人が来た場合に最低

限の単語を使う程度はあるが、ほとんど日本語で実施している。タイからの留学生が在籍しているのでタイ

の生徒に、あるいは中国の留学生が中国から来た生徒に、所々で母語を利用するということはあるが、全て

をやっているわけではなく基本日本語で実施している。 

【田鍋】それでは今の木山先生のお答えに関連して西川先生に伺いたいのだが、母語を使うことが有効な

場合とそうでない場合、そこをもう少し他の例があれば教えていただきたい。 

【西川】母語の指導が有効な場合とそうでない場合というのは、その生徒がどのくらい母語の力を持って

いるのかをまず把握するところから始まると思う。 
これは厳密に言えば、日本語のテストをするように母語でテストをし、どれくらいできるかということを

やらなければいけないように聞こえるかもしれない。しかし、おそらくそれを全ての言語で対応することは

無理だと思うので、例えば本人に聞いてみるのという手もあるし、保護者の方に聞いてみるという手もある

と思う。ただ保護者の方に聞いてみるというのは、保護者の場合は保護者の目で見ているので、実際にでき

ると言われているのにできなかったり、できないと言われているのにできたりするのだが、そういったよう

な情報をいろいろと集め、そのうえで有効だと思えば使ってみれば良いと思う。ただこれも、その子供が年

齢相応の母語の力、そしてその教科の内容を知っているかというのは、学齢期の途中で移動してきた子供た

ちに対しては難しいと思う。 
留学生くらいであれば、母国で高校の範囲の学習範囲を受けたうえで日本に留学に来ているが、移動して

いる場合は非常に難しい。 
場合によればその移動も行ったり来たりしているような場合があったりなどもある。私が、指導する際に

気をつけなければいけないと思うのは、“分かるはず”という思い込みを外してそこから探っていくという

のが大切ではないかと思う。そこを間違えなければ何かのかたちで、母語をある程度持っている子供につい

ては母語を活かした支援ができるのではないかと思う。 

【田鍋】ありがとうございました。思い込みで接することがだめだということと、情報の話があったが本
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当に情報が大切だということを先生も繰り返し繰り返しお話されたのだが、やはり個人情報の点で難しいこ

ともあるが、先生が今まで調査、教えてこられた中で何か効果的な方法や取組があればご教授いただきたい。 

【西川】情報共有に関しての効果的な方法に関して、私の経験から一つ言えることは学校の先生との信頼

関係が重要だということではないかと思う。私自身が学生としてあるいは大学の教員になってからは、自分

自身が教員としてボランティアをやっていたこともあるのだが、週に一回か二回やってくるような外部の人

間を信用するかどうかというのはやはり学校の方にとってみれば非常に重要な問題だと思う。私の方からも、

そのあたりを承知の上でいろいろとこちらからアプローチをしていった。いろいろな情報をこちらから「先

生、こう思うんですけど」とやっていったこともあるし、それに対して私が入っていった学校の先生たちは、

耳を傾けてくださった。 

いきなりは無理。何年も何年もやっていって、学校の先生が見ていらっしゃるのは子供の反応ではないか

と思ったので、子供が「西川先生が来てくれてとても勉強になった」あるいは「すごく勉強になった、やる

気が出た、分かった」というような反応を示してくれたというのは、一つの判断材料になったのではないか

と思っている。 

その上で、私自身あるいは私が指導する学生が、指導の際に役に立ったなと思うことは、「決めてかから

ない」ことだ。先程の母語の話だが例えばその子供がどのような背景を持っていてどのような言語ができる

のかということ、例えばフィリピンから来た子供であれば学校教育は英語で受けているとか、英語のほかに

できる言葉というのはタガログ語と思ったり、私が支援に入っていた小学校ではビサイヤ語を母語とする子

供がいたりと、その辺はやはりフィリピン=タガログ語と決めてかかると子供にしてみれば、「そんな一様

に扱わないで」というところで傷つくところだ。 

それもまた子供との信頼関係が生まれるところなので、私としてはすごく大事な情報だと思う。あとは例

えば私自身驚いたこととしては、子供が母語の読み書き能力をどれだけ持っているかというのはやはり分か

らないが、母国で育ってきた保護者の方が、母語での読み書きができないというケースがあった。それはイ

ンドシナの難民の方で十分な教育を受けられないまま日本に来た方だったのだが、それが特に支援に役に立

つということではなかったが、この子の親は母語でも読めない、家庭の中に文字言語というのが存在しない

というかコミュニケーションのツールとして無いのだということを知ったということは、そこからアプロー

チしていかなければいけないんだなと、そういうところで役に立ったと思う。 

【大池】西川先生のお話をお聞きしながら管理職の一人としていろいろ感じる部分もあった。現場の渡邊

校長先生、お話を聞かれてのコメントを頂けますか。 

【渡邊】正に西川先生のおっしゃっていただいた通りで、とにかく教えてくれる、ありがたい良い先生と

いう信頼感が明海大学の先生方、学生の方にはある。 

家庭状況や母語の習得状況等についても、信頼できる先生との日常的な会話の中から情報を上手く取って

いただいたのだろうと思う。それにより習得に差があっても、事情や背景を、たくさん深くというところま

では時間の都合もあったと思うが慮っていただいて、クラス分け、レベル分けにも配慮していただいたとい

うことなので、正に今お話いただいた通りだなと思っている。 
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決めつけについては、私はフィリピンは英語だと思っていたところからスタートして、タガログ語が使用

されていることを知ってからは、ほとんどタガログ語を使っているとばかり思っていた。だが、フィリピン

はタガログ語だと決めてもいけないのだなと、我々もそういうお話を聞いたり子供と接したりしながらいろ

いろな勉強をしているところだ。 

【大池】ありがとうございます。それでは会場の方からの質問をお受けしたいと思う。こういう機会なの

で、現場で困っているようなことがあれば是非質問をお願いします。 

【堀内】東京都立田柄高等学校の堀内と申します。外国籍の生徒

もたくさんいるのだが、素直に聞いてくれる生徒の対応はしやす

いのだが、指導にのってこなかったり、例えば田柄高校では放課

後に日本語指導を実施しているのだが、それになかなか行こうと

しない生徒もいるのが現状である。学内でそれぞれの国で集まっ

てしまうことがあり、そのせいで日本語がなかなか上達しないこ

となど、日本語に対してのモチベーションが低かったり気持ちが

薄い生徒に対するアプローチ、より良い働きかけがあれば、教え

て欲しい。 

【大池】ありがとうございます。西川先生、何かヒントになるようなアドバイスがあればお願いしたい。 

【西川】二つ目の、国ごとに集まってしまうという話だが、私はそのこと自体はあまり悪いことではない

と思う。中国語で思いっきり話ができる、英語やタガログ語などで高校生なのでいろいろな噂話なんかもし

たいと思うので、それはそれで一つの場として認めた上で、ただこれから日本で生きていくのであれば日本

語が必要だということ、そのモチベーションが大切である。 

これは言語習得の研究の分野などでは本人の持っている能力やいわゆる知的能力などもそうだが、それ以

上に動機・モチベーションというのがすごく大切だと言われていることなので、例えば今日の話にも挙がっ

ていたが、大学生と交流することで、大学に行けばこういう勉強ができるんだ、そしてその先に何があるの

かというのを感じる機会を与えてあげたり、あるいは進学する生徒ばかりとは限らないので、職業について

身近に触れる機会を与えてあげたりするのも一つの方法だ。あとはこれは小学生かもしれないが、私が見て

いた時には、ポケモンが流行っていたので、生徒が好きなものに関連付けて、「ポケモンを覚えるにはカタ

カナが必要だよね」のような感じで、高校生になるともう少しレベルが高くなると思うが、マンガでもドラ

マでもファッションでも何でもいいので、そういったところに結び付けてあげる。それでも来ない生徒、素

直でない生徒がいると思うが、私自身が小学校に入り込んでいた時には、日本語教育の専門家である私の仕

事ではなく学校の先生の仕事だと思っていたが、それも協同して上手くいった例もいくつかある。 

小学校１年生で来日した子の例だが、小学校６年生の時点でほぼコミュニケーションについては困らない

し、いわゆる CALP の部分もかなり身についていた。ただ中国語の音声の有声無声の干渉がものすごく、

作文を書かせると濁点だらけのような作文を書く子供だった。それは日本語教育の先生でなくてもおかしい

と思われたし、日本語教育の専門家が見れば中国語の有声無声と干渉を起こしていることは分かったのだが、
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ただそれを“だから来い”と言っても、小学校６年生の男の子なので素直には来なかった。最終的に小学校

の先生はどうやったかというと、「今４年生か５年生の中国の男の子で、やんちゃで扱いにすごく困ってい

る子がいる。俺にも(担任の先生にも)対応できないから、その子のためにちょっと来てくれないか？」とい

うように声をかけた。 

日本語の指導を受けるために“お前はできないから来い”というネガティブな感情ではなく“お前の力が

必要なんだよ”というポジティブな面を見せて、その上で、そこもやはり信頼関係だと思うが、“君、ここ

がちょっとできていないよ”というようなことを言わないと、小学校６年生ですらそれなので、高校生にな

ったらもっと難しいのではないかと思う。 

【大池】どうもありがとうございました。いくつものヒントがいただけたと思う。 

時間の関係もあり、本シンポジウムをそろそろ終わらせていただきたいと思う。お忙しい中西川先生、渡

邊校長先生、どうもありがとうございました。改めて拍手をもって御礼に変えさせていただきたいと思う。

ありがとうございました。 

◆閉会の挨拶：大池 公紀（明海大学外国語学部教授） 

皆様今日半日、本当にありがとうございました。お忙しい中登壇していただいた先生方、実際に足を運ん

でいただいた先生方、本当にありがとうございました。 

本学の学生にとってもとても勉強になったと思います。皆さんの力で本学の学生は良い経験をさせていた

だいている。この一年間がそろそろ終わってしまいそうだが、2018 年度も明海大学は、いろいろなことに

関わっていかせていただければと思っている。全国的に見れば微々たる活動ではあるが、日本語指導、英語

の支援などをさせていただいて、このように最後のところで振り返る行事をもって、少しは社会貢献できた

のかなという実感を持って終わることができた。 

本当に今日ここまで足をお運びいただいてありがとうございました。来年度も宜しくお願い致します。 
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◆第二分科会：英語教育支援 

・足立区教育委員会教育長挨拶：定野 司 

明海大学との事業連携の回を重ねるごとに英語でご挨拶する機会が増え、いつも緊張しながらお話するの

だが、先日も話していて言葉が出てこなくなったことがあった。 

非常に情けなく感じたが、なぜ出てこないのかを深く考えると、何を伝えるのかということを考えていな

かった。例えば今日であれば日頃、本当にお世話になっている明海大学の皆様に感謝の気持ちをお伝えした

いということと、これからも子供たちに支援をお願いしたいということを伝える、それを考えて英語でのス

ピーチに臨めば良かったのだが、それを考えていなかったので言葉が出てこなかった。 

そういう経験をし、私自身もこうして成長しているので、今日発表してくれる子供たちも毎日ますます成

長しているのだろうと思っている。こういう経験を与えていただいて本当にありがとうございます。今後と

も宜しくお願い致します。 

 

活動報告１： 明海大学あけみ英語村‐小学校異文化交流プロジェクト‐について 

明海大学 足立区立西新井小学校 
百瀬 美帆（ももせ みほ） 
明海大学准教授 

古屋 陽平（ふるや ようへい） 
５年１組担任 

ライ・サントス 
明海大学ホスピタリティ・ツーリズム学部２年 

轟木 陽子（とどろき ようこ） 
５年２組担任 

 小渕 亮太（こぶち りょうた） 
５年３組担任 

― 足立区立西新井小学校からの報告 

私達は西新井小学校５年生 87 名で 11 月 2 日に遠

足として明海大学を訪れ、留学生と交流体験をさせ

ていただいたので、その事業についてお話させてい

ただく。 

私達は、西新井小学校の交流プロジェクトのスロー

ガンを『知って・わかって・近づこう』とした。 
とにかく小学生にとっては、何もかもが初めての経

験ばかりのプロジェクトである。何に対してもまず

は『知りたいな』と思うことが大切だ。外国のこと、
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留学生のこと、英語のこと、そして日本のことと、いろいろなことに興味が広がるといいなと思っていた。

その中から自分の気づき、わかったということが少しでも見つかるといいなと考えました。心で感じた『わ

かった』、肌で感じた『わかった』、目で見て感じた『わかった』という、いろいろな『わかった』を感じて

欲しいと思っていた。 

そしてこのプロジェクトが終わったあとに、少しでも世界を身近に感じてほしいという願いをこめた。 

児童は、「大学に行く? 留学生と話す? 遊ぶ? 何をやるの?」という感じだったので、留学をしてみない? 世
界旅行を体験させてあげよう、本場の英語を聞きたいでしょ? などと話すことで、楽しそうという意欲を高

めていった。それを聞いた児童の反応は、「うわぁ、楽しそう!」「うわぁ、大丈夫かなぁ？」「えー！ 無理

無理！」というような反応だった。私達教師のねらいは、外国の方と触れ合うことが楽しいと感じてほしい、

それが特別なことではないこと、そして少しでも英語を話して、自分の英語も伝わるんだという経験をして

ほしいということ、できれば成功体験をして、海外や英語に興味を持つきっかけにしてほしいと考えていた。 

当日までの指導計画としては、事前学習として世界の国々についての調べ学習、英会話の練習を行った。

とにかく４時間という長時間をもたせるように、『Do と What は魔法の言葉』ということで、何度も英会

話の練習をした。 

事後学習では、その日を通して自分が頑張れたことや留学生から学べたこと、体験を通しこれからどう活

かしていきたいのかを新聞にまとめた。当日までに自分の好きなことや、自分のことが全員伝えられるよう

になろう、相手の好きなことを質問できるようになろう、会話が途切れないように自分から何かしらのアク

ションを起こせるようになろう、という目標を立てて本番に臨んだ。当日の活動は、児童は３人から４人で

一組になり３ヵ所のブースを周った。１グループには３人の留学生と一人の日本人学生がついてくれた。 

当日子供たちと約束したことがある。お互いに理解し合う気持ちを忘れないこと、子供たちだけで留学生

がわからない会話をしないということ、それは人との関わりの中で大切なことだという話をし、当日を迎え

た。 

大学に入ることも、初めて会った人と遊ぶことも、大学生と話すことも、留学生と話すことも、児童にと

っては全て初めての体験だったが、大学生の温かい笑顔に安心し、児童の心も徐々にほぐれていった。ラン

チタイムでは、『今日初めてあった人とご飯を食べるのかぁ…。緊張するなぁ…。あー…、何か話さないと

なぁ…。この沈黙、嫌だなぁ…。』という気持ちの中で、子供たちは『よし！魔法の言葉だ！“What food do 
you like?”』と、自分から笑顔で話しかける姿、チャレンジする姿が見られました。 

外国の方と話したい、話してみたら意外と通じた、他国の人と話すのは楽しい、と自分から積極的に話す

児童が多く、児童のコミュニケーションの能力の高さにとても驚いた。 

食事のあとには、児童が考えてきた遊びを大学生と一緒に行った。だるまさんが転んだや、ドッジボール、

それぞれの遊びを説明し、楽しい時間を過ごすことができた。自分の好きなことを外国の方に紹介する児童

もいた。 
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続いての英語のレッスンでは、外国の大人の人を初めて目の前にする児童もいた。先生が笑顔でゆっくり、

分かりやすい英語で話しかけてくれたので、『英語がわかった！』と感じられる児童がたくさんいたようだ

った。色と形の英語を使って、工作に励んだ。 

各国の遊びブースでは、留学生が全力で走ってくれたり、遊びを教えてくれたりした。『遊びは、年齢に

関係なく、国に関係なく楽しいんだ』『あれ、もう一回やりたいな』『日本の“どろけい”と似ているな』な

ど、体を使った交流は間違いなく小学生と大学生、世界と日本を近づけてくれた。 

読み語りのコーナーでは、児童におなじみの「赤ずきんちゃん」「浦島太郎」「三匹のこぶた」を、劇化し

ながら英語で読んでいただいた。児童はたくさんの英語の中で、絵と知っている言葉をヒントに、物語の世

界を楽しんでいた。読み聞かせの中で留学生が、家や亀などの言葉をそれぞれの母国語で話してくれた。英

語だけでなく、中国語、韓国語、ベトナム語といった様々な国の言葉に児童の関心は広がっていった。 

あけみ英語村プロジェクトを体験して、児童の感想としては、『英語を人前で話すことが楽しい』と感想

を話していた。また、英語を話している友達や、留学生と楽しそうにしている友達の姿を見て、私も英語が

話せるようになりたいと感じる児童、また何かの物を見つけたときに、『これは英語でなんて言うのかな？』

と考え、英語を調べることが楽しくなったという児童もいた。 
その後の外国語活動の授業でも、『なんとかなる』『なんでもいいんだ』『とりあえず話してみよう』と思

えるようになり、英語を話すことに自信が持て、日本語を使わずに英語で会話しようと努力する姿が多く見

られるようになった。 

最後に、大学の皆様、留学生の皆様に、心からのおもてなしをしていただき、楽しく充実した時間を過ご

すことができた子供たちは、2020 年のオリンピックで日本にいらした外国の方々をはじめ、自分の身近な

人たちにおもてなしの心を持って接することができる素地を養えたのではないかと考えている。本当に貴重

な経験をさせていただいた。ありがとうございました。 

― 明海大学の報告 

受入れた側の本学では、西新井小学校の先生方のお気持ち、頑張って練習されてきた児童の皆さんのお気

持ちが活かせるように、外国語活動で学んだ表現を使う機会を提供すること、異文化を直に体験していただ

くことができるように、留学生には民族衣装を着てきてもらうよう依頼したり、それぞれの国の遊びや文化

を説明できるよう準備をお願いした。その際、受

入れを担当した留学生の一人のライ・サントスさ

んにこれから、ご本人の経験を話してもらう。 

― 受け入れた留学生の感想 

最初に、ゲームでのウォーミングアップを体育館

で行ったあと、お互いに自己紹介をした。いろい

ろな国からの留学生と話す言語は英語だった。小

学生は、英語で自己紹介ができるように練習して
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きていた。次に、小学生はクラスごとに分かれて３つのアクティビティを経験した。小学生は、紙でターキ

ーを作りながら色と形を表す単語を学んだ。体育館での各国遊びでは、私の出身国の伝統的な遊びなどを、

小学生と一緒に楽しんだ。留学生は自分たちが親しんだ遊びを教え、小学生をもてなした。 

図書館の２階にあるラーニングコモンズを使い、３種類の絵本を英語で読むアクティビティもあった。絵

本は日本の小学生も知っている「赤ずきんちゃん」「浦島太郎」「三匹のこぶた」で、留学生はゆっくり絵本

を読んだ。時々留学生の国の言語も教えた。 

最後に記念品を渡した。小学生は歌でお返しをしてくれた。一生懸命歌っている様子に感動した。私は、

小学生にもっと英語を教えたら良かったと思っていた。 

― 総括 

最後に、参加していただいた西新井小学校の児童の皆さんは概ね、今回の遠足は楽しかったと感じている

ようで、留学生との交流を通じて、先生方が望まれたように「外国に行ってみたい」や「外国語をもっと勉

強したい」というように感じた児童が多かったことは、本学としても大変な喜びである。留学生にも同様の

アンケートを取ったが、めったに触れ合うことのできない小学生との交流に、非常に満足を得たという回答

を得ている。 

活動報告２： 明海大学留学生と小中学生との交流会について 

明海大学 足立区立竹の塚中学校 
金子 義隆（かねこ よしたか） 
教職課程センター准教授 

熊野 勇大（くまの ゆうだい） 
英語科教諭 

ライ・サントス 
明海大学ホスピタリティ・ツーリズム学部２年 

小栗 大聖（おぐり たいせい） 
１年 

 山崎 諒（やまざき あき） 
１年 

 遠藤 優衣（えんどう ゆい） 
１年 

 桑原 歌鈴（くわばら かりん） 
１年 

― 趣旨説明 

本学は様々な国際理解教育支援を行ってきた。先程のあけみ英語村もその一環だったが、あけみ英語村で

は小・中学生が本学に来て留学生と交流するということだったが、今度は本学の留学生が、足立区の小・中

学校に足を運び交流学習会を実施するという試みで３回ほど行った。 

このあと竹の塚中学校からその報告をしていただくが、この交流会の一つ目の意義は、小・中学生に実際
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の英語を話す機会を提供することが第一である。小・中学生が実際に教室を出て英語を使うという機会はな

かなかないと思うが、そういった機会を提供することが第一の意義である。 
二つ目の意義としては、異文化交流である。英語圏以外からも様々な国から来日している留学生がいるの

で、英語圏以外の文化にも触れることができることは、小・中学生にとって非常に大きな体験になるはずで

ある。 

― 足立区立竹の塚中学校からの報告 

本日は今年度本校で実施した明海大学と足

立区立西保木間小学校、足立区立竹の塚中学

校の３校による文化交流会の成果と課題に

ついて発表する。発表の流れは、交流会の全

体像の説明、昨年度と今年度を比較しながら

交流会への取組、交流会を通して見られた生

徒の変容、最後に課題と提案となっている。 

始めに今年度実施した、留学生と児童生徒

による英語を使った文化交流会について説

明する。平成 30 年２月１日(木)に本校の体育

館で実施した。昨年度に引き続き、本校では２回目の開催となる。本年度は本校と、小・中連携校の足立区

立西保木間小学校と合同で実施した。西保木間小学校とは英語科だけでなく全教科が分科会形式をとり、基

礎学力の定着、学力向上に向けて年間９回の合同研修会を実施している。小学６年生の児童と中学１年生の

生徒との授業交流は、学校としても初めてのことだった為、教員達の間でも、より深い話をすることができ

た。しかし当日、インフルエンザで中学１年生１学級の学級閉鎖となり、中学生の参加人数が減ってしまっ

たことは非常に残念だった。 

交流会では簡単な自己紹介のあと、留学生と児童生徒が英語で会話しながら、書道、かるた、折り紙、福

笑いを体験した。最初は緊張が見られた児童生徒も時間が経つにつれ笑顔や声が大きくなっていく様子が見

られた。 

次に交流会への取組について前年度と比較しながら説明する。 

昨年度のテーマは『交流』だった。初めての試みだった為、違う文化を英語で知る・紹介することをベー

スに交流会を行った。留学生一人に対し、生徒が四人程度の小グループを編成し、20 分という短時間では

あったが地球儀や自分たちの用意してきたものを用いて、お互いの文化について英語で交流を行った。 

今年度のテーマは『体験』である。交流だけでなく、留学生の皆さんにも実際に、学校生活や日本文化を

体験していただいた。交流会当日に向けて、西保木間小学校６年生と本校１年生が合同で２回の打合せと練

習をし準備を進めた。ここで少し生徒達の話を聞いてみたい。 
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【遠藤 優衣（えんどう ゆい）】 
小学生と自己紹介の練習をした。簡単な練習だ

ったが、うまく伝わるようにアドバイスをした。 
 
【桑原 歌鈴（くわばら かりん）】 
グループ内で役割分担をした。そして実際に、

先生に留学生になってもらい小学生と一緒に実

践練習をした。 

小中連携の一つとして生徒間の連携も含め準

備を進めてきた。 
では交流会の様子を生徒たちに発表してもらうが、まず本校での文化交流会の前に西保木間小学校にて、

留学生の皆さんには６年生による英語劇“桃太郎”を鑑賞してもらった。 
小学生らしい元気な声で英語による劇を楽しそうに行っていたと聞いている。留学生の皆さんからも笑い

声が起きたりなど楽しい時間を過ごせたのではないか。留学生の皆さんには、英語劇鑑賞のあと本校に移動

してもらった。 

【小栗 大聖（おぐり たいせい）】 
まず給食を体験してもらった。配膳から生徒と一緒に並んでもらい、留学生に各班に入ってもらい一緒に

給食を食べた。この日出された給食は本校の生徒が、給食メニューコンクールで賞を頂いた献立を基に作ら

れたものである。英語でのメニュー説明を全校放送で流したが、配膳に気をとられ聞こえなかったというク

ラスもあり残念だった。 

給食のあと、いよいよ交流会となった。西保木間小学校の児童も給食をたべたあとに本校体育館に移動し

た。 

【小栗 大聖（おぐり たいせい）】 
交流会では留学生に日本文化を体験してもらった。書道体験では、小・中学生が英語だけでなく身振り手

振りを交えながら教えていた。初めて体験する方も多くいらっしゃったようだが、最後にはとても上手に書

けていて、とても嬉しかった。かるたでは、中学生自作のかるたを使って遊んだ。取った札を英語にするな

どして、留学生が分からない日本のことわざなども説明していました。かなり白熱していた。 

【山崎 諒（やまざき あき）】 
続いて折り紙では千羽鶴の由来などを英語で説明し、折り紙に興味を持ったところで一緒に様々なものを

折った。千羽鶴だけでなく手裏剣や兜などの、日本独自のものも一緒に折った。最後に福笑いでは、これも

担当の中学生の手作りで、目や鼻、上、下などの指示も英語で行った。おもしろい顔ばかりで留学生の皆さ

んも大笑いしていた。 

このように今年度は交流だけでなく、体験を重視した交流会を行った。私達は集合写真の撮影の前に、“We 
are the world”を合唱した。初めに話した通り、インフルエンザによる学級閉鎖で参加人数が予定の半分
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になった為、不安な気持ちになったが、私達だけでなく来賓や留学生の皆さん、先生方も一緒になって歌っ

てくださったので、自信を持って大きな声で歌えた。また、気持ちを書いた模造紙を英語で書いた。 

次に、交流会を通して生徒達に見られた変容について発表する。 
交流会後にアンケートを実施した。項目はいくつかあったがここでは“今まで英語学習に意欲的に取り組

んでいましたか？”と“今後どのように英語学習をしていきたいですか？”の二つに絞り注目していきたい

と思う。 

早速生徒達に聞いてみたい。皆さん今まで英語学習に意欲的に取り組んできたということだが、今後どの

ように英語学習を進めていきたいですか？ 

【遠藤 優衣（えんどう ゆい）】 
いろいろな映画を字幕なしで観れるように

したい。 

【桑原 歌鈴（くわばら かりん）】 
色々な英語の本を読んでみたいので、読める

ようになりたい。 

【小栗 大聖（おぐり たいせい）】 
もっと英語をしゃべれるように頑張りたい。 

【山崎 諒（やまざき あき）】 
いろいろな国の人と話せるようになりたい。 

皆さんはこの四人の意見の違いに気づいただろうか？ 

前者の女子生徒二人は、実は文化交流会当日参加できなかった生徒である。この二人は学習動機が自分の

英語能力の向上になっており、実際に文化交流会に参加した後者二人は、英語能力向上が学習動機になって

いるが、英語をよりコミュニケーションツールとしてとらえているのが分かったのではないかと思う。交流

会に参加した生徒は、英語をもっともっと使ってみたい、話してみたいという感じだった。ほかの生徒の様

子も見てみると、英語学習に今まで意欲的に取り組んできた生徒では、今後の英語学習には『外国の人たち

と会話ができるようになりたい』だとか『英語をもっと身につけて、いろいろな国に行ったり、いろいろな

国の人と話せるようになりたい』などの意見があった。“もっと”という言葉が多く見られた。今まで以上

に学習に取り組みたいという気持ちの表れではないかと思う。 

次に、意欲的に取り組んでこなかった生徒たちでは、“今後英語学習にどのように取り組みたいか？”と

いうと『英語で会話ができるようにしたい』『英語で会話する練習をしたい』などの意見があった。かなり

意欲的に学習を進めたいと感じていると読み取れる。 

やはり違う国の人、違う文化の人との交流を通して、英語の大切さや英語によるコミュニケーションの楽

しさを実感できたのではないかと、アンケートから読み取れる。交流会が、いい起爆剤になったのではない
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かと思う。 

しかし課題もある。確かに交流会は生徒たちにとって英語をより勉強する良い動機付けになる。それは先

程のアンケートから分かるように間違いない。だがその効果は短期的なものと考えられる。 

冒頭でも紹介したが本校では２度目の文化交流会となる。前年度も同じように交流会後にアンケートを実

施した。結果は今年度とほぼ同じだった。皆が口を揃えて『もっと話せるようになりたい』と回答していた。

しかし前年度交流会を体験した今の２年生の中で、意欲的に英語を学習しているかというと、意識はかなり

低下しているようにも見える。話す活動を行っても、昨年度あれほど活き活きと英語で会話していた生徒で

さえ、積極的に話そうともしない生徒も見られる。我々の授業展開が未熟な面もあるが、交流会での動機付

けの効果が薄れてきてしまっているのではないかと感じざるを得ない。 

そこで英語科の教員として一つ提案をさせていただく。 

それは交流の機会を増やすということである。生徒が異文化に触れる機会、英語を実際に使ってコミュニ

ケーションを取る機会を増やしてください。英語科教員による教室内での英語の授業に加え、英会話体験型

の機会が子供たちの持つ未知の能力を引き出してくれるように感じるからだ。 

『自分の英語が通じた』『英語を使ってもっと会話したい』『楽しい』『嬉しい』という子供たちの声から

強く感じた。例えば放課後に来て少し会話をすることや本の読み聞かせ、部活動を共にすることも良いかも

しれない。また情報機器の活用ということもある。離れた場所でも映像と音声で交流はできる。つまり場所

の移動がないので、もっと気軽に頻繁に交流ができるのではないか。様々な手続きや予算の問題などクリア

しなければならないことが多々あることを分かったうえで敢えて提案させていただいた。 

近い将来は学校や家庭でも多様な情報機器を上手に活用し、誰もが英語がもっと身近で親しみやすくなる、

そんな時代が必ず来ると思う。 

今回の交流会に参加させていただいた児童生徒の夢や希望が、より広く、大きく広がっていくことを期待

してやまない。 

― 参加した留学生の感想 

【ライ・サントス】 

去年から足立区の小・中学生たちとの文化交流会にボラン

ティアとして参加している。とても素晴らしい経験だ。去

年友達に誘われた時から先週のボランティアまで楽しく参

加できた。今後も機会があれば是非参加させてもらいたい

と思う。今までのボランティアで足立区の中学校と小学校

に行き、そちらの素晴らしい児童生徒たちと楽しい話をし

ながら、お互いの国や文化についてさまざまな話をした。

初めて聞く文化はとても面白く、踊ったり笑ったりしなが
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ら英語でコミュニケーションをした。生徒たちが普段食べている給食も楽しむことができた。栄養のバラン

スが取れた美味しいものだった。この機会に私は日本の学校の給食について知ることができた。自分たちで

配って自分たちで片づけるのはすごいと思った。日本では、自分でできることは自分でやるんだと学んだ。 

今までの交流学習会を通して、私は中学生と小学生たちに英語で、自分の国のことを伝えた。ネパールと

いう国の名前を聞いたことがない児童生徒がたくさんいた。しかしエベレストという山の名前はみんな知っ

ていた。エベレストはネパールにあることを知って驚いた子がたくさんいた。それに加えて、私が持ってい

たネパールの地図のプリントを使い、エベレストのちょうど下を指しながら、ここが私の故郷だと言うと驚

きながら笑ってくれた。この機会を通して、ネパールよりエベレストのほうが日本人によく知られているこ

とが分かった。ネパールの伝統的な服、ネパールの山、ネパールの人々、動物なども紹介することができて

うれしい。 

交流学習会のボランティアに参加して、いつも帰る前に驚かされることがある。交流学習会の閉会式で中

学生たちが行うスピーチだ。大人数の前でしっかりスピーチすることは簡単なことではない。すごく努力し

ていたことが分かった。こんなに一生懸命頑張っている生徒たちに会えてうれしい。次回ももっと楽しくコ

ミュニケーションできるようにと考えている。 

活動報告３： 東京都教育委員会施策「校内寺子屋」支援について 

明海大学 東京都立葛西南高等学校 
大野 浩輝（おおの こうき） 
明海大学外国語学部英米語学科４年 

柳楽 春子(なぎら はるこ) 
教諭 

小関 聖翔（こせき まさと） 
明海大学外国語学部英米語学科４年 

長谷川 心華（はせがわ このか） 
１年 

 中村 茉希（なかむら まき） 
１年 

― 「校内寺子屋」の概要 

対象は東京都立葛西南高等学校から全学年から指定された生徒である。期間は前期と後期で 10 週ずつに

分かれ、放課後の時間帯に一時間の補習授業を行った。講師は教職課程履修者を主体とした本学の英米語学

科の学生が務めた。１クラス約 15 名の生徒に対し講師は二人一組によるチームティーチング形式で指導を

行った。 

寺子屋の目的は英語の基礎学力の向上である。中学校で学習した範囲を取り扱った。具体的な指導内容と

しては、１年生は be 動詞と一般動詞の分野、What、When などの疑問詞を用いた疑問文を中心に指導し

た。２年生は三人称単数現在の文と、代名詞を中心に指導した。３年生は疑問詞を用いた疑問文と、Who、
Whitch などの関係詞の指導を中心に行った。 
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指導にあたり私達が工夫したことは三つであ

る。一つ目は生徒の集中力を持続させることで

ある。バンデューラが唱えた“自己効力感理論”

によると、課題が自分の能力を超えていると判

断するとやる気をなくしてしまう。そこで文法

事項などの難しい話をできるだけしないよう

に、かつ生徒のやる気をなくさないようにヒン

トを提示する指導を行った。 

二つ目は生徒に苦手意識を持たせないことで

ある。寺子屋には、『英語は難しい』というイメージを持っている生徒が数多く見受けられたので、以前学

んだ内容と結び付けたり、重要なポイントを強調するなど工夫する事で、生徒のやる気と気づきを伸ばした。 

三つ目は生徒とのコミュニケーションを大切にすることだ。指導をする上でまず、教師と生徒の関係が重

要である。挨拶や授業中のやり取りを通して生徒一人ひとりとの信頼関係を築くことを心掛けた。 

― 発見した課題 

一つ目は“個に応じた指導”である。生徒一人ひとりによってニーズが違う為、そのニーズに合わせた指

導を行うのは難しいということに気づいた。この“個に応じた指導”というのはこれから必要になると考え、

そのような指導ができるようにすることが大事だと考えている。 

次に“生徒の目線で考える指導”である。寺子屋の授業内で、私達が問題を作り生徒に解いてもらう時が

あったが、簡単すぎて時間を持て余したことがあった。そのため生徒の理解度を把握することは指導するに

あたり非常に大切なことだと気づいた。 

最後は“集中力が途切れてしまった生徒への対応”である。先程挙げたバンデューラが唱えた“自己効力

感理論”に基づいて指導を行ったが効果が上がらなかったこともあった。このことは教員になった際の課題

だと考えている。 

― 総括 

一つ目は“生徒が理解してくれた時の嬉しさ”である。生徒が「先生、できました。」と言ってくれた時

は達成感もあり、理解してくれたと嬉しく感じた。また、日を重ねるごとに生徒の英語力が上がっていくの

が分かった時は、寺子屋事業に参加して良かったと感じた。 
二つ目は“自分自身の勉強”である。英語の基礎を振り返ることができ、また、教師になるための勉強が

できた。人に教えるという機会は多くなく、実際の高校生に教えるという貴重な体験ができた。 
最後は“教師に対する憧れ”である。教師に対する憧れが更に強くなった。難しいこともあったが、寺子

屋の時は先生という立場になり教師という仕事の大切さ、大変さ等をいろいろ経験することができ、より一

層強く教師になりたいと感じるようになった。 
私達が指導にあたって感じたことは、生徒の立場に立って指導することの大切さである。自分の感覚で説
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明しないよう心掛け、伝えたいことは簡潔にはっきりと提示するようにした。ある生徒からは「英語が以前

よりも理解できるようになりました」という言葉をもらって、寺子屋に携わることができて良かったと感じ

た。このような事業では、教育実習に行くことができる４年生以外の教職課程の学生が、教育実習に行く前

に学校現場を学ぶ、貴重な機会であると考えている。そのためこのような事業が益々拡大していくように願

っている。 

― 東京都立葛西南高等学校からの報告『校内寺子屋を受講して』 

本校は平成 28 年度より、東京都教育委員会の学力向上の指定を受け、校内寺子屋事業を実施している。

今年度、１学年については、英語と数学、各 30 名が放課後に週２回、一年に渡って学習してきた。英語に

ついては明海大学の学生の方々に丁寧に指導していただき、学習の成果があがっている。本日は１学年の２

名の生徒が、代表として学習の感想を報告をする。 

【長谷川 心華（はせがわ このか）】 
私は今回、校内寺子屋という講習会に参加しました。そこでは英語を苦手とする人のために、明海大学で

英語を学ぶ学生の方々が、基礎からご指導して下さいました。寺子屋では授業で理解できなかったところも

一から教えて頂き、英語の力が身についてきました。その結果、中間考査、期末考査と点数が上がり、私は

寺子屋の講習に参加できてよかったと感謝しています。寺子屋は英語の基礎を作り勉強をサポートしてくれ

ました。この講習で学んだことをこれからも活かし頑張っていきたいと思います。 

【中村 茉希（なかむら まき）】 
私は中学校の時、英語が苦手でした。高校に入学してからの英語の授業についていけるかとても不安でし

た。しかし寺子屋の講習に参加するようになって苦手意識

が薄らいできました。寺子屋では基礎的な問題を主に学習

しています。分からないところを質問すると、先生が細か

く丁寧に教えてくださり、理解することができました。分

からないことが分かるようになると嬉しいし、勉強が楽し

く思えるようになりました。また寺子屋の学習は授業やテ

ストにも大変役に立っています。今後も自分の学力向上と、

自分の夢を実現させるために頑張っていきたいと思いま

す。 
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活動報告４： 浦安市小学校教員英語指導研修会および足立区民対象生涯学習講座について 

明海大学  
百瀬 美帆（ももせ みほ） 教職課程センター准教授 

― 浦安市教員研修について 

浦安市との連携協定の中で、浦安市の特に小学校の先生方、

小学校の英語教育に不安を抱えていらっしゃる方々に対し

て、クラスルームイングリッシュを中心に 8 月 29 日に講座

を開いた。浦安市教育委員長の星野先生にもお見えいただき

開会式を行い、その後に全体学習としてクラスルームイング

リッシュの練習を行った。小学校の先生方に加え、４名の中

学校の先生方にもご参加いただき、簡単な表現でも使ってみ

ることで児童生徒のロールモデルになれることを先生方に

体験していただいた。 

はじめは抵抗があったけれど、楽しく使えることが分かったなどという感想をいただき、先生方も徐々に

和まれていかれた。自己紹介活動などでは笑顔も見受けられた。ご自身のことをいろいろお話されるように

なった。参加された皆さんのアンケートで、大変参考になったというご意見をいただき大変ありがたく思っ

ている。 

― 足立区民対象生涯学習講座について 

足立区の連携協定の三つの柱の一つ、区民の方々への英語の支援ということだが、オリンピックを控え外

国からのお客様を、区民の皆さまがおもてなしをするということで、２種類の講座を用意した。一つは、東

京都の外国人おもてなしボランティア講座を受けた方たちのためのブラッシュアップ講座を全３回、もう一

つは初級講座を全５回実施した。２講座とも定員は 40 名で、ほぼ毎回 40 名近い方々にご参加いただき、

どれも笑顔があふれる素晴らしい講座だった。 

３名の大学教員が指導にあたった。MPPEC のパトリツィア・ハヤシ教授とロード・タイソン准教授のお

二人に、素晴らしいシラバスを作っていただき、どちらの講座とも参加者の気持ちがそれない、しかも学習

効果の高い素晴らしい内容の講座を開くことができた。お二人の先生には、日本語が分からないという約束

のもと、私が日本語を助けるという役割として参加させていただいた。ブラッシュアップ講座では 3 回目

に参加者の皆さんのプレゼンテーション大会を行った。とても素晴らしい内容だった。足立区内のお寿司屋

さんや公園のご案内をいただいた。 

初級講座では日本の伝統、玩具や観光地の紹介をしたが、皆さん毎回、非常に楽しく積極的に参加してい

ただいた。この講座では本学の教職課程を履修している学生がボランティアに参加した。積極的に自立した

学習者で生涯学習という、教職の学生にとってキーワードになるものを、まず自分たちが直接目にすること
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ができ、学生にとっても非常に参考になる素晴らしい講座になった。 

活動報告５： 足立区連携 中学校授業改善支援および生徒意識調査について 

明海大学  
金子 義隆（かねこ よしたか） 教職課程センター准教授 

― 調査概要と分析 

概要としては足立区の８校、2,487 名にアンケート調査を実施した。平均でどのくらい英語を学習してい

るかだが、１時間以上２時間以下が 51%、30 分というのが 21%、15 分が９%、ほとんどしないが 20%と

いうかたちで、大きく３つの山があることが見えてくる。これを英語の好意度(英語が好き/嫌い)とのクロス

分析を実施すると、英語が好きな生徒はたくさん英語を勉強していることが分かる。英語が嫌いと答えた生

徒 10 人に４人はほとんど勉強していないということが見えてくる。英語を好きになった時期としては中学

校入学前、中学校前半がほとんどだ。 

つまり初期段階での英語教育が非常に大きな鍵を握っていることが分かる。また英語を好きになった理由

として、「授業が楽しい」「授業がわかる」「テストで良い点数をとれる」という要因が大きくなっている。

英語が好きでなくなった時期を見てみると、小学校の前や中学

校に入学して中学１年生の前半～中学２年生前半と、英語が嫌

いになっていく割合が多くなっている。やはり中学２年生前半

までが大きな鍵を握っていることが言える。英語が好きでなく

なった理由というので一番多いのが、「文法が難しい」というと

ころである。文法が難しいとなると、自己効力感を感じられな

くなり英語が嫌いになっていくというところが見えてくる。そ

の他いくつかのポイントがあるが、ポスターセッション等で時

間をとって見ていただければと思う。 
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◆パネルディスカッション 
今後の英語教育の在り方を見据えて、大学の学校教育の支援の可能性を探る 
パネリスト 
直山 木綿子 （文部科学省初等中等教育局教科調査官） 
森 太一 （足立区教育委員会学力定着対策室学力定着推進課長） 
茜谷 佳世子 （足立区立竹の塚中学校校長） 
坂本 純一 （東京都立葛西南高等学校校長） 
百瀬 美帆 （明海大学教職課程センター・地域学校教育センター准教授） 
金子 義隆 （明海大学教職課程センター・地域学校教育センター准教授） 
小関 聖翔 （明海大学外国語学部英米語学科４年） 
ライ・サントス （明海大学ホスピタリティ・ツーリズム学部 ホスピタリティ・ツーリズム学科２年） 
コーディネーター 
高野 敬三 （明海大学副学長・外国語学部教授） 

【高野】それでは、パネルディスカッション

ということで、これから始めさせていただき

たいと思う。皆様方から頂いた質問について

も途中で紹介し、お答えをいただくような形

にしていきたいと思う。 

大きく分けて、本日の基調講演をなされた直

山先生のほうからは、様々な形でまたお話を

いただく形になるが、まずは直山先生のほう

からお伺いしてみたいと思っているが、実践

報告をお聞きになられて、改めて基調講演の

内容を補足することなどもあればお願いしたい。 

【直山】あらためましてよろしくお願いいたします。補足をすることはまたちょっと後、質問にお答えす

る形で補足はしたいと思っているが、お取り組みをいろいろお聞きしていて、感じたことをお話しをする。

皆さんお話を聞かれて、小学校の取り組みもあった、中学校の取り組みもあった、高校の取り組みもあった。

そして、地域の方々との取り組みもあった。地域の方々の取り組みはちょっと置いておいて、いわゆる学校

教育の中でのお取り組みについて、例えば英語村があったりとか、あるいは小学校と中学校と留学生の方と

の交流があったりとか、それから高校には寺子屋で大学生が来て、勉強を教えてくれたりもあったが、私は

お聞きしていて、今その部分だけを皆さん聞いているけれど、実はこれが実現するためには、相当な準備が

あって、そしてこれが終わった後に、相当な総括とかをやってるわけである。 

これは大学もしているし、小学校も中学校も高校もやっているということを理解してほしいと思った。た

だあの時間だけをやっているわけではないわけで、小学校も、ここへ英語村ということでやって来るために
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は、小学校でやっぱり学級担任が子供にいろいろな話

をして聞かせて、そしてここに下見も来て、どこで子

供を渡せたらいいかとか、電車の中で騒がないように

指導したりとか、いろいろなことがあって、あの時間

が設定されている。中学校もそうである。小・中と交

流があった、実際に留学生と交流する前に、小・中で

連携したという取り組みがあった。 
ぱっと行って連携できるわけない。そのために、小

学校と中学校の教務委員が放課後に何回も集まって、

こうしようか、ああしようかと練って、それでやっと

実現してその後また反省している。大学も一緒。高校

もそう。学生さんが来てくれて、その場だけでいいかといったらそんなことはない。高校生を募って、こん

なふうに勉強教えてもらうんだよ、こうするんだよ、ということをやっぱりやってという、その準備とビフ

ォアーとアフターがあって、すごい労力が教員も大学もかかっている上で、あの実践だったということを十

分に理解して欲しい。何かというと、それだけ学校も先生も皆頑張っているということである。足立区だけ

でなく、ここの浦安市だけでなくみんなが子供の学力をつけたいと思っているものが学校で子供相手に、私

たちは授業をし、学校教育をやっている。今新聞でいろいろなことが言われている。学校の教育では教員に

なりたいという学生が減っているというのも報じられていたし、教員の多忙化ということも報じられている。

そうではあるが、甘いかもしれないけど温かく見守ってほしいなというふうに思っている。そのことをまず

一点お伝えしたかった。 

その上で、厳しいことを申し上げる。色々なお取り組みを聞いたけれど、イベントで終わってないかとい

うことがとても気になっている。例えば英語村、例えば交流、それが年間計画の中できちんと位置づいたか。

1 年間で子供につけたい資質・能力に向けて、どの時期にその英語村を入れてやったら良かったのか、ある

いは交流はいつの時期にどうやってやることが良かったのかということを、全体計画の中できちんと入れて

いかないと、これはイベントになる。この事業がピシャって終わった途端、何も残らない。だからきちんと

年間計画の中に位置づける、それぐらいにされていたかなということを思った。それから高校で寺子屋もあ

った。一生懸命子供たちは頑張って成績も上がった。 

ただ、今日の発表を見ていると、それは子供の実態に合わせたのだと思うが１年生で be 動詞とか、それ

から３年生で関係詞とか疑問詞とか出てきたけれど、それって「え？今の新学習指導要領と同じ方向ですか」

と感じた。Be 動詞を今日は勉強しますよ、と言って授業をやっていない。自分のことが伝えられるような

ことを今日はやるよ、ということでやっている。 

つまり、言語活動を中心に授業をやっている。決して文法事項の習得、それも大事、だけどそこがゴール

になってしまったら、結局、暗記だけで終わってしまわないか。だから子供が英語嫌いになってきたんじゃ

ないかと思う。そこを一歩、今度は進めていただくことが大事かと思う。そのためにも高校はやっぱり高校

の英語科の先生と十分な連携があって、あの補充授業があると、なおさら子供に良いのではないか。今年度

初めてのお取り組みだし、次年度そういう課題に向けてお取り組みいただくとより良いのではないかという
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のが聞いていた感想だ。 

【高野】ありがとうございました。今、直山先生のほうから、評価と課題という切り口でお話をいただい

た。こういったことも踏まえながら議論を深めていければと思う。それでは今、直山先生のほうからまず最

初に総括的なお話をいただいたわけだが、直山先生の話の中で、非常に子供たちが生き生きとした交流会、

あるいはあけみ英語村については、そういった側面が見られたが果たしてそれが年間計画の中にきちんと位

置づけられていたか、というような話もあった。足立区の森課長、この辺は実際はどうだったか。 

【森】この連携事業は、急とは言わないが事業計画から実施までにかなり時間が短かったということであ

ったので、確かに年間授業計画の中には入れることができなかったのかな、確かにそのイベントで終わった

のかなということがあるが、やはりこれをきっかけにして何がうまく授業で生きているのか、どんな体験が

大切だったのか、ということがわかったので、回を重ねることによって、これを計画づけて、この効果をど

んどん広げていくということが必要かと思っている。 

【高野】ありがとうございました。こういった特にあけみ英語村については、実は昨年の 5 月末ぐらいに、

何か形になって、こんなことができたらいいなという話だったかと記憶している。ただ実際問題、様々な形

での事前指導を学校側でおやりになられていたということで、確か総合学習、総合的な学習の時間を 10 時

間ほど使って、子供たちに対する指導を行ったということだが、轟先生に補足をお願いしたい。 

【轟】子供たちに足立区と明海大学が連携をすると聞いて、中学校の連携が先に聞こえてきたが、小学校

でも何か子供たちが英語を使って話せる経験をさせてあげたいということで、何かできないかということで

お話をいただいた。その中で、やはり、管理職のほうからも年間計画にないものだと言われたが、ぜひこの

機会を大切にしたいと思い学校としても協力体制をとっていただいて実施に至った。 

また英会話がどうしても私たち担任だけでは不十分で、指導することができなかったので、足立区教育委

員会の皆様のご協力をいただいて、英語アドバイザーの方にも何度か訪問していただいて、英会話のレッス

ンをしていただき、かなり特別扱いをしていただいて、授業が成り立ったと思っている。 

【高野】ありがとうございました。実は質問票の中に、あけみ英語村について事前準備から当日まで、事

後まで、どのぐらい時間かけているのかという質問があった。それは授業実数としてカウントされているの

か、また次年度以降はどうされていくのかという質問があったので、今轟先生にお聞きしたが、具体的に、

事前に 10 時間ぐらいの総合的な学習の時

間を使い、事後についてはどうだったかも

伺いたい。 

【轟】事前学習は約10時間使っている。

自分たちで世界の国々に興味を持つとい

うような調べ学習が３時間、それから、そ

の後は主に自分の名前について、それから

自己紹介の英会話のレッスンで５時間、そ

れから大学に行って、学生の方達とどうや
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って触れ合ったらいいか、というようなリハーサルの時間が２時間、計約 10 時間を事前に総合的な学習の

時間で使っている。事後学習については、自分が学んだことをポスターのような形でまとめる時間が２時間

と、英会話の振り返りで 1 時間ということで、事後学習は 3 時間使った。 
来年度に関しては、あけみ英語村ができないんじゃないかと思っているので、東京都の「TOKYO GLOBAL 

GATEWAY」という、似たような英語村体験ができるという授業があるので、年間計画、来年度の年間計

画で、５、６年生でその活動を入れていただいて、継続的な学びに学校としてもしていきたいと考えている。 

【高野】ありがとうございました。ちょっと焦点を明確にするためにお伺いしたわけだが、その他この質

問者の方は、「あけみ英語村」だけではなく、交流会に関して、どのぐらいの事前準備をされているのかと

いうこともご質問されているので、これからパネリストの皆さん方に聞いてきたいと思う。茜谷校長先生、

竹の塚中学校では昨年度１回、今年度１回の２回、交流会を中心に実施させていただいたわけだが、先ほど

の生徒たちの発表でもあったかと思うが、あらためて校長先生として、この交流会の意義、成果というもの

は何で、今のお話にあるような計画的な事業展開というところで課題がないのかというよう部分はどうなの

かということを伺いたい。 

【茜谷】本校は足立区の中で 2 回目という交流授業をやらせていた

だいた。昨年度は１年生単独で小規模のグループ学習というふうな

形で英語を使っての交流だった。 
私が非常にびっくりしたのは、本校の生徒は地理的、区内の中でも

埼玉の近くにあるし、最寄りの駅からも非常に遠い、そして、地域

的にも高齢化が進んでいる。そんな中で子供たちは生活しているわ

けだが、英語だけではなくて学習全般に自信が持てない、またスポ

ーツに関しても自己肯定感が比較的低いという生徒が非常に多い中

で、子供たちと一緒に、若い教員が中心になって、様々なところで

取り組んでいるというふうな実態がある。 

昨年度２月、同じような時期に実は実施させていただいた。その時に、私は当日、会場に行って子供たち

の様子を見たのだが非常に驚いた。それは何故かというと、いつも数学ができなくて放課後学習している子

が、こんなにニコニコして、自分が言いたいことを書いたちっちゃい付箋を手に貼って、やっぱり失敗した

くなかったんでしょう、下から出しながら、それでも一生懸命に会話しようとしている。それで、実は先ほ

ど 20 分と言ったが、３クール実施した。３クール目ぐらいから、笑い声があったりとか、笑顔があったり

とか、意外な子が緊張しながらも相手の留学生の顔を見ながら会話するというふうな実態を見させていただ

いた。それで、本校は、足立区は小・中連携ということで、英語に限らず、全教科、分科会に分かれて小・

中連携をやっているが、あの子供たちの姿を見たときに、おそらく来年も竹の塚中学校に交流の機会がある

だろうな、というふうに私自身感じたので、できるのであれば、せっかくだから小・中と一緒に合同の授業

してみたいというふうに管理職として思い、すぐに西保木間小学校の校長のほうに連絡を取った。そうした

ら「ぜひやりましょう」ということで、校長同士はすぐに決まり、そして当然、小・中連携の、年間９回だ

が、英語科と西保木間小学校の英語担当との話し合いがあるので、やる方向で進めていこうと動いた。ただ

の交流ではなくて、今年は体験も一緒にさせていこうということで、留学生の都合なども様々なので具体的
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に年間行事には、この日にやるというふうには組み込めなかったが、２月か１月、留学生の都合の良い時、

そして本校の生徒がある程度、会話として声に出して言える、そのような時期を見計らってやろうというこ

とは、それが計画というのかは分からないが当初から決めていた。英語科の教員が小学校と中学校の

CAN-DO リストというものを実は今年作っていて、それぞれ、こういうふうな取り組みの交流授業を通し

て連携できたことが、若い教員にとってもいい刺激になり、いい勉強になったのかなというふうに思ってい

る。ただ、課題として、先ほどのまた繰り返しになるが、やはり大きな花火をボーンと１回あげるのではな

くて、小さい取り組みでもいいので、継続性を持ってできれば、来るたびに緊張するのではなくて、より自

然体になれるのではないかなというふうには思っている。 

【高野】ありがとうございました。今、校長先生のほうからお話があったが、取り組み自体は単発的な取

り組み、計画性をどこまで持たせるのか、当然のことながら、学校の生徒さんに対する指導ということもき

ちんとやっていかなければいけないということで、ある程度の時間を割いてやっていただいているという実

態はあるわけだが、それをいわゆる学校の教育活動として、計画性をきちんと持たせなければいけないとい

うところは、確かにあろうかと思うので、その辺も今後、森課長のほうも区教委としてお考えになられるん

だろうなというふうには感じているところだ。 

今のような話、交流会の話は実は今、校長先生から具体的に出たが、今回２回目で、実は小学校と連携し

てやったのは初めてである。やっぱり小学校の子供たちを巻き込んで、竹の塚中学校で交流会を実施した、

ただ単なるおしゃべりをするということではなく、具体的なテーマを持たせたということは、非常に良かっ

たのかなと私自身思っているが、書道を教えたりカルタをやったりというようなとてもいい取組の形がとれ

て、事前の指導も子供たちに相当大変ご苦労されたのかなというふうに思っている。 

ところで、参加した留学生としてサントス君の場合は、あけみ英語村も参加し、交流会もほぼフル出席を

しているかと思うが、今までの話を聞いて、もちろん学生として成長したかなというところも触れていただ

きたいが、子供たちと接して、子供たちがどう変わってきたかとか、それがわかれば、あるいはこういうふ

うにしたほうがもっと良くなるんじゃないか、というところについて語ってもらいたい。 

【サントス】まずは、留学生、外国人の私

には、日本の小学生たちと話す機会はないの

で、まず、小学生たちの姿を見るのは楽しか

った。あと、イベントの意味について話すと、

このイベントに参加することによって、小学

生たちと中学生たちは外国人と英語でフラ

ンクに話せるようになるのではないかと思

っている。 

【高野】ありがとうございました。留学生

の立場で今お話をいただいたわけだが、小関君、日本人学生としてどうか。 

【小関】そうですね、留学生の方たちと一緒に小学生、中学生が関われるというのは、早いうちから異文
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化交流というかそういうことができて、より英語に興味を持ったりすることができるのではないかと思う。 

【高野】ありがとうございます。それでは今は、先ほど轟先生のほうからあったが、この交流会の機会と

いうものがすべての同じ学校で実施されるかどうかというのは当然のことながら足立区の教育委員会でま

たお考えをいただくような形になってこようかと思うが、先ほどご紹介にあった TOKYO GLOBAL 
GATEWAY が、9 月から東京都の英語村という形で開村するわけだが、そういったところも視野に入れて

いきたいと。あけみ英語村は来年度も続けるが、違う学校になる可能性もあるというようなことではあるが、

この交流会全般について、もう一度ちょっと直山先生のほうにまとめていただければありがたいと思う。 

【直山】イベントに終わらないようにすることが大事であることは、今、話が出てきた通りだが、この日

本の中で、英語なり外国語を使う場所が子供にとってなかなかない。教室の中でもちろん使うわけだが、そ

れはそこしかないから。もちろん子供が教室から外へ出て、自分から求めて、この頃本当に無料でいろいろ

な英語を聞いたり見たりできるものがいっぱいある。だけど、どの子供もが手に持っているかというとそう

ではない。そういうお家の子もいれば、そうじゃない子もいるし、お家のご家庭で、英語とかが「これから

大事だ」と言うお家もあれば、いやいや、というところもある。私はもともと京都市の中学校の英語の教員

だったが、申し訳ないけれど、地域によってカタカナ言葉が身についてない子供がいた。私たちは今、レッ

ドとかグリーンとかブルーとか当たり前に使っているように思うけど、地域によっては red とか green と

か blue。カタカナ言葉がわからない子がいるわけである。 

そういういろいろな地域がある中で、学校の中で言えば本当に、誰もに公平に英語を使う機会を提供でき

るという意味では、やっぱり、中学校の英語の先生や高校の英語の先生はできるだけその機会に、子供が英

語を使って言語活動をやる機会を十分提供しないといけないし、小学校も、今の外国語活動、今後に向けて

はその時間を大切にしていかないといけないとは思うけれど、子供にしたら、やっぱり直接、先生ではだめ

だと思う。日本語で十分通じるのに子供にしたら、「なんで？」「なんであんたと英語しゃべらないといけな

いの？」と皆思う。サントスさんは日本語がわかるけれど、ちょっとそれを隠してもらって、「サントスさ

んとしゃべるのには英語しかダメなんだ」という状況だから、子供は燃えるわけである。そういう直接交流

というのは、子供の意欲を高める。それが頻繁にあればあるほど、それはありがたい。さっきそうおっしゃ

ったと思う。だけど、それは単にあるのではなくて、狙いなんかはやっぱり系統立って作っていかないと、

単に子供は「英語は大事だ」「英語の力をもっとつけたい」で終わる。 

私はそこが心配。英語の技能をつけるだけではダメ。何のために英語の技能をつけますかという、この狙

いを子供が持たないと、私は英語に迎合した子になると思う。それはきっと子供が積み重ねていくうちに、

「外国の人と仲良くなりたいんだ。そのためには世界共通語といわれる英語でしゃべっていくと、仲良くな

れるじゃん」と、私は子供に思ってほしいので、そのことが遠い先にある世界平和につながると私は思って

いる。 

だから、交流というのは直接交流という、とっても意味があるし、そういうことが活用できるのであれば、

学校が事前、事後の準備、大変だったと思うけど、教員が全部で、中学校の先生のように、竹の塚の校長先

生のように、今度は小学校とも組んでやるぞ、と、校長がリーダーになってくれるような、そういう体制を

つくってくれる中でやったら、ものすごい大きな子供の力になると思う。 
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【高野】ありがとうございました。まだまだちょっとこの交流については入谷南中学校もあれば、第五中

学校という所でもやっているが、ちょっとそこまで取り上げる時間がないと思うので、今、直山先生のほう

から、せっかく英語教育に関わって、極めて根本的に大事なところについてお話をいただいたので、少し基

調講演では、しゃべり足りなかった部分ということを補強していただく上で、ちょっとまたスライドを使っ

てご説明いただければと思う。 

【直山】最初に少し頂いていたことで、「どうして小学校で外国語教育をやるの？」「どうして今の５、６

年生の外国語活動から、文部科学省は３、４年での外国語活動、５年生で教科に舵を切ったの？」という部

分。そのご質問も頂いていたようだ。 

【高野】質問項目をちょっとあげましょう。「小学校３年から英語教育を始める理由をもう一度確認させ

ていただきたい」と。「国境がなくなる世界、それとも最新技術の発展等によるものなのか」ということが

一点。それから、今日これからおそらく説明があるかと思うが、新教材『We Can！』についての質問、「数

年前の英語ノートと比べると、中学校の内容が下りてきているなど、内容も量も盛りだくさんであると思う。

一見難しそうには見えない英語の文だと思うが、これらを提示することで、児童が混乱したり、英語嫌いを

作ることを招くということにつながらないかが心配だ」と。「ここにある英語は質的にも量的にも妥当であ

り、これらを英語を専門としない学級担任が効果的に活用できるものだと考えて、現場の先生方は指導に当

たって良いものであると考えているが、回答いただければありがたい」ということです。それを踏まえてお

願いします。 

【直山】先に、後半に頂いた質問から答えたいと思う。小学

校の先生に十分ご指導いただけると思って、３、４年生に『Let's 
Try！』、そして５、６年生の「教科」としての『We Can！』

を作成している。もちろん、５年生、６年生については「教科」

になるので、今までの外国語活動の仕様とは変わる。なので、

これからの小学校の先生、今、現役の小学校の先生、そしてこ

れから大学の教員養成課程を終えて小学校の教壇に立とうと

いう方については、当然、教科としての指導力を大学の教員養

成課程で身に付けてきていただく必要がある。小学校の現役の

方は、教員養成区分を終わっているので、教員研修の中で力を

つけていただくしかないと思っている。 

それで、小学校の先生に関しては、やはり英語の壁が高いと

いうことは感じている。英語への抵抗感があるということは感

じている。それを裏返して言ったら、そういうような大人を育

ててきた中・高の英語教育を反省しないといけないよね、とい

うことでもある。私なんかまさに中学校の英語の教師で、そういう大人をやっぱり中・高の英語の教員は反

省をすべきだという具合に、私も自分でそう思っているところだ。ただ、私は、小学校の外国語教育に関し

ては、私は英語の力もつけてもらわないといけない、英語の指導力が大事だと思っているが、今の５、６年

の外国語活動の成果と課題を見てきて、たとえ教科になっても、これは小学校の先生にご指導いただきたい
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なと強く思っている。 

たった数年間だけれど、この外国語活動の大きな成果を引っ張り出したのは小学校の教員だ。長年かけて

中・高の英語科教員がやってきた。だけど小学校の教員は、まさか自分が外国語の指導に当たると思ってい

なかった小学校の教員が、たった数年で大きな成果を上げている。それはどうしてそうなったかなと思うと、

いろいろな教科を教えていることの強みだなと思っている。小学校の先生は、国語も教えれば、算数も教え

れば、音楽も教える。他教科等で子供が経験したことや、他教科等で子供が学んだことを上手に今の外国後

活動の中で生かしている。そして外国語活動の中で子供が学んだことを、上手に他教科等で生かしている。 

このことは大きかったなと思っている。自身が中学校の英語の教師をしていての反省は、他教科との連動

性が全くできていなかったということ。やっぱり中学校へ行くようになると専門性が高くなるので、仕方が

ないといえば仕方がないんだけれども、校種間連携に加えて、やはり中学校の中で教科連携ということも考

えていかないといけないなということを私は思っている。先ほど基調講演の中で、高校について言った。交

渉ができるためには英語だけじゃダメだ。そのことと重なる。 

それなので、中・高が教科セクトというこの体制なんだけれども、“チーム学校”として、末端的には数

学の指導だったり国語だったり生物だったりするかもしれないが、根底的な指導として、やはり共通部分は

がっつりあるわけで、そこを耕していく。チーム学校ということが私はこれからの中・高では大きな、進ん

でいかないといけないことだなと思っている。小学校には割とそういう部分が耕されている。その力が私は

大きいなって思っている。 

それなので、外国語活動は学級経営の核となる、とおっしゃる先生がいる。まさにそうだなと私は思って

いる。その小学校の先生にご指導いただくためには、やはり次は英語の力をつけてもらわないといけないけ

れど、それは私はつけられると思っている。努力はしてもらわないとだが。だけど厳しいこと言うけれど、

世の中と共に学習指導要領は変わる。世の中動いているの。なんで学校だけが動かない。動くでしょう。学

習指導要領も社会に合わせて動く。あなたが採用された時の学習指導要領には書いてなかったかもしれない

が、社会が動いたら変わる。あなたの目の前の子供はこれから 20 年、30 年先に、あなたがいなくなった後

も生きていかないといけない。その力をつけていくのが私たち教師の仕事。採用の時に聞いてなかったかも

しれないが、申し訳ないけれど英語の力つけてもらいたいと思っている。そのためには国もやります。自治

体も一緒にやっていきたいなと思っている。 

では新教材についてお話しする。『Hi, friends！』との共通点がこれ。先ほど『英語ノート』とおっしゃ

ったが、『英語ノート』は本当の初期の外国語の活動の時のもの。これが『Hi, friends！』の時と『Let's Try！』

『We Can！』との共通点。『Let's Try！』は３、４年の外国語活動用の教材、『We Can！』は教科のテキ

スト。相違点を知っていただくことが大事だと思っている。大事なところだけ言う。二つ目は新教材には

『Let's Try！』も『We Can！』も「Let's Watch and Think」という新しい活動を入れている。「Let's Watch 
and Think」、「Watch」は「見る」、「Think」は「考える」。新学習指導要領ではさっき言った思考力、判

断力、表現力を大事にしている。思考してくれないといけない。日本語対英語の暗記ではない。子供が思考

を重ねてくれるような活動が必要。それが言語活動。それを入れているということだ。三つ目、「Let's Listen」
や「Let's Watch and Think」など、聞いてわかる活動をたくさん入れている。言語習得上、聞くというイ
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ンプットをすることは、やがて子供が発芽していくためのベ

ースになる。それなので、そこのインプット量を十分、今ま

で以上に保障しようという具合に変えていっている。それか

ら、語彙や表現が難しくなっているのではないかとか、多い

のではないかとおっしゃる。その通りだと思う。ただ、外国

語活動は、２年間合わせて70時間だった。今度の『We Can！』

は３、４年で２年間合わせて 70、それに『We Can！』５年

で 70、６年で 70 の教科。そこから考えると、決して多い語

彙や表現量であるとは計算をしていません。十分賄えるとい

う計算の下で作っている。 

ただ、全部が全部わからないといけないというようには指導していない。例えば「Let's Listen」を聞い

た。言われたことを隅から隅まで全部わからないといけないという指導はしていない。日本語だってそうで

しょう。相手が言われたことをリピートできるぐらい全部わかっていますかというのは違うでしょう。言わ

れたことの中から必要な情報を取って、全部が全部理解できなくても、発話までいかないものも含めている

ので、語彙や表現が皆さんが予想しているより多い可能性はあると思う。 

皆さんが特に難しいと思われたのは、読み書きが入っている部分だと思う。じっくりとテキストを見ても

らうことに加えて指導書を見てもらわないとそう感じる。非常に細かなステップを踏ませている。非常に細

かなステップを踏んで読み書きをさせている。中学校で、アルファベットを書いていて、いきなり次、S・
O・C・C・E・R、サッカーと読ませていく。もちろんそれまでに aaa apple、bbb bear、ccc cow、とやっ

たかもしれない。あるいは発音と綴りの関係をやったかもしれない。より細かくやっている。そんなことが

指導書にきちんと書かれている。やがて指導案がこれから載る。どうぞ、それを見て、そこまでレベルが上

がってないなということを十分ご理解いただきたいと思う。 

なんで３年からか、ということについて。今の５、６年生を見ていて、足踏みをしている子供を非常に感

じている。５年生になっても「Do you like dogs？」かい？６年生になっても「When is your birthday？」

かい？子供の認知に合った言語活動をやってやりたいなと思っている。５、６年生でやっていることが３、

４年生のほうがずっと適切だなということを、子供を見ていて感じた。加えて、もう一つ言うならば、私は

外国語教育は、母語の力をつけるために利用すべきだという具合に思っている。だから冒頭に言った。国語

教育と外国語教育はコラボしないといけない、言語活動と言語教育として捉えるんだ、と言ったはず。母語

だけの中にいたら見えてこないものが、一歩離れて、外国語という立場に立った時に、母語ってこんな仕組

みになっているんだな。母語ってこんな言語なんだ。あるいは、言語というのは自分のことを相手にわかっ

てもらって、相手のことをわかるためのツールなんだ、ということが、もう一つの言語に触れることで、子

供が言語そのものの怖さと面白さとに気づいていくと考えている。そういう観点から外国語教育を見れば、

３年生から触れさせていってあげて、５年生でもう少し彼ら、彼女らのレベルに合ったことをやってあげた

いという具合に考えている。長くなってごめんなさい。 

【高野】ありがとうございました。また後ほど、質問のコーナーがあるかと思うので、そこでしていただ

ければと思っている。 
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せっかく直山先生が来たから、やはり小学校英語のことについて、どうしても聞きたいという顔の聴衆の

皆様方が多くいらっしゃったので、本当に短い、本来ならば、30 時間かけてしゃべるところを 10 分程度で

抑えていただいたわけだが、今、非常に大事なお話を賜った。こんなこともベースにしながら、少し議論を

進めていきたいなというふうに思う。あくまでも、そうはしながら本パネルディスカッションのテーマは、

やはり大学の「今後の英語教育の在り方を見据えて、大学の学校教育の支援の可能性を探る」というところ

をやはり外さないようにしつつ、これから少し限られた時間進めていきたいと思う。 

今、明海大学は足立区の小中学校の英語教育に関して、何かしらのお手伝いができないかということで、

イベント的なあるいは交流的な部分だけではなく、かなり年間を通して見えない部分かもしれないが、教員

が小・中学校に入り、様々な形での先生方に対するアドバイス等をやらさせていただいているという風に考

えている。冒頭森課長のほうから、足立区の小・中学校の英語教育の状況について、まずはお話しいただき

たいなというふうに考えている。明海大学が入ってから、どんなふうに変わってきたのかなということも踏

まえて、お話ができればよろしくお願いしたいと思う。 

【森】私は今、足立区の学力定着推進課長というものをやっている。英語だけではなくて、学力向上につ

いては二つの柱でやっていると思っている。一つは先生方の授業力の向上、指導力の向上について。より魅

力的でわかりやすい授業を実現するために、先生方に指導力、授業力をつけてもらおうという、そういう政

策を一つ柱に持っている。 

もう一つは、学力データに基づいて、いろいろ分析をして、個に応じた適切な指導を行いたい。で、それ

にはやはり、個に応じた指導だから、英語が例えば、英語だったら例えば未習熟な生徒さんにはそれなりの

補習なり、授業なんかを提供する。あるいはもっとやりた

い、もっと学びたい、あるいはもっとできるんだけれども、

もっと高度なものを目指したいという希望があればそう

した授業を提供するというようなことでやる。 

この二つの柱でやるわけだが、明海大学の先生方にお願

いしてきたことも全くその通りで、授業力の向上について

は、やはり小学校・中学校の先生方の指導力をつける。あ

るいは未着手だが、英語力を高めるというような、そんな

ご協力も得られればありがたいなと思う。実際のところ、

２年間ぐらいに渡り、大学の先生方、金子先生をはじめ、

百瀬先生や他の先生方に学校に行って授業を見ていただ

いて、１時間授業を見たら、それについてのアドバイスをする。今日できたところ、できなかったところ、

次回の課題はなんだ、などという、そういったことをアドバイスを繰り返しながら、先生方の授業力をつけ

ているというようなことをお願いをしている。これは足立区では、教科指導専門員という制度があるので、

すでにそういう制度は整っていたが、大学の見地を生かしながら、あるいは先生方の研究成果を生かしなが

ら、現場の先生たちにアドバイスをいただいている。現場の声を聞いてみると、やはり大学の先生からのア

ドバイスは、ちょっと今までの教科指導員とは違うなという印象、あるいは感想を受けている。 
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もう一つ、子供たちの個に応じた指導だが、いろいろな授業はあるが、やはり留学生との交流授業が一つ

の大きな柱だと思っている。これは、竹の塚中学校の発表聞いていただければわかったと思うが、やはり交

流授業なんかをすれば、子供たちは「英語がわかった」「英語が通じてよかった」「楽しかった」「もっと使

えるようになりたい」「もっと学びたい」、そんな成果が出ているということがあるので、ぜひこちらのほう

も、次年度以降も続けさせていただきたいと思っている。 

【高野】ありがとうございました。実は足立区に関しては、中学校と小学校に対する支援ということで、

今、直山教科調査官のほうからお話があったが、小学校英語については、今、森課長のほうから話があまり

出てこなかったが、アドバイザーを入れて、小学校については直山先生もかなり足立区のほうには、何回か

行ってご指導されているということ伺っているので、なかなか小学校英語についての取り組みというものが、

実際の授業に入るということはできなかったのが今までの取り組みだ。したがって、交流会という的なもの

でやってきたというようなところがあるが一方で、今、森課長の区教育委員会側の話を受けたが、これは百

瀬先生どうだろうか。明海大学の限られた職員で、百瀬先生、金子先生が今も月４回ぐらい行っているのだ

ろうか。成果みたいなもの、あるいは課題みたいなものについて、コンパクトにまとめてお話しいただきた

い。 

【百瀬】私は３校を担当させていただいているので、月に２回、１校にお邪魔する関係で、月に６日間は

中学校のほうにお邪魔させていただいている。先生方の授業を拝見して、もちろん授業の個別の指導法の指

導だとか、そういったところももちろん、指導というのはおこがましいが、気づいたところなどをフィード

バックをさせていただいているが、もう今日、非常に直山先生から素晴らしいお話をいただいて、私も考え

を同じにする。 

特に学習指導要領に関して、世の中が変わっていくことについて、合わせて指導要領が変わっていく。そ

して世の中の人みんなにわかるように、教育も変わっていかなければいけないという、そういう大きな考え

を教員自体が持って授業に臨んでいるかどうかというところが、私どもが大学の教員が入って指導ができる

ところではないかなと思う。 

それを少し現場に砕いて言うと、例えば、パフォー

マンステストの向上についてお教えいただきたいと

言われて、パフォーマンステストのノウハウだけをご

指導することはもちろん行うが、なぜパフォーマンス

テストをするのか、パフォーマンステストということ

の手前に何を先生方が指導してきたから、パフォーマ

ンステストをするのか。ではなぜパフォーマンステス

トでなければ測れないのかというような、その辺の、

結局は学習指導要領に立ち戻って、英語教育の意義と

いうところまで、先生方にお話をすることができるのが、私ども大学教員が伺っている一つの意義ではない

かなと思う。ただそれに関しては、なかなか中学校の先生方はお忙しいので、まとまった時間を割いてそう

いうことをお話しする時間がないものだから、学校側のご理解で、長期休暇中だとか、定期テストの午後だ

とか、まとまった時間をいただいて、そういったお話をさせていただけている学校さんとは非常にいい関係
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が保てていると思っている。 

【高野】では金子先生にお願いしたい。 

【金子】私も月に２回、中学校を訪問させていただいている。私も２校ほど担当しているが、やはり中学

校の先生たちにとって、やはり誰かに授業を見てもらうことは、やはりすごくいい機会になっているんだと

思う。やはり、それだけ普段、自分が見えない部分を第三者の視点からアドバイスをもらえるということが、

普段、授業をやっていればそんなに多くないはずなので、そういう意味で、中学校の先生たちにとって貴重

な機会になっているのではないのかなと思う。毎回毎回、アドバイスが的確になっているかどうかというの

はちょっとまだわからないところもあるが、ただ、先生たちにとって、そういうアドバイスを第三者からの

目でもらえるというのは、自分の授業をより、さらに良いものにしていこうという意味では、とてもいい機

会になっているのではないかなと思う。 

【高野】ありがとうございました。茜谷校長先生、竹の塚中学校にも本学の職員が入って授業を見させて

いただき、先生方といろいろお話をさせていただいていて２年目を迎えているわけだが、校長先生ご自身の

学校について、あるいは周辺の学校も含めて、明海大学から職員が行っているような、中学校の授業のこと

について、先生方はどんな反応なのか、今、なかなか時間が取れる中学校と、そう取れない中学校もあると

いうようなことだが、実態はどうか。 

【茜屋】金子先生は本校には月２回、火曜日、午前中か午後かということで、ある中学校とコンビを組ん

でいらっしゃっている。はじめに、初年度の時は、金子先生ご自身とお話をさせていただいた時に、中学校

のレベルというか、子供たちの英語のレベルはどのくらいなんだろうというのが、まず、大学生のレベルは

わかっても、先生として見る中学校のレベル、後は地域の状態、そういうものを率直にご相談させていただ

いたというのがスタートだった。後は教員に関しては、非常に本校、若手の教員が３名いるので、やはり大

学の先生と、敷居が高くて話せないという関係性ではなくて、必ず定期的に来てくださるということで、率

直に４技能の、どうすればいいかとか、さっきのパフォーマンステストうんぬんとかが、気軽に話して、そ

して自分の授業も実際に見て、どのようなご意見をいただいたりとか、それを参考にして、またあらためて

教科部会で考える等々のやりとりを中心にさせていただいている。特に交流授業に関しては、これは本当に

留学生の皆さんの温かい雰囲気も、去年よくわかっていたので、それも踏まえつつ、金子先生が来てくださ

るということで、非常に教員自身も、後は生徒自身も、学校で終結する英語ではなくて、教室の中で終結す

るというのではなくて、より広く取り組むことができた喜びというのが感じられる。 

【高野】ありがとうございました。森課長、これは区教委に聞くのもなかなか難しいことなのかもしれな

いが、先生方は非常に多忙であり、なかなか振り返り、リフレクションがしづらいというところで、先生方

と明海大学の先生方もいろいろな話をしていきたいということだが、具体的に何かこんなふうな方向はどう

かという、サジェスチョンはあるか。 

【森】先ほどお話しに出た、教科書指導専門員。もうすでにそれぞれ全校に入っているところだが、やは

り、授業を見た後の指導、それの時間が取りにくいというのが最大の課題になっている。ただその指導がな

いと、何の役にも立たないということなので、これは確保するということで、校長先生の指示でお願いをす
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るということをしている。実際に時間が取れないという先生方も実際いるので、では何をやっているかとい

うと、指導している先生たちはいちいち口頭で言うのを全部メモに書いて、それを先生に渡すとか、あるい

は後で時間があった時につかまえて、無理やり５分でも 10分でもいいから、細かく刻んで指導をするとか、

そんなことをしているみたいだ。ただ本当に、物理的に時間がないということはどうしようもないというの

が、現場の課題なのかなと思う。これは先生方、お忙しいのかということがあるので、これは仕方がないの

かなと思うが、何とか解決しないとこの制度、あるいは先生方に対する指導、あるいは育成が十分にはなっ

ていかないのかなと思う。 

【高野】区としても教科指導員の方々が入っているけれども、なかなかリフレクションの時間というもの

を取るのはなかなか難しい状況にあるということだ。いわんや明海大学の先生方が入って、月に２回ぐらい

１校に入っているわけだが、そこでやはり先生方も授業をなさっているから、なかなか時間を取ることが大

変難しいということで、１つのヒントということを今いただいた。今後こういった形で足立区の中学校、小

学校も含めて、来年度以降もおそらく授業は継続していくかと思うが、また様々な協議体で議論を深めてい

ければと思うが、後ほどフロアの方からもちょっとお話をいただければと思っている。 

あと２つテーマがあるので、駆け足でいきたいと思うが、実は東京都教育委員会が実施している、都立高

校の習熟の程度が若干遅いというか、習熟の程度に課題があるということの生徒たちに対して、これは英語

だけではなく、数学もそうだが、様々な教科についていわゆる反復学習、立ち戻り学習ということで、高校

生であったとしても、中学校でつまずいていることについては中学校まで戻ろうというようなことをやって

いる授業が、東京都教育委員会の施策の都立高校校内寺子屋という事業である。これについてお話をちょっ

と深めていければと思ってはいるが、坂本校長先生、この事業について端的にご説明いただけないか。 

【坂本】まず最初に、私が今、校長を勤めている学校の生徒の英語の力の実態だが、かなりモチベーショ

ンの高い子や英検２級をとってしまう生徒が２人、しかし、平均するとかなり下のほうに沈んでいて、本当

に中学校１年生の段階で英語がわからなくなってしまっ

たという生徒を一定数抱えている。そういう生徒だけを

集めているのが校内寺子屋である。本校は習熟度別授業

ということで、３段階やっているが、その一番基礎の授

業にすらついていけない子だけを十数名集めて、この指

導をやっている。普段の授業はいわゆる「主体的・対話

的で深い学び」を目指していて、かなり活動を取り入れ

ながらペアワークとかグループワークなんかを盛んに取

り入れた授業を、言語活動中心の授業を展開している。

この校内寺子屋のほうは、実は使っていただいているテ

キストが『マナトレ』という教材で、完全な文法シラバ

スの教材。実は文法シラバスとは言っているが、例えば SVO とか、SVC とかあるが、それの SV と SVC、

SVO までしか入っていない。それを大体２年ぐらいかけてやるような計画で、ゆっくりゆっくり、ひたす

ら基礎的な文を繰り返し、繰り返し、しつこいぐらい反復させる。そういう仕掛けになっているもの。これ

を使うことによって、あんまり文法の授業を受けているなという感じがしないような作りになっている。先
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ほど学生さんからのご発表の中でも、文法ということはあまり前面に出してしまうと生徒の自己効力感が下

がるという仮説をご紹介いただいているが、事実その通りであるので、できるだけその文法くささがないよ

うな形で学生様にも工夫をしていただいて補完しているという内容になっている。 

【高野】ありがとうございました。先ほど直山先生のほうから、今の英語は、高等学校の英語の学習指導

要領上言われている、あるいは今後、変わろうとしている高等学校の学習指導要領から見ると、やはり違う

のではないかというご指摘があったわけだが、今、坂本先生の話を聞いていると、そういった課題のある子

供たちに対して、ある一定の教材でやっているというようなことで、報告書にも今日の配布資料にもあるが、

子供たちにも今日発表していただいているが英語に対する意欲というものが上がってきて、いわゆる普段の

英語の授業にも影響が出ていくのかどうなのか、その辺をお伺いしたい。 

【坂本】顕著にそれが出てきている生徒が一方にいる。しかしながら、それがなかなかやはり顕在化して

こないという生徒がいるということもまた事実であり、非常にそこのところが、先ほど学生さんのご発表に

もあったように、一人ひとりのニーズが違うということである。どこの段階で何がわからないのかというこ

とを、こちらのほうから一生懸命になって探っていかないと、この授業の意味がなくなってしまうというこ

とで、基本的には机間指導を、大体英語を書かせてみると、この子はどこでつまずいているのかなというこ

とがわかるので、机間指導でその書いた英語を一人ひとり見ていって、「あっ、ここでつまずいているな」

ということを一つ探るという、そういういわゆる文法的なところからアプローチする、ボトムアップ式のア

プローチと、もう一つは、先ほど直山調査官からもお話があったが、いろいろな教科の知識がやはりあって

英語が理解できる、という部分が多分にあって、トップダウン式な理解とよく言うが、そういったようなこ

とも非常に大切なので、それは他の教科を一生懸命勉強することによって、それも補っていけるという、そ

ういう考え方でやらせていただいているところだ。 

【高野】ありがとうございます。小関君、実際寺子屋の先生になって、先ほどもちょっと発表あったが、

あらためて今、この寺子屋事業に参加して、教職課程の学生として、将来教員を目指す学生として、感じて

いることを一言言ってみてください。 

【小関】４年生になると教育実習に行って、学校現場を学ぶことができるが、今回２年生から寺子屋に行

くことができたが、２年生から早く学校現場を学ぶことができる。また、自分は問題を作っている時などに、

生徒にこうできてほしい、これを学んでほしいという気持ちでプリントとかを作っていたが、そういう気持

ちを２年生、３年生から味わえると、よりいっそう強く教師に対する憧れであったり、教師になりたいとい

う気持ちが強くなるので、これにぜひ後輩たちももっとどんどん積極的に参加していってほしいなと思う。 

【高野】ありがとうございました。校内寺子屋、実は２年目の取組である。様々な形でできるだけ英語を

好きにさせよう、ということで、坂本校長先生もお考えになられ、今年はティーム・ティーチングというこ

とで、教職の学生２人が子供たち、高校生に対応しているということなわけだが、この辺ももう少し本当は

議論を深めていければありがたいな、というところだが、時間の関係もある。 

生涯学習講座について担当された百瀬先生にちょっとお伺いしたいが、これを担当した経緯と実際におや

りいただいてどんなことを感じ取ったのか、ということについてちょっと触れていただき、今後の展望とい
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うのがあればお教えいただければと思う。 

【百瀬】生涯学習講座は、先ほど区長さんがおっしゃられた三本の柱うちの一つということで、小・中学

生の英語、学校英語教育ばかりではなく、区民の方々の英語教育についてもサポートするということで、特

に2020のオリンピックに向けてのおもてなし講座を受けた方のためのブラッシュアップというのがまず一

つの始まりで、それだったらもう一つ、もう１講座、初級の方たち向けの講座も一緒に開設しようというこ

とで、２講座同時に開設している。 

先ほどもちょっとお話しをしたが、大学受験のためでもなく、それから社内の昇進のためでもなく、本当

に英語が学びたい、英語を学ぶことが楽しい、そしてご自身が海外旅行に行って使ってみたい、ご近所にい

る外国の方に道を教えてみたいという、本当に純粋な動機をお持ちになって、そして 20 代から 70 代ぐら

いまでの幅広い年代の方々が、皆さん共にコミュニケーションを図りながら仲良く学んでいらっしゃる姿と

いうのは、私ども教員にとっても非常に刺激になるし、そういった幅の広い層の方たちが順調に学んでいけ

るようなシラバスを、先ほどご紹介した２人のネイティブの先生方が上手にお作りいただいたことも、私に

とっては勉強になったし、そしてそれを目の当たりにできた教職学生も学習指導要領等で読んでいる生涯学

習だとか自律的学習者というものが、「ああ、こういう人を言うんだ」ということを実体験を通して知るこ

とができたので、これは私ども明海大学にとっても非常に大きな成果だったのではないかなと思う。 

【高野】ありがとうございました。実はこの講座は都教委が作成した、小・中学校向けの教材『Welcome 
to Tokyo』というものを使って、実際やらせていただいたということがある。 

そこで会場から、２人だけ、ご質問等を受け付けて、後は各パネリストのほうから一言ずつ締めてもらっ

てこの会を閉じさせていただきたいと思う。どうしても質問があるというお方、２人だけお願いできればと

思うがいかがかだろうか。 

【芳井】芳井と申します。浦安市からまいりました。 

【高野】ありがとうございます。芳井様どうぞ。 

【芳井】先ほどの直山様のお話で、全部わかる必要はないというお話でしたが、これから 10 年先、教え

る先生方はもともと古い文法やセンテンスプラクティスみたいなものを繰り返されてきて、そういう教育を

受けた先生方がたくさんだと思う。そういう古い固定観念を打破するために、これから文部科学省だったり

とか教育関連の方々が、先生方の古い考えを変えていかなければならないかと思うが、それについてどのよ

うに取り組まれていこうとされているのかをお聞かせください。 

【高野】では、直山教科調査官に対して 1 つの質問。もう 1 つだけ、あればお願いできればと思うが、い

かがか。 

【金井】浦安市民の金井と申します。企業に勤めており、今はリタイアして浦安にいるが、海外駐在経験

をしている。、一言、企業の経験者として申し上げたいことがある。それは企業が学校から社会に出た時に、

社会はあるいは企業は何を求めているのか、特に英語について何を求めているのか、それについて申し上げ
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ると、私は会社に入って、商社だがその時に部長から言われたことが、「金井君、鬼に金棒だよ」と言われ

た。つまり、金棒というのは語学力。しかし、金棒がいくら立派でも、鬼でなければ振り回すことができな

いし、役に立たない。「会社は金棒を求めているのではないよ」と。「鬼を求めているよ」ということを言わ

れた。確かに英語力、英語教育、大事だ。しかしながら、鬼である、そういう日本人が育っていくことがこ

れからのグローバルの中で必要であるということをまず申し上げたい。 

２つ目は、英語力と英語指導力は違うという当たり前のこと。英語力がいくらあっても、英語指導力がな

い人がたくさんいる。先ほど直山さんは、小学校の先生のことを、むしろ英語指導力はあると思うとおっし

ゃった。私はすばらしいと思う。つまり、英語力がいくらあっても、英語指導力のない人はたくさんいる。

そうではなくて、英語指導力が大事なんだ。そういう意味で、小学校の先生たちは大変だろうが、英語の指

導力を、やはり他教科をやっておられることで、英語指導力がかなり育っておられると思う。 

最後に申し上げると、これは直山さんにお願いしたいことだが、私は 67 歳で、まさにシニア世代と言わ

れているところだが、シニア世代がこのまさに地域連携の中で、何か私以外でも、海外駐在を経験したシニ

アがたくさんこの浦安にはいる。その人たちを活用する場が、学校教育現場であるのかどうかと見た時に、

残念ながら年齢の壁、資格の壁がある。これは確かにわかるが、ただ私も実はシニアの人たちは頭が固く偉

そうにしているが、そんな人が本当に教えられるのかというのはある。したがって、私は基本は子供が好き

なシニアでなければいけないと思う。そういう意味で、いわゆるシニアだから英語力があるとか、海外駐在

しているから、適性があるとは思わない。私が言いたいのは、浦安市にも考えていただきたいと思うが、そ

ういう経験もあってコミュニケーション能力を持っておられて、そういう方たちを生かす集い場を検討して

いただけないか。 

【高野】ありがとうございました。それでは今、カナイ様のほうからのご意見もいただいているが、実は

先ほどまで浦安市の教育委員会の方もいらっしゃったが、最後のところについては、そういったかなり海外

駐在等も経験があり、そういったご経験が豊富な方々についての学校教育における援助ということについて

もご意見が出たということは浦安市教育委員会のほうにお伝えしておきたいと思っている。直山さんから一

言いただいて、後は、それぞれのパネリストの方々から一言いただいて、締めたいと思う。よろしいですか。 

【直山】芳井さんからいただいた質問に、具体例を挙げながらお話をしたいと思っている。先ほど新教材

『Let's Try！』『We Can！』には「Let's Watch and Think」という新しい活動が入ったと申し上げた。そ

の中身について少しだけお時間をいただいて説明をする。「Let's Watch and Think」は、見て考える活動だ

と言った。語彙や表現が使われるのに必然性のある場面を、子供が見る、映像で見る。そして、その場面か

ら、子供が語彙や表現を推測する。そういう活動を「Let's Watch and Think」の主旨としている。小学校

の外国語教育においては、この推測あるいは類推を、思考の場面の一つと捉えている。どういうことかとい

うと、皆さんが小学校で難しいのではないかと言われる、３人称が実は入っている。ただ、三単現の「s」
は入れていない。he、she のみ。例えばこういうこと。ジョンとクリスティーナがいる。クリスティーナが

ジョンに、“Hi, John.” “Hi, Christina.” “John, can you play soccer well?” “Yes, I can.” “Wow. 
You can play soccer well.” “Can you swim?” “Of course, yes I can swim very fast. How about you?Can 
you swim well?” “I can swim too.” “You can swim too. That’s great.”と言って、しゃべっていた。

それをサトシが聞いていた。サトシはそれを聞いていて、なるほどなと思って、クルっと教室の中にいる子
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供のほうを向いて、“Hello everyone, my name is Satoshi. Look. John and Christina are talking. Aha, 
John, he can play soccer well, and he can swim too. Christina, wow, she is a super girl. She can play 
soccer well, and she can swim fast.”と言う。それを見終わって子供に担任が、「ジョンとクリスティーナ

でわかったことをテキストに書いてごらん」と言う。「Please write about John and Christina.」。そうし

たら子供は、ジョンってどんな人かな？クリスティーナってどんな人かな？って、意味にフォーカスを当て

たことを書く。ジョンってサッカーうまいんだ。泳げるんだとか、クリスティーナも泳げるんだ、という意

味内容にフォーカスを当てて書いてくる。これだけではダメで、その後担任の先生にやってほしいことは、

「John, Christina, and Satoshi, they are good friends. Next, about our teachers in the school. Look, this 
is Mr.Takano kouchousensei. Aha, he can play soccer well.」と言って、ジョンのほうに振るわけ。そうし

たら子供は「あぁ、だから校長先生、サッカーうまいもんなぁ」と思って聞いている。「Look, this is Ms. 
Todoroki. Todoroki sensei. She can swim fast.」と言って、クリスティーナのほうに振ると、子供は「あぁ、

轟先生、そうだ、そうだ、体育の時間いつも泳ぐのうまいなぁ」と思って聞いている。 

これをずっと繰り返していくと、こっちに男の人、こっちに女の先生の写真が行くと、子供はいよいよフ

ォームにフォーカスを当て出す。何かあるぞ。それが子供の様子から読み取れた時に、担任は“Look. This 
is Mr. Mori. Mori sensei. Ha, Mr. Mori, he or she?”と聞くと、子供は“he”と答えるはず。“That’s right. 
Yes, he can play soccer very well. Next, how about Ms. Yoshii. Yoshii sensei. He or she?”と聞くと、子供

は“she”と答える。“That’s right. She can swim very fast.”と振る。この時点で子供は、男の人は“he”、
女の人は“she”なんだなということまでわかるわけ。でもこれだけではダメで、実はこの活動の前に、た

っぷり時間をかけて、“I can, you can, can you, yes I can, no I can't.”っていっぱいインタビューしている。

子供をそこへ引き戻してほしい。“Next, about you. Can you play soccer well?” “Yes, I can.” “Wow, 
Todoroki san. You can play soccer well. Fantastic. So how about Mr. Nishigai. Nhigai san. So can you 
swim fast?” “Yes, I can.” “Yes, you can. Wow, you can swim fast. Very good.”とやった時に、子供

は、先生は目の前の人のことについてしゃべる時は、あぁ、今までやってた“I”と“you”なんだな。こ

の場にいない人の時は“he”“she”を使うんだな、ということを、場面設定の中から理解をさせていく。

この時に、私は１回も日本語を会話していない。ところが私たちが受けてきた、今芳井さんがおっしゃった

昔の、私たちが受けた教育は、今日は３人称の勉強をするよ。男の人は he、女の人は she って言うんだ。

“He is a student. She is a teacher. Repeat after me.”とやって、先生は黒板に“He is a student. She is a 
teacher.”と書いて、その下に彼は、彼女は、訳を書いてきたのを、たくさんの人が受けてきているわけ。

それが始まった時点で、私はもう、英語対日本語で暗記になるのではないかと思うわけ。そこに思考が本当

にあるのかと思う。 

それなので、例えば小学校ではこの「Let's Watch and Think」を一つの軸に、子供たちに先生方が中学

校、高校で受けてこられた常に訳して終わるということから場面設定の中から推測していく。ただそこには

曖昧さも伴う。ただそれを言語活動を繰り返す中ではすぐには力ってつかない。一単元を通して、あるいは

二単元、三単元を通して“he”と“she”の使い方をわかっていく。こういうような指導に切り替えていき

たい。それなので、１年間という長いスパンで見ましょうね。だからさっき言ったように、いろいろな交流

も単発ではなくて、１年間の中でどこに設定をしたほうが効果的なのかという組み方に関係している。 
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【高野】ありがとうございました。それでは

一言ずつ森課長からお話をいただいて終了し

たいと思う。 

【森】私たちは、「英語大好き！中学生」育成

プロジェクトということでやっている。その中

で、明海大学の先生方にいろいろお世話になっ

ている。先ほど来出ている留学生との交流授業、

大変評判が良い。年に１度、３授業、４授業ぐ

らいしかできないが、地域の方からは「うちの

学校もやってくれ」「うちの学校もやりたい」

という、校長先生なんかも言ってくださる。「わかりましたよ。でも年に４授業ぐらいしかできないですよ」

ということで、ではまるっきり別な４授業ができるかっていうと、そうではなくて、先ほどの中学校さんみ

たいに１回やったら「また次年度もお願いします」「その次もお願いします」ってなると思う。これが私た

ちの最大の課題でやっていただきたいことはたくさんある。だけれども、留学生や大学の先生方も限りがあ

るということなので、この連携を細く長く続けるためにはいかに計画的に、いかに先生方や留学生を効率的

にと言うと変だが、よりうまく、数多く絡めるために、大学の先生方といろいろ話し合いを持ちながら、計

画を立てて細く長く、もうちょっと学習機会やあるいは質も上げていくという取り組みを年々重ねて進めて

いきたいなと思う。本日はどうもありがとうございました。 

【茜谷】本当に明海大学の関係者の皆様には、本当にお礼の言葉しかない。本校の生徒が今日４人来てい

たが、非常にシャイな子供たちがほとんどだ。そういう子供たちが体験を通して、自信を持ってしゃべって

みよう、通じたという喜びを感じることができた。コミュニケーションの一つのツールとして、そこに英語

が入って「できない」と思ったことが「できた」という自信は、とても私は良かったなというふうに思って

いる。子供たちがこれから将来、歩む中で、より希望や夢が広がって、そしてたくましく歩んでいってくれ

るだろうなというふうに思っている。本当にありがとうございました。 

【坂本】明海大学の学生様の本当に熱意あふれる支援のおかげで、本校の生徒はますます将来に向けて力

をつけていくものというふうに確信している。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

【百瀬】私は明海大学で教職課程の学生さんを指導する立場として、先ほどカナイ様がおっしゃられまし

たように、金棒として、道具としての英語が使いこなせる英語力の向上とともに、鬼であるべき学生さんの

資質、それから、それはもちろん心の優しい鬼を育てるべく、人間性の向上を目指して、いい教師を育てて

いきたいと思っている。どうもありがとうございました。 

【金子】私の先ほどの意識調査のほうで報告した続きというところだが、やはり「英語好き」と「英語嫌

い」では、学習時間にものすごく差がある。また英語に対する授業に対する取り組み方も大きく変わってく

るということで、やはり英語を好きになっていってほしい。今後、大切なポイントなのかなというふうに思

っている。英語を好きになるにはというところで、英語が嫌いになる理由を先ほどちょっと説明させていた

だいたが、一番大きな理由は、「文法が難しい」というのがあった。やはり文法にフォーカスされてきた授
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業が今まであったと思うし、まだ続いているところがあるんだと思う。だから、先ほどの直山調査官がおっ

しゃったように、文法がフォーカスされるのではなく、文法を使ってコミュニケーションがフォーカスされ

るような授業を今後ますます行っていくことによって、「英語嫌い」というものが少しずつ変わっていくの

ではないのかなということがあるので、やはりコミュニケーション活動中心の英語の授業、コミュニケーシ

ョンするということが、やはり英語のそもそもの目的だから、やはり習得においても必要なところなのだと

いうふうに思っている。 

【小関】本日はどうもありがとうございました。貴重なお話を聞けたので、教員になった際にはそのよう

な力を身につけてぜひ生徒に指導していきたいなと思っている。自分が教員になった際には明海大学 OB
という力を使って、ぜひ留学生たちに自分の学校に来てほしいなと思う。本日はどうもありがとうございま

した。 

【サントス】まず、さっき言った通り小学生たちと中学生たちに会うのは非常に嬉しかった。まず友達に

誘われて参加したが、その時から最初は楽しいということで２回目も行ったが、そして３回目、４回目でず

っと。全部のボランティアに参加できたが、知らないうちに日本のこと、日本の文化とか日本の毎日の習慣

とかについていろいろ勉強ができていたので振り返ってみたら自分もびっくりしていて、自分にも勉強にな

ったと思って楽しみながらこんなに勉強ができて嬉しい。ぜひ今度も参加させていただきたいなと思ってい

る。ありがとうございます。 

【高野】本日、時間の関係で非常に皆さん方にご迷惑をかけた。当初の予定よりは 20 分ほどオーバーし

て、パネルディスカッションを始めた時の時間よりは、20 分オーバーしてしまったこと、司会のほうの不

手際だった。誠に申し上げございませんでした。それではここでパネルディスカッションを閉じたいと思う。 

◆閉会の挨拶：高野 敬三（明海大学副学長） 

長時間、皆様方ご協力にありがとうございました。ただそう言いながら

も時間がかなり過ぎてしまいました。誠に申し訳ございませんでした。

今回は学校教育に対して大学がどのような支援ができるかというのをテ

ーマに開催させていただいたわけである。 

次年度以降もこういった大学の力というものを、できるだけ地域の皆様

方にお役立てしたいということで明海大学は取り組んできているので、

来年も同様にこういったシンポジウムを開催したいと思う。是非またご

協力、足をお運びいただければありがたい。 

私ほうから閉会、謝辞とさせていただきます。誠にありがとうございま

した。 
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◆ポスターセッション 
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満足

70.4%

無回答

4.9%

学生

27.2%

学校関係

38.3%

教育機関

関係

22.2%

一般

12.3%

全く不満足

1.2%

やや不満足

3.7%

満足

71.6%

４ 参加者アンケート 

【Ⅰ】分科会参加 内訳   【Ⅱ】シンポジウム参加者 所属内訳 

【Ⅱ】昨年実績と比較すると、学生が大幅に減り学校関係、教育機関関係が増えていることが特記事項で

ある (昨年：学生 47.3%、学校関係：28.4%)。本事業を対外に広く知らしめる目的に対してよい傾向を示

しており、更なる考察をし今後のシンポジウムの告知や方向性の材料とすべきと考えられる。 

【Ⅲ-1】シンポジウム全体の満足度  【Ⅲ-2】基調講演の満足度 

【Ⅲ-1】満足度が大幅に向上している。特に『満足』が 11.8%アップしている点が挙げられる。 

但し、後述の各設問についてのフリー回答にいくつか改善すべき意見も見受けられることは、今後本事業

をより満足度の高いものにしてくために軽視することなく対応を検討する必要があると考える。前回から引

き続き、時間不足、もっとじっくり聞きたいという意見が見受けられる。 

【Ⅲ-2】95%の参加者が満足との回答をしている。但し“既に知っている内容”“数値だけでなく具体的

取組を聞きたい”という意見があったことが見受けられている。 
今回の参加者属性を反映しているようにも考えられ、今後のプログラムを検討するうえで貴重な意見と考

えられる。例えば分科会スタイルを継続するにしても『初級』『中級』などといった、深度に応じたアプロ

ーチも、本シンポジウムを継続していく中で必要になると思う。 

第二分科会 

51.9% 

第一分科会 

48.1% 

やや不満足 

3.7％ 

非常に満足 

21.0% 

非常に満足 

23.5% 

※全く不満足︓0% 
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やや不満足

10.3%

満足

48.7% 満足

69.0%

無回答

2.4%

満足

80.2%

無回答

8.6%

【Ⅲ-3】第一分科会 活動報告の満足度 【Ⅲ-3】第二分科会 活動報告の満足度 

【Ⅲ-3】いずれの分科会もやや不満足が増加(昨年:5.6%)。具体的な実践内容の発表については高評価。た

だの報告で終わっていた、活動内容のより詳細が知りたいなど具体的な報告を求める意見があることから、

次回以降の活動報告についてのまとめ方の指針が見えると思う。 

【Ⅲ-４】ポスターセッションの満足度   

【Ⅲ-4】満足が 80%、非常に満足が 8.6%とこちらも

非常に高い評価を受けることができた。 

『1 枚の情報を減らして枚数をふやした方が良い』

や、興味を引くような見出しだったり、見てほしい

感じをもっとアピールした方が、学生も見ると思い

ます』など具体的な意見は大変貴重で、次回以降反

映することで、参加者に本事業を深く知っていただ

くことに繋がる内容にしていくことが必要だと思う。

また『説明者がいなかった』という意見があり次回

以降は確実に対応するよう注意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

非常に満足 

41.0% 

非常に満足 

19.0% 

やや不満足 

9.5% 

やや不満足 

2.5% 
非常に満足 

8.6% 

※全く不満足︓0% 

※全く不満足︓0％ 

※全く不満足︓0% 
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満足

71.4%

無回答

4.8%

やや不満足

4.8%

非常に満足

19.0%

満足

76.9%

やや不満足

2.6%

無回答

7.7%

非常に満足

12.8%

 

【Ⅲ-5】第一分科会 パネルディスカッションの満足度 

【Ⅲ-5】ここでも具体的な話が聞けたことに満足を感

じている回答から、今後は現在の取組の具体例の紹介や、

将来の展望など深化したディスカッションも効果的で

はないかと感じる。 

特に、学校関係の参加者が増加している点から考える

と、直面している課題や悩みにすぐに実践できる例や解

決策を模索する際に参考とできる考えなどを紹介する

等、現場に則した内容も参加者にとって有益ではないか

と思う。 

 

 

【Ⅲ-5】第二分科会 パネルディスカッションの満足度 

【Ⅲ-5】高い満足度のディスカッションの中で、直

山氏の講演については、深く知れた、英語教育にど

う関わればいいかを知れたなど高評価を得ている。 
ただ、評価が高い分時間不足を悔やむ意見も多く、

今後はパネリスト人数、テーマの絞り込みなど見直

す点もあることは確かで、より参加者の満足度が高

いパネルディスカッションを模索していく。 

 

 

 

 

 

 

※全く不満足︓0％ 

※全く不満足︓0％ 
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【Ⅲ―2】基調講演について 

 本当に課題になっている問題が挙げられている。 

 大学の地域連携の重要性を再確認することができ、又、英語教育のこれまでの流れとこれから向かう先

を概観でき、学校と大学の連携の可能性を考えるきっかけとなった。 

 全体的に時間がおして聞きたい部分があまり聞けなかった。 

 大学と地域連携の必要性が理解できた。英語教育の流れが分かった。もっと時間をかけて詳しくお聞き

したかった。 

 非常にわかりやすいお話でした。 

 講師お二方、短時間にもかかわらず豊かなお話で勉強になりました。 

 分科会別にしてもう少し長く(詳しく)講義して欲しかった(お二人のための時間不足)。 

 地域との連携の在り方や日本語指導の重要性が一層理解できた。 

 大変わかりやすいお話でした。 

 学校教育の現状を知ることができたから。 

 足立区等の取組み、英語教育との絡みの中で他教科がどう取り組むべきか見えたから。 

 数値だけでなく誰がどんな取り組みをしているのかが知りたいです。 

 文科省が英語教育をどのような方向に行こうとしているのかわかった。 

 桜井先生、直山先生のお話を伺い大変勉強になりました。 

 大変興味深かった。 

 説明がとても分かりやすいが、既に知っている知識が多かった。 

 英語はなぜ必要なのか、さまざまな力を付けるために必要なんだななど、実感しました。 

 直山調査官の改訂の主旨がわかりやすかった。 

 日本語教育がいかに今の現代人にとって必要なのかが判った。 
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 日本語教育の重要性を知ることができた。 

 小学校の英語教育について現状から今後の取り組みがわかった。 

 直山さんの話はすばらしい。 

 もう少しじっくり聞きたかった(なぜ大学が地域と連携していくのかについて) 

【Ⅲ―３】〈分科会〉活動報告ついて 

〈第一分科会〉 

 これからこのような活動をもっと増やすべきだと思う。両側にも役立つ活動です。 

 具体的な実践をわかりやすくコンパクトにまとめて発表されていました。とても参考になりました。 

 時間不足であまり説明されなかった。 

 実際例のレポートは良かった。 

 活動内容(学習の内容)がもう少し詳しいものがあったらもっとよかったと思います。 

 生徒の実態に則した対応がなされていた。 

 他校の外国籍の生徒さんの立派な様子に感銘を受けました。 

 生徒の話、日本語指導を受けての変容が分かって説得力があると思いました。エビデンス 

 学生と高校生が交流を深められたことが伝わってきました。この発表のための準備も大変だったと思い

ます(ご苦労様です) 

 外国人生徒の日本語学習に対する一生懸命さや成果が伝わってきた。 

 日本語指導に関する、今後の課題を知ることができたから。 

 活動内容が分かりやすく、どのような学校、事業であっても課題に共通項があり、現場に活かせると思

ったから。 

 非常に具体的な実践の話がきけてよかったです。 
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〈第二分科会〉 

 時間も少なかったが成果、課題がもっと知りたかった。 

 実際に参加された学生、生徒の皆さんの生の声が聞くことができとても参考になりました。 

 内容が充実していた 

 中・高生の生の声が聞けてよかったです。 

 それぞれの活動が分かりやすく報告されていた。 

 みなさんがやってきたことが、詳しく知れたり、やる意味や感想が聞けてよかったです。 

 それぞれに工夫されていた。 

 様々な報告の中で留学生との交流で意識が高くなるということが知れた。 

 活動によって英語に対する興味をもってくれる人が増えてよかった。 

 あけみ英語村に参加し、小学生に喜んでもらえたことがわかり、とても嬉しかった。 

 時間が足りない。 

 1 つ 1 つもう少し長くききたかった。 

 具体的な生徒さん達の話が良かった。大学生の皆様の意識の高さを感じました。 

 中高生に話をさせているが、その必要があるのかどうか疑問。やったことの総花的な報告に終始してい

た。明海大の学生にとっての成果に絞った方がよいのでは? 

 授業改善の指導及び生徒意識調査報告の説明を聞きたいと思っていたため。 

【Ⅲ―4】ポスターセッションについて 

 1 枚の模造紙大の大きさにうまくまとめられていてとてもわかりやすくなっていた。又、資料もとじら

れていたので、あとで振り返ることもできた。 

 説明者がいないポスターがあった。 

 1 枚の情報量を減じて枚数を増やした方が読みやすいように思いました。 
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 どれも素晴らしい実践だと思いました。 

 大学生と高校の生徒たちとの交流など、具体的に書かれていたから。 

 係の説明で活動内容が分かりやすく、今後どのようなニーズがあるのかを知ることができたから。 

 よくまとまっていて楽しい話がきけました。 

 様々な取り組みについて知ることができとてもよかったです。 

 見やすかったです。 

 発表の際に分からなかった詳細を知ることができた。 

 興味を引くような見出しだったり、見てほしい感じをもっとアピールした方が学生も見ると思います。 

 学生の私でも判りやすかった。 

 自分たちの課題など気づいた。 

 時間が足りない。 

 内容充実していた。時間を増やしたい。 

【Ⅲ－5】〈分科会〉パネルディスカッションについて 

〈第一分科会〉 

 質問について詳しく話してもらうことで、貴重な話をきくことができた。 

 パネリスト、コーディネーターが自分の考えを言うだけの時間が長すぎました。議論が深化しない。 

 様々な立場からの情報提供と意見が聞けた。もう少し時間をかけて聞きたかった。 

 西川先生のお話が大変興味深かったです。 

 西川朋美准教授のプレゼンテーションが勉強になりました。教員にも聞かせたいと思いました。 

 研究者、学校現場、実践してる学生それぞれの立場からの意見を伺え、参考になりました。 

 日本語教育の現状と課題を知ることができた。 

 在京外国人生徒の指導に関する具体的な内容が聞けたので(現場で活かせます)。 
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 課題がわかりやすかったです。 

〈第二分科会〉 

 すばらしいお話を伺えたため。 

 大変深い内容で勉強になった。 

 様々な視点を学ぶことができました。 

 様々な意見を聞けたことで、今後何が求められているのか、どうしていけばよいかが分かった。 

 単に教師になりたい、だから勉強するという考えだったが、指導要領や子ども、生徒に、外国人、英語

に触れさせるにはどうしたらいいか聞いていて、考えるべきことが多いなと思いました。 

 焦点がよくわからなかった。1つのテーマについて多様な考えがでる方がよい。 

 より深く知れたから。 

 各々の方針や英語教育にどう関わればいいかを知れた。 

 それぞれのテーマの現状から利点や課題、向上できることがわかった。 

 時間が足りない。 

 時間を充分にとれたらよかった。 

 パネリストの数が多すぎるの。文科省の説明の時間では。参加者のニーズがそうであったなら仕方あり

ませんが。 

 小学校の英語指導に関して、直山先生の熱い話しを聞けたのは貴重でした。 

【Ⅳ】活動報告/ポスターセッションに関わった学生・⼤学院生にお⾔葉をいただけますか? 

 本校の学習支援についての発表を聞かせていただきました。夏、冬の短い期間での取組でしたが来校す

る前後にここまで準備されてきたのかととても感心しました。交流を通して子どもたちにとっても成果

が挙がっていますが学生の皆さんの努力、準備があったものと再認識しました。とてもわかりやすいプ

レゼンでよかったです。 

 この時期からこのようなセッションに意欲的に参加していることに感心します。是非様々な面で将来社

会人として活用してほしいです。ありがとうございました。 

 教員の英語能力向上が課題とは思いますが、各教員がどの程度英語の指導能力があるのかを証明するこ
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とも大事かと思います。 

 活動内容を端的に話されていて、コンパクトにまとまっていた。 

 皆様、お疲れ様でございました。大変素晴らしいご報告を聞かせて頂きました。 

 すばらしいポスターが出来ています。 

 日本語がよく分からない生徒さんたちに何とか学ばせてあげたいという熱い気持ちが伝わってきまし

た。すばらしい取組だと思います。子供たちのために本当にありがとうございました。今後も応援して

います。 

 来日したての頃は周りが何を話しているのかわからなかったでしょうが、現在では人前で発表できる程

に成長されていて感動致しました。 

 生徒に寄り添ってやさしく分かりやすくご指導いただいてありがとうございます。簡潔におまとめいた

だいて活動報告/ポスターセッション、効果的に伝えていただいたと受け止めています。引き続きよろ

しくお願いいたします。 

 計画、実践、評価と大変なご苦労されたことが伝わってきました。素晴らしい取組に敬意を表します。

この経験を今後の学業そして進学に活かして下さい。お疲れ様でした。 

 お世話になった高校の生徒たちとの交流をすることで、生徒たちが、日本語教育に対する意欲が上がる、

今後のためにもとても良い活動だったと思いました。 

 ポスターが丁寧に作られており、非常に分かりやすく感じました。活動内容も授業の合間を見て行って

いるのでしょうが、よい取組であり、大変な努力だと感心しました。 

 堂々としていてよかったと思います。 

 様々な支援をされていることに驚きました。私は卒業生なので、在学時に同じような機会があったら参

加し学びたかったなと感じました。 

 大変お疲れ様でした。とても分かりやすい発表でした。 

 小さな字がいっぱい書いてあったり、読んで!というアピールがあまり感じられませんでした。活動報

告だから、そんなに華やかに作るというのは難しいとは思いますが、他の人に見てもらいたい場合は、

アピールポイントを出したり、強調すると、高校生、大学生も興味を持って見てくれると思います。 

 近年の大学生のイメージと違い、向上心の高さを感じます。よりよい社会づくりのため、今後のための

勉強として励んでください。 

 堂々としていてかっこよかったです。 
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 とてもすばらしい取組です。これからもさらに頑張ってください。 

 皆さんの 1つ 1つの成長が子どもたちの未来の大きさになると思います。今学んでいるその心の底のも

のを一生大切にして下さい。ぜひ子ども達の幸福の為の教育者となられますよう。 

 机上の学習、研究だけでなく、実態を伴った学びから得るものは大きいと思います。ただ「目前の子ど

もが喜んでいる＝成功」ととらえてしまいがちですが、本当に目標としたことに合致した成果が得られ

たのか、いつも検証をすることを忘れずに学びを深めていって下さい。それが教員になった時に真に役

立つと思います。 

 自国の文化や伝統を理解し、日本の子供たちに紹介したりコミュニケーションをとったりということを

多くの日本の学生にできるだろうか?その中で小学生と触れ合う機会を通じてこれからの子供たちが外

国人とフランクに話せるようになるのではないかと意見を持てるのはすばらしいと思いました。 

 発表にあたり十分準備された学生・院生のみなさん、ごくろうさん。大変参考になりました。 

 準備がしっかり出来ていて素晴らしい。 

 英語村や交流会の活動報告をわかりやすく話してもらえました。サントスくんの「日本人の方がネパー

ル人よりもエベレストへの認知度が高い」という説明は大変印象に残りました。 

 とてもよくまとまった活動報告でした。この体験を活かしてよい教員になってください。 

 まず参加したことが立派な心がけです。何をやるにも一生の勉強が必要になるので、教員で働くように

なった後も今日のような場に出席して自立学習者の見本となってください。 

 大学と地域連携というテーマの下、学生をまき込んだすばらしい取組だと思います。まずは動かなけれ

ば何も残らないと思います。その点ではこれからもいろいろ提案して、トライしてもらいたいと思いま

す。 

【Ⅴ】本シンポジウム全体を通じてのご意⾒をお聞かせください。 

 大学の地域との連携に向けた意気込みを強く感じることができ、又、これから学校としてどう受け入れ、

双方にとって WinWin の関係となるあり方を考えるきっかけとなりました。本テーマは明海大学の持つ

強みを生かすものであると強く感じました。今後も更に深め広げて欲しいと思いました。分科会の発表

内容が資料のどの部分と対応しているかわかりにくかったので改善していただくように希望します。 

 浅く広くではなく、少しくらい狭い分野になってしまってもいいので、深い内容のものを増やすことで

より良くなると思います。 

 時間配分について改善して頂けたらと存じます。 

 本当の国際交流が始まっている。 
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 目のつけどころはすごくいいと思います(だからこそ出席しているのですが)。もう少ししぼって展開し

ていただくとよかったかな。 

 参加して本当によかったです。大学と地域連携、日本語習得の課題についての理解が深まりました。あ

りがとうございました。 

 外国にルーツを持つ生徒にどう日本語での授業を理解させられるのか、日々課題を感じています。CALP

を伸ばすにはどういった具体的な方策があるのか、先生方のお話を伺って考えさせられました。 

 専門性を生かした日本語指導について西川朋美准教授のお話をさらにうかがいたいと思いました。 

 高校生にとって、基調講演の内容は難しく、特に言葉の問題もあるので別室で待機する等の配慮をして

あげたい(皆つらそうでした)。 

 内容が広すぎてもう少し狭いテーマで企画して下さると有難い。勉強にはなりました。 

 今後の学校教育の課題と改善するためにどのような活動をするのかを知ることができて良かった。 

 参加させていただいたことに感謝しています。 

 高校の日本語支援の現状が知れてよかったです。 

 外国籍の生徒と関わっているのでとても勉強になりました。 

 すばらしい活動とお話を伺うことができ大変参考になりました。この様な場に参加させて頂きありがと

うございました。 

 「地域との連携」がテーマというのもあり、様々な校種、お立場からの意見、取組を知る良い機会とな

りました。 

 教育に関するトピックについて細かいところまで知れてとても良かったです。 

 教育関連の話をしているのは分かりましたが、教職課程の学生が参加する目的や、聞いてもらいたい要

点を教えてもらえれば、より学びも深くなるかなと思いました。この会の本当の目的が難しくていまい

ち分からなかったです。 

 社会や地域が子供を育てていくという話がある通り、本日のシンポジウムもたくさんの人に支えられて

いることがわかります。良い経験をありがとうございます。 

 厳しいお言葉もありましたが、確かにこれからの学習を見直す必要もあるのかと思いました。しかし、

その考えを持っていない私にとってみると違うのではないのかな、と思いました。 

 有難うございました。具体的にとりくみ等が進みますよう努力致します。大変参考になりました。勉強

になりました。 
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 基調講演と分科会活動報告の内容がリンクしているようなしていないような……。今ひとつ見えにくい

ところがあった。もっと焦点を絞ったプログラムでもよいのではないか。時間設定的に苦しくなってし

まったのもそのあたりにあるのでは?浦安市は地元なのでわかりやすいのですが、なぜ足立区と?につい

てはわからずじまいでした。人脈と需要と供給のタイミングなのでしょうとは推測しましたがどこから

も誰からも説明がありませんでした。 

 浦安市民の 1人として、足立区と明海大学との連携・活動をうらやましく思いました。もっと浦安市と

明海大学の連携が深化・広められれば良いですね。 

 ボランティアに参加した学生さんの感想を直接伺うことができて非常に興味深かった。 

 早いうちから外国人との交流会に参加していくと、英語を使えるようになりたいという意識が高くなる

ことが良くわかりました。この意識をどのように継続させていくかが課題だと感じましたが、これから

のことを知ることが出来たのは大変貴重でした。次のシンポジウムもぜひ参加したいです。 

 大学と地域との連携の必要性が改めてわかりました。近藤区長のごあいさつも説得力がありました。ぜ

ひまたこのようなシンポジウムで活動をご報告ください。 

 多大なるリソースを割いて連携している点で、大学全体の姿勢は素晴らしいと思います。 

 時間的には適当な長さであるとは考えますが、せっかくこれだけの人々が準備をしてきたのであればも

う少し十分な時間で発表するとよいと思います。 

 有識者の方々から意見を伺えたので教員としてどうあるべきか見つめ直すことができました。 

【Ⅵ】今後どのようなテーマのシンポジウムに参加したいですか?  

 これからの英語教育のあり方、研修について、教職員向けにテーマを設定し大学とどう連携していくか

を探るものを聴講したいと思いました。 

 具体的な授業やこれからの教育に関する具体例を発表し、論議できるようなもの。 

 学外の社会人参加、高齢者の参加もあって良いと思う。 

 この取組を深化させてもらいたいと思います。 

 高校生の進路について(キャリアプラン)。大学との連携 

 グローバル社会を豊かに生きる子供たちの育成 

 テーマは継続していただきたい。学校での様子を映像等で見ることが可能だとありがたいと思います。 

 同様の内容で 
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 外国の言語ごとの日本語の指導法。評価の方法。 

 小学校英語に関したもの 

 「大学受験の変革」をテーマにしたものだったら是非参加したいと思います。 

 英語教育の現状を踏まえた現場の課題 

 実際に小学生、中学生、高校生、大学生、教員、教育関連者、保護者から英語をこれからどうしていけ

ばいいのか、どうしてほしいのか、発表とかしてみたりすると、たくさんの見方からの意見が聞けて良

いと思います。 

 研修を兼ねるような話をききたいです。きく→自分でやるのではなく、きいてやってみる→自分でもや

るというようなものです。 

 日本語と英語を関連付けた学習の仕方 

 日・中・韓の東アジアの連携について 

 大学入試改革に関するテーマに興味があります。ただし時間内に終わらせるようにしてほしい。時間を

必ず守るシンポジウムであってほしい。 

 日本語教育と英語教育は新学習指導要領において重要なトピックです。これからはアクティブ・ラーニ

ングなど指導の方法論の視点も加えてこの２大トピックについてお取り組みいただきたいと思います。 

 英語以外の外国語について閑な政策になっていないか。測定法としての大学入試４技能の必要性、読み

書きと会話とでは相関がみられ、前者のみで公平な試験をすべきではないか 

 教育関係 
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